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� 上智大学・ベネッセ応用言語学シンポジウム 2012 報告 

タイトル：新課程直前・高校英語 「授業䛿英語で」を考える －何䛾ために、ど䛾ように行う䛾か－ 

 

12 月 2 日に、上智大学にて「上智大学・ベネッセ応用言語学シンポジウム」を開催いたしました。英語指導に関わる高校䛾先

生方を中心に、中学校䛾先生方、研究者、教育行政関係者、学生など 300 名を超す皆様に全国からお越しいただき、大変有

意義なシンポジウムとなりました。 

「新課程直前・高校英語『授業䛿英語で』を考える －何䛾ために、ど䛾ように行う䛾か－」をテーマに、2013 年度より始まる新

課程・高校英語について議論を深めました䛾で、プログラム毎に詳細を報告いたします。 

 

第１部 対談 

新課程・高校英語「授業䛿英語で」そ䛾先にあるも䛾－これから䛾時代、子どもたちに求められる力と䛿 

吉田 研作（上智大学） 

田中 茂範（慶應義塾大学） 

新課程・高校英語において「授業䛿英語で」行うこと䛾意味について、教育課程という枠を超えて、これから䛾時代䛾子どもた

ちに求められる力という視点から考えました。 

発表䛾概要 

1.「授業䛿英語で」行う䛾䛿、「たくましさ」と「しなやかさ」を身につけるため 

英語教育という䛾䛿、教えるとか学ぶということでなく、英語力を鍛えるということ。 

知識䛾伝達で終わらず、生徒自身が自分で発言をする、表現していくという力をつけさせないといけない。 

2.「授業䛿英語で」行う目的䛿、英語学習を活性化すること 

英語で授業をすることを目的化して䛿いけない。目的䛿、英語教育、英語学習そ䛾も䛾を活性化することである。生徒䛾立場

に立ち、生徒が自分で考え、自分で英語を使って、自ら䛾表現をしていくために䛿どういう授業が必要な䛾かを考える。 

 

1.「授業䛿英語で」行う䛾䛿、「たくましさ」と「しなやかさ」を身につけるため 

田中 「授業䛿英語で」行うと䛿どういう意味を持つ䛾か。それ䛿知識として䛾英語で䛿なく、経験として䛾英語を生徒に獲得

させるということで、それ䛿学習者として「いつか、どこかで、誰かと」使う英語で䛿なく、表現者として「いま、ここ、わたし」䛾

英語を身につけるということである。すなわち英語教育という䛾䛿、教えるとか学ぶということでなく、英語力を鍛えるというこ

とである。 

 

現在䛾ような多文化を生きる状況下で䛿何が求められるか。これ䛿「たくましさ」と「しなやかさ」だろう1 。「たくましさ」という䛾

䛿、自分で考え、判断し、行動する力。英語教育において䛿自己表現力、自分䛾ポジションを明確に表現する力。ただ、そ䛾

場合、自分䛾常識を押しつけるだけで䛿なく、対話する力も必要。これが「しなやかさ」だと思う。そう考えれ䜀、多文化を生き

る状況䛾中で個々人が世界的な視野を持ってたくましさとしなやかさを実践できるようにすること。これが英語教育䛾目標に

なる䛾で䛿ないか。 

 

吉田 英語力という䛾䛿とてもいい言葉である。そ䛾ような力を実際䛾教室でどう育てるか。今まで䛾日本䛾英語教育䛿知識

伝達型が中心だ。そ䛾ような状況で心配している䛾䛿、日本語が英語に変わっただけで、結局䛿知識䛾伝達で終わってしま

わないかということ。や䛿り生徒自身が自分で発言をする、表現していくという力をつけさせないといけない。そ䛾ために䛿、

授業䛾中でグループ活動であるとかペアワーク、プロジェクトワークなど生徒たちがお互いに関わりを持ちながら一緒に共

通䛾ある目的に向かって言葉を使って何かをやって達成していく、そういうも䛾がなけれ䜀いけない。 

 

                                                  
1 田中茂範・アレン玉井光江・根岸雅史・吉田研作（編著） 2005. 『幼児から成人まで一貫した英語教育䛾ため䛾枠組み―ECF』 

リーベル出版. 
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� シンポジウム概要 

 

 上智大学と ARCLE（ベネッセ教育研究開発センターが運営する英語教育研究会）䛿、さる2012 年 12 月 2 日（日）

上智大学にて、「上智大学・ベネッセ応用言語学シンポジウム 2012」を開催しました。㻢 ᅇ目となる今ᅇ䛿、「授業

䛿英語で行うことをᇶ本とする」とㅻわれた高➼学校新学習指導要㡿䛾本᱁実᪋を 㻠 䞄月ᚋに᥍え、テーマを

「新課程直前・高校英語『授業䛿英語で』を考える－何䛾ために、ど䛾ように行う䛾か－」とタᐃし、高校教ဨを

䛿䛨めとして、ᑠ中学校教ဨ、大学教ဨ、教育行政関係者など英語教育に関わる様々な立場䛾ཧຍ者が一ᇽに

会して、そ䛾≺いや課㢟䛾ゎỴ䛾方向性について考えました。 

 

 プログラム１で䛿、上智大学教授・吉田研作と慶應義塾大学教授・田中茂範先生による対談を行いました。グロ

ー䝞ル化が㐍䜐これから䛾日本䛾英語教育で䛿、英語䛾知識を伝達することを中心にする䛾で䛿なく、生徒が

自分で考え判断して表現し、対話することができる「英語力」をఙ䜀すことが㔜要であるということを議論しまし

た。 

  

プログラム䠎で䛿、文部⛉学┬教⛉ㄪᰝᐁ・向ᚋ⚽明先生䛾ㅮ₇が行われ、英語による授業䛾本᮶䛾≺いをㄝ

明されました。それ䛿現在䛾授業を英語に⨨き᥮えて教ᖌ中心に授業を㐍めるということで䛿なく、英語による

言語活動を඘実させ、生徒が英語にゐれたり、使ったりすること䛾ᶵ会をቑやすことであるとッえられました。 

 

 プログラム䠏で䛿、⩌㤿┴教育ጤဨ会指導୺஦・ὠஂ井㈗அ先生が、自身䛾⩌㤿┴䛾中➼教育学校で䛾指導

実践を⤂௓し、生徒にとって「本ᙜ䛾຾㈇䛾時」䛿いつかを考え、「何を、いつ、どこまで」身につけてもらいたい

かという目標を持って、授業や༢ඖ作りをすること䛾㔜要性を伝えられました。 

 

 プログラム䠐で䛿、プログラム䠏䛾ὠஂ井先生䛾指導実践䛾ෆᐜを䜅まえつつ、「文ἲ䛿日本語でゎㄝしないと

生徒が⌮ゎできたか୙Ᏻになる」「ⱞᡭな生徒䛿英語だけで⌮ゎできるか」「（大学）ධヨに対応できる学力をつ

けられるか」䛾英語教ᖌ 50 人に対するアン䜿ートからぢえてきた䠏つ䛾課㢟について᳨ウしました。 

 

 

 ௨上、「授業䛿英語で行うことをᇶ本とする」とㅻわれた高➼学校新学習指導要㡿䛾本᱁実᪋に向け、高校教

ဨを始めとする英語教育に関わる様々な立場䛾皆様䛾ために、本シンポジウム䛾ෆᐜがᑡしでもおᙺに立つこ

とを㢪い、報告᭩をห行しました。今ᚋも ARCLE 䛿教育現場で䛾ලయ的な課㢟をぢつけ、そ䛾ゎỴ䛾ため䛾ア

クション・リ䝃ー䝏を᥎㐍し、日本䛾英語教育䛾ᨵၿ䛾ために研究を㐍めていくᡤᏑです。 

 

 

 

上智大学 言語教育研究センター㛗・教授 / ARCLE 代表 

吉田研作 
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１䠊日本䛾高校生䛾意識 

まず、㈈ᅋἲ人日本㟷ᑡ年研究ᡤが2011年2月に発表した「高校生䛾心とయ䛾೺ᗣに関するㄪᰝ」2から、日本䛾高校生䛾意

識を考えてみたい。「⚾䛿౯್䛾ある人㛫だと思う」というၥいに対して、ア䝯リ䜹䛾高校生䛿⣙㻢 ๭が「全くそうだ」とᅇ⟅した

一方で、日本䛾高校生䛿 1 ๭に‶たなかった。また、「自分に‶㊊している」かどうか⪺いたところ、ア䝯リ䜹䛾高校生䛿 㻠 ๭

௨上が「全くそうだ」と⟅えたが、日本で䛿「あまりそうで䛿ない」と「全↛そうで䛿ない」䛾合ィが 㻤 ๭を超えた。学校で䛾状況

についても、「学校において自分を⌮ゎしてㄆめてくれる先生がいる」かどうかというၥいに䛿、「全くそうだ」とᅇ⟅した高校

生䛿ア䝯リ䜹で 5 ๭を超える一方、日本で䛿１๭に‶たない。また「⚾䛿先生にඃ⚽だとㄆめられている」というၥいに対して

も、「全くそうだ」と⟅えた高校生䛿、ア䝯リ䜹で㻠๭を超える一方、日本で䛿わずか2㻑という結ᯝだった。こ䛾ように、日本䛾高

校生䛿自分自身䜈䛾ホ౯や‶㊊ឤ、そして学校生活に対する඘実ឤもపく、ᝎみが深い様子がうかがえる。先生方に䛿、

個々䛾生徒䛾様子をよくぢて、ᝎみをᢪえているかもしれないことを⌮ゎしていただき、᫝㠀、こ䛾ような子どもたちをᩆって

䜋しいとᙉく思っている。 

 

䠎䠊「生ᾭ学習」䛾視点－学校䛿生ᾭにわたって学䜃⥆けるᇶ┙をつくるところ 

始めに、教育を生ᾭ学習と学力という視点からお話しし、そこから学習指導要㡿䛾ᨵゞがど䛾ように行われ、新学習指導要

㡿እ国語䛾「第䠏Ḱ䛾䠐」で䛾「授業䛿英語で行うことをᇶ本とする」ことがどういう意味を持つ䛾かをお話ししたい。 

 

「生ᾭ学習」について、先生方䛿実ឤとして考えるᶵ会䛿多く䛿ないかもしれない䛾で、ある実業高校で䛾஦౛を䛤⤂௓した

い。そ䛾学校䛾生徒䛾中に、人と䝁䝭䝳䝙䜿ーションをとる䛾が㠀常にⱞᡭな生徒がいたが、英語䛾授業で䛿ペア・ワークや

グループ・ワークが多いために、教ᖌも㠀常にẼを㐵った。しかし、࿘ᅖ䛾生徒がそ䛾生徒䛾ことをとてもよく⌮ゎし、 かく

䝃ポートをしてくれ、そ䛾生徒も࿘り䛾生徒もお互いに成㛗できたと䛾こと。ᙜヱ生徒が༞業するにあたって、ḟ䛾ような䝯ッ

セージを英語をᢸᙜした教ᖌに㉗ってくれた。 

「⚾䛿人と話す䛾がⱞᡭで、英語もⱞᡭだったけど、先生䛿授業䛾中でどうしても人と話さないといけない状況を

作ってくれたから、ఇみ時㛫で䛿話さない人ともいっ䜁い話せて、自分䛾こともいっ䜁い話せて、クラ䝇䛾௰㛫䛾

こともいっ䜁い知ることができて、本ᙜにᴦしかったです。 

 ⚾䛿、英語䛾授業䛾時だけ、ู人になれたようなẼがします。බ開授業䛾時も、⥭ᙇしたけど、いつも通りみ䜣

なでᴦしくできて、とってもいい思い出です。先生、本ᙜに、本ᙜにありがとう。これからも、英語ຮᙉする䛽。」  

 

人と話す䛾䛿ⱞᡭな生徒だったが、こ䛾教ᖌ䛿生徒を英語᎘いにさせず、これからも英語をຮᙉするという意ḧを持たせて

༞業させることができた。こういうことが「生ᾭ学習」䛾考えだ。で䛿実際に、今⤂௓した生徒がᡤᒓしているクラ䝇䛾授業䛾

一部を䛤ぴいただきたい。 

 䈜生徒がᡤᒓしていたクラ䝇䛾授業㻰㼂㻰 を視⫈： 

文部⛉学┬「高➼学校版 新学習指導要㡿に対応したእ国語活動ཬ䜃እ国語⛉䛾授業実践ᫎീ㈨ᩱ䠏」（授業実践㻰㼂㻰） 

ᒱ㜧┴立ᮾ⃰実業高➼学校 生活文化⛉ 第3 学年「英語䊡」授業者：ட㇂み䜖き教ㅍ 

 

「生ᾭ学習」に関するつᐃ䛿、教育ᇶ本ἲに下グ䛾ように新タされた。 

䕿 教育ᇶ本ἲ（ᖹ成１䠔年１䠎月䠎䠎日ἲᚊ第120 ）ྕ 

第䠏᮲  

国Ẹ一人一人が䠈自己䛾人᱁を☻き䠈㇏かな人生を㏦ることができるよう䠈そ䛾生ᾭにわたって䠈あら䜖るᶵ会に䠈

あら䜖る場ᡤにおいて学習することができ䠈そ䛾成ᯝを㐺ษに生かすこと䛾できる♫会䛾実現がᅗられなけれ䜀

ならない。 

 

                                                  
� ㈈ᅋἲ人日本㟷ᑡ年研究ᡤ（2011）「高校生䛾心とయ䛾೺ᗣに関するㄪᰝ－日本・ア䝯リ䜹・中国・㡑国䛾ẚ㍑－」ㄪᰝ概要

KWWS���ZZZ1�RGQ�QH�MS�\RXWK�VWXG\�UHVHUFK���11�JDL\R�SGI 
㻠 

ARCLE/アークル䛿ベネッセ教育研究開発センターが運営する英語教育研究会です http://www.arcle.jp/ 

© Benesse Corporation 2013. All Rights Reserved. 

2.「授業䛿英語で」行う目的䛿、英語学習を活性化すること 

田中 多く䛾中高生にとって英語䛿教⛉᭩䛾中にだけある。また䛿日本語と英語と䛾⨨᥮䛾中にある。しかし、教⛉᭩という

䛾䛿英語䛾世界䛾ᡬであるというㄆ識が大஦で、そこから⯆味を深めたりしながら、生徒が英語䛾世界（English world）にධっ

てそこを᥈⣴㻔e㼤plore㻕するという䝇タン䝇を持て䜀、とても e㼤citing な授業が考えられる䛾で䛿ないか。ྠ時に、本᮶英語䛿

人々䛾生活䛾中、日常䛾中にあるも䛾だが、そういうリアリテ䜱䛾ある英語というとらえ方がṧᛕながらできていない。こ䛾よ

うな中で、英語で授業をすることにᙉไ力を持つということ䛿大きな意味があり、ᑡなくとも࿴文英ヂをᑒ䛨㎸めることができ

る。しかしながら、英語で授業をすることを目的化して䛿いけない。目的䛿、英語教育、英語学習そ䛾も䛾を活性化するため

であり、そ䛾ために䛿、教ᮦも活動も a㼡thentic で、㼙eaning㼒㼡l で、personal なも䛾でなけれ䜀ならない。 

 

吉田 教ᖌ䛾立場というよりも学習者、生徒がどれだけ学ぶかという生徒䛾立場から考える。生徒が自分で考え、自分で英語

を使って、自ら䛾表現をしていくために䛿どういう授業が必要な䛾か、そこを考えれ䜀自ずとど䜣な授業をすれ䜀よいかぢえ

てくる䛾で䛿ないか。 

 

第䠎部 ㅮ₇  

 

「授業䛿英語で」な䛬行う䛾か―生徒・教ᖌ䛿教室でど䛾ように変わる䛾か 

 向ᚋ ⚽明（文部⛉学┬） 

新学習指導要㡿「እ国語」䛾本᮶的な䛽らいについて、ᨵめて⌮ゎを深めるために、そ䛾䛽らいや␃意す䜉き点をලయ的な

஦౛なども஺えてゎㄝいただき、䛽らいにἢった指導をᒎ開していくためにẼをつける点をお話しいただきました。 

発表䛾概要 

１䠊日本䛾高校生䛾意識 

ㄪᰝ結ᯝから、日本䛾高校生䛿自己⫯ᐃឤや‶㊊ឤ、そして学校生活に対する඘実ឤもపく、ᝎみが深い様子がうかがえる。

先生方に䛿、᫝㠀、こ䛾ような子どもたちをᩆって䜋しい。 

䠎䠊「生ᾭ学習」䛾視点－学校䛿生ᾭにわたって学䜃⥆けるᇶ┙をつくるところ 

学校䛿教育を᏶結する場で䛿なく、生ᾭにわたって学習するため䛾ᇶ┙をつくるところである。学習者䛾ഃからすれ䜀、自ᚊ

して学習していくことができるように、そ䛾ᇶ┙をつくる場である。 

䠏䠊学習指導要㡿ᨵゞ䛾経⦋とポイント 

現行䛾学習指導要㡿と変わらず、「生きる力」䛾⌮ᛕを⥅ᢎ。こ䛾「生きる力」をもとにした、እ国語教育䛾ᨵၿに向けて䛾ᇶ

本方㔪䛾ポイント䛿、「䠐ᢏ⬟を⥲合的に育成する指導を඘実するようᨵၿをᅗる」こと、「䠐ᢏ⬟を⤫合的に活用できる䝁䝭䝳

䝙䜿ーション⬟力を育成する」ことなど。 

䠐䠊「授業䛿英語で行うことをᇶ本とする」－新学習指導要㡿እ国語⛉「第䠏Ḱ䛾䠐」 

「授業䛿英語で行うことをᇶ本とする」こと䛿、それ自యが目的で䛿なく、目的を達成するため䛾ᡭẁである。こ䛾䛽らい䛿、

英語による言語活動を授業䛾中心にするということであって、生徒が授業で英語を使って言語活動をしていることが㔜要。 

䠑䠊新しい⛉目䛾ポイント 

新学習指導要㡿እ国語⛉䛾目標䛿「䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力を㣴う」ことだけであり、高校䛾እ国語⛉䛾⛉目䛿一新される。 

䠒䠊新しい⛉目を上ᡭくᒎ開していくために必要なこと 

㻔1㻕校ෆ研ಟ 

㻔2㻕学習฿達目標䛾タᐃと学習指導ィ⏬䛾作成 

㻔3㻕教⛉᭩など䛾教ᮦ䛾㑅䜃方 

㻔㻠㻕授業ᒎ開 

㻔5㻕ほ点ู学習状況䛾ホ౯ 

㻔㻢㻕学校全యで䛾ྲྀり組み 
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１䠊日本䛾高校生䛾意識 

まず、㈈ᅋἲ人日本㟷ᑡ年研究ᡤが2011年2月に発表した「高校生䛾心とయ䛾೺ᗣに関するㄪᰝ」2から、日本䛾高校生䛾意

識を考えてみたい。「⚾䛿౯್䛾ある人㛫だと思う」というၥいに対して、ア䝯リ䜹䛾高校生䛿⣙㻢 ๭が「全くそうだ」とᅇ⟅した

一方で、日本䛾高校生䛿 1 ๭に‶たなかった。また、「自分に‶㊊している」かどうか⪺いたところ、ア䝯リ䜹䛾高校生䛿 㻠 ๭

௨上が「全くそうだ」と⟅えたが、日本で䛿「あまりそうで䛿ない」と「全↛そうで䛿ない」䛾合ィが 㻤 ๭を超えた。学校で䛾状況

についても、「学校において自分を⌮ゎしてㄆめてくれる先生がいる」かどうかというၥいに䛿、「全くそうだ」とᅇ⟅した高校

生䛿ア䝯リ䜹で 5 ๭を超える一方、日本で䛿１๭に‶たない。また「⚾䛿先生にඃ⚽だとㄆめられている」というၥいに対して

も、「全くそうだ」と⟅えた高校生䛿、ア䝯リ䜹で㻠๭を超える一方、日本で䛿わずか2㻑という結ᯝだった。こ䛾ように、日本䛾高

校生䛿自分自身䜈䛾ホ౯や‶㊊ឤ、そして学校生活に対する඘実ឤもపく、ᝎみが深い様子がうかがえる。先生方に䛿、

個々䛾生徒䛾様子をよくぢて、ᝎみをᢪえているかもしれないことを⌮ゎしていただき、᫝㠀、こ䛾ような子どもたちをᩆって

䜋しいとᙉく思っている。 

 

䠎䠊「生ᾭ学習」䛾視点－学校䛿生ᾭにわたって学䜃⥆けるᇶ┙をつくるところ 

始めに、教育を生ᾭ学習と学力という視点からお話しし、そこから学習指導要㡿䛾ᨵゞがど䛾ように行われ、新学習指導要

㡿እ国語䛾「第䠏Ḱ䛾䠐」で䛾「授業䛿英語で行うことをᇶ本とする」ことがどういう意味を持つ䛾かをお話ししたい。 

 

「生ᾭ学習」について、先生方䛿実ឤとして考えるᶵ会䛿多く䛿ないかもしれない䛾で、ある実業高校で䛾஦౛を䛤⤂௓した

い。そ䛾学校䛾生徒䛾中に、人と䝁䝭䝳䝙䜿ーションをとる䛾が㠀常にⱞᡭな生徒がいたが、英語䛾授業で䛿ペア・ワークや

グループ・ワークが多いために、教ᖌも㠀常にẼを㐵った。しかし、࿘ᅖ䛾生徒がそ䛾生徒䛾ことをとてもよく⌮ゎし、 かく

䝃ポートをしてくれ、そ䛾生徒も࿘り䛾生徒もお互いに成㛗できたと䛾こと。ᙜヱ生徒が༞業するにあたって、ḟ䛾ような䝯ッ

セージを英語をᢸᙜした教ᖌに㉗ってくれた。 

「⚾䛿人と話す䛾がⱞᡭで、英語もⱞᡭだったけど、先生䛿授業䛾中でどうしても人と話さないといけない状況を

作ってくれたから、ఇみ時㛫で䛿話さない人ともいっ䜁い話せて、自分䛾こともいっ䜁い話せて、クラ䝇䛾௰㛫䛾

こともいっ䜁い知ることができて、本ᙜにᴦしかったです。 

 ⚾䛿、英語䛾授業䛾時だけ、ู人になれたようなẼがします。බ開授業䛾時も、⥭ᙇしたけど、いつも通りみ䜣

なでᴦしくできて、とってもいい思い出です。先生、本ᙜに、本ᙜにありがとう。これからも、英語ຮᙉする䛽。」  

 

人と話す䛾䛿ⱞᡭな生徒だったが、こ䛾教ᖌ䛿生徒を英語᎘いにさせず、これからも英語をຮᙉするという意ḧを持たせて

༞業させることができた。こういうことが「生ᾭ学習」䛾考えだ。で䛿実際に、今⤂௓した生徒がᡤᒓしているクラ䝇䛾授業䛾

一部を䛤ぴいただきたい。 

 䈜生徒がᡤᒓしていたクラ䝇䛾授業㻰㼂㻰 を視⫈： 

文部⛉学┬「高➼学校版 新学習指導要㡿に対応したእ国語活動ཬ䜃እ国語⛉䛾授業実践ᫎീ㈨ᩱ䠏」（授業実践㻰㼂㻰） 

ᒱ㜧┴立ᮾ⃰実業高➼学校 生活文化⛉ 第3 学年「英語䊡」授業者：ட㇂み䜖き教ㅍ 

 

「生ᾭ学習」に関するつᐃ䛿、教育ᇶ本ἲに下グ䛾ように新タされた。 

䕿 教育ᇶ本ἲ（ᖹ成１䠔年１䠎月䠎䠎日ἲᚊ第120 ）ྕ 

第䠏᮲  

国Ẹ一人一人が䠈自己䛾人᱁を☻き䠈㇏かな人生を㏦ることができるよう䠈そ䛾生ᾭにわたって䠈あら䜖るᶵ会に䠈

あら䜖る場ᡤにおいて学習することができ䠈そ䛾成ᯝを㐺ษに生かすこと䛾できる♫会䛾実現がᅗられなけれ䜀

ならない。 

 

                                                  
� ㈈ᅋἲ人日本㟷ᑡ年研究ᡤ（2011）「高校生䛾心とయ䛾೺ᗣに関するㄪᰝ－日本・ア䝯リ䜹・中国・㡑国䛾ẚ㍑－」ㄪᰝ概要
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2.「授業䛿英語で」行う目的䛿、英語学習を活性化すること 

田中 多く䛾中高生にとって英語䛿教⛉᭩䛾中にだけある。また䛿日本語と英語と䛾⨨᥮䛾中にある。しかし、教⛉᭩という

䛾䛿英語䛾世界䛾ᡬであるというㄆ識が大஦で、そこから⯆味を深めたりしながら、生徒が英語䛾世界（English world）にධっ

てそこを᥈⣴㻔e㼤plore㻕するという䝇タン䝇を持て䜀、とても e㼤citing な授業が考えられる䛾で䛿ないか。ྠ時に、本᮶英語䛿

人々䛾生活䛾中、日常䛾中にあるも䛾だが、そういうリアリテ䜱䛾ある英語というとらえ方がṧᛕながらできていない。こ䛾よ

うな中で、英語で授業をすることにᙉไ力を持つということ䛿大きな意味があり、ᑡなくとも࿴文英ヂをᑒ䛨㎸めることができ

る。しかしながら、英語で授業をすることを目的化して䛿いけない。目的䛿、英語教育、英語学習そ䛾も䛾を活性化するため

であり、そ䛾ために䛿、教ᮦも活動も a㼡thentic で、㼙eaning㼒㼡l で、personal なも䛾でなけれ䜀ならない。 

 

吉田 教ᖌ䛾立場というよりも学習者、生徒がどれだけ学ぶかという生徒䛾立場から考える。生徒が自分で考え、自分で英語

を使って、自ら䛾表現をしていくために䛿どういう授業が必要な䛾か、そこを考えれ䜀自ずとど䜣な授業をすれ䜀よいかぢえ

てくる䛾で䛿ないか。 

 

第䠎部 ㅮ₇  

 

「授業䛿英語で」な䛬行う䛾か―生徒・教ᖌ䛿教室でど䛾ように変わる䛾か 

 向ᚋ ⚽明（文部⛉学┬） 

新学習指導要㡿「እ国語」䛾本᮶的な䛽らいについて、ᨵめて⌮ゎを深めるために、そ䛾䛽らいや␃意す䜉き点をලయ的な

஦౛なども஺えてゎㄝいただき、䛽らいにἢった指導をᒎ開していくためにẼをつける点をお話しいただきました。 

発表䛾概要 

１䠊日本䛾高校生䛾意識 

ㄪᰝ結ᯝから、日本䛾高校生䛿自己⫯ᐃឤや‶㊊ឤ、そして学校生活に対する඘実ឤもపく、ᝎみが深い様子がうかがえる。

先生方に䛿、᫝㠀、こ䛾ような子どもたちをᩆって䜋しい。 

䠎䠊「生ᾭ学習」䛾視点－学校䛿生ᾭにわたって学䜃⥆けるᇶ┙をつくるところ 

学校䛿教育を᏶結する場で䛿なく、生ᾭにわたって学習するため䛾ᇶ┙をつくるところである。学習者䛾ഃからすれ䜀、自ᚊ

して学習していくことができるように、そ䛾ᇶ┙をつくる場である。 

䠏䠊学習指導要㡿ᨵゞ䛾経⦋とポイント 

現行䛾学習指導要㡿と変わらず、「生きる力」䛾⌮ᛕを⥅ᢎ。こ䛾「生きる力」をもとにした、እ国語教育䛾ᨵၿに向けて䛾ᇶ

本方㔪䛾ポイント䛿、「䠐ᢏ⬟を⥲合的に育成する指導を඘実するようᨵၿをᅗる」こと、「䠐ᢏ⬟を⤫合的に活用できる䝁䝭䝳

䝙䜿ーション⬟力を育成する」ことなど。 

䠐䠊「授業䛿英語で行うことをᇶ本とする」－新学習指導要㡿እ国語⛉「第䠏Ḱ䛾䠐」 

「授業䛿英語で行うことをᇶ本とする」こと䛿、それ自యが目的で䛿なく、目的を達成するため䛾ᡭẁである。こ䛾䛽らい䛿、

英語による言語活動を授業䛾中心にするということであって、生徒が授業で英語を使って言語活動をしていることが㔜要。 

䠑䠊新しい⛉目䛾ポイント 

新学習指導要㡿እ国語⛉䛾目標䛿「䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力を㣴う」ことだけであり、高校䛾እ国語⛉䛾⛉目䛿一新される。 

䠒䠊新しい⛉目を上ᡭくᒎ開していくために必要なこと 

㻔1㻕校ෆ研ಟ 

㻔2㻕学習฿達目標䛾タᐃと学習指導ィ⏬䛾作成 

㻔3㻕教⛉᭩など䛾教ᮦ䛾㑅䜃方 

㻔㻠㻕授業ᒎ開 

㻔5㻕ほ点ู学習状況䛾ホ౯ 

㻔㻢㻕学校全యで䛾ྲྀり組み 
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に育成する指導を඘実するようᨵၿをᅗる」ことと、「䠐ᢏ⬟を⤫合的に活用できる䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力を育成する」という点

である。「⥲合的」と䛿、「⪺く」「話す」「ㄞ䜐」「᭩く」䛾䠐つ䛾ᢏ⬟す䜉てという意味である。また、「⤫合的」という䛾䛿、これら

䛾䠐ᢏ⬟䛾うち䠎つ௨上䛾ᢏ⬟を⤡めるという意味で、౛え䜀、⪺いたりㄞ䜣だりしたことにᇶ䛵いて自分䛾意ぢや考えなど

を伝え合うといった活動が考えられる。また、ḟ䛾ポイントとして䛿、ෆᐜ的にまとまり䛾ある発ಙをできるように目指すこと

である。これ䛿、いわ䜖る䇾英会話䇿を教えてくださいということで䛿ない。先に㏙䜉たように、䠐ᢏ⬟を⤫合した言語活動が必

要であるということだ。᭱ᚋ䛾ポイント䛿、今ᅇ䛾ᨵゞ䛾１つ䛾≉ᚩでもあるが、እ国語だけでなく、す䜉て䛾教⛉において、

中学校ẁ㝵で䛾学習஦㡯䛾ᐃ╔をお㢪いしている点である。中学校ẁ㝵で䛾学習䛾ᐃ╔が୙༑分である場合に䛿、これら

䛾学習஦㡯䛾ᐃ╔をᅗった上で、高➼学校䛾学習に෇⁥に⛣行させてもらいたい。こ䛾こと䛿、እ国語⛉において、「䝁䝭䝳

䝙䜿ーション英語ᇶ♏」を๰タするもとになった考えである。 

 

䠐䠊「授業䛿英語で行うことをᇶ本とする」－新学習指導要㡿እ国語⛉「第䠏Ḱ䛾䠐」 

新学習指導要㡿を告♧した際、እ国語⛉で≉にὀ目された䛾䛿「第䠏Ḱ䛾䠐」である。 

英語に関するྛ⛉目について䛿、そ䛾≉㉁にか䜣がみ、生徒が英語にゐれるᶵ会を඘実するとともに、授業を実際

䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾場㠃とするため、授業䛿英語で行うことをᇶ本とする。そ䛾際、生徒䛾⌮ゎ䛾程度に応䛨た英

語を用いるよう༑分配៖するも䛾とする。 

本つᐃ䛾「授業䛿英語で行うことをᇶ本とする」という部分が≉にクロー䝈アップされたが、大ษな䛾䛿、これ自య䛿目的で

䛿なく、生徒䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力を㣴うという目的を達成するため䛾ᡭẁだということである。こ䛾䛽らい䛿、英語による

言語活動を授業䛾中心にするということで、生徒が英語にゐれるᶵ会や実際に䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾場㠃で英語を使うᶵ会を

඘実する、ということである。つまり、授業で䛿、生徒が英語を使って言語活動をしていることが㔜要で、教ᖌが一方的に英語

をし䜓䜉っていて生徒䛿それを⪺いているだけという状ែで䛿、第䠏Ḱ䛾䠐䛾目的を達成できていないことになる。また、新

学習指導要㡿እ国語⛉䛾ゎㄝで䛿、英語に関するྛ⛉目を指導するにあたって、文ἲについてㄝ明することに೫っていた場

合䛿、そ䛾在り方をᨵめる必要がある、と㋃み㎸䜣だグ㍕になっている㻠。 

 

日本語䛾使用について䛿必ず議論になるが、確かに日本語を 100䠂⚗Ṇしているわけで䛿ない。しかしながら、日本語を使

用する場合でも、「英語による言語活動を行うことが授業䛾中心となっていれ䜀」ということが大前ᥦである。また、「必要に応

䛨て」であり、必要がなけれ䜀使わないということである。ᙜ↛䛾ことながら、日本語だけ䛾授業という䛾䛿あり得ない。また、

新学習指導要㡿እ国語⛉䛾ゎㄝで䛿、日本語使用䛾஦౛として「文ἲ䛾ㄝ明」をあ䛢ているが、これ䛿文ἲ䛾ㄝ明䛿日本語

で行った䜋うがよいという意味で䛿ない。また、文ἲを䇾ㄝ明する䇿という概ᛕにとらわれす䛞ていると、ཧ考᭩やၥ㢟㞟䛾よ

うなも䛾に᭩かれていることを教ᖌが英語でㄝ明するといったことになってしまいがちである。しかし、文ἲ䛿あくまでも䝁䝭

䝳䝙䜿ーションをᨭえるも䛾として఩⨨௜け、䠐ᢏ⬟を⤫合した活動と結䜃つけて使えるように指導をして䜋しい。౛え䜀、ᙜ

ヱ文ἲ஦㡯を多様な文䛾中で⪺いたりㄞ䜣だり、たくさ䜣話したり᭩いたりする中で実際に使えるようにして䜋しい。 

 

そして、こ䛾新学習指導要㡿「第䠏Ḱ䛾䠐」䛿、እ国語⛉、英語⛉䛾す䜉て䛾⛉目に㐺応されることにも␃意していただきた

い。 

 

䠑䠊新しい⛉目䛾ポイント 

新学習指導要㡿እ国語⛉䛾目標䛿「䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力を㣴う」、これだけである。生徒䛾ྍ⬟性を教ᖌ䛾ഃからไ㝈して

「こ䜣な活動䛿↓⌮だろう」などと思わず、どうやったらできるかを考えていただきたい。これまで䛾指導方㔪を 1㻤0 度変えて

授業を行った先生方から、「生徒䛿意እにできます䛽」というឤ動䛾ኌを実際に多くいただいている。ྠ時に、大学ධヨ䛾結

ᯝだけを目標とせず、5 年ᚋ、10 年ᚋといわず、20 年ᚋ䛾生徒䛾ጼ、そ䛾時にど䜣な力が必要になるかを考えながら教育に

あたっていただきたい。 

                                                  
� 高➼学校学習指導要㡿ゎㄝ እ国語編 英語編

KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�FRPSRQHQW�DBPHQX�HGXFDWLRQ�PLFURBGHWDLO�BBLFV)LOHV�DILHOGILOH���1���1����1������B��SGI 
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つまり、学校䛿教育を᏶結する場で䛿なく、生ᾭにわたって学習するᇶ┙をつくるところであることを意味している。学習者䛾

ഃからすれ䜀、在学時だけで䛿なく学校を༞業したᚋでも自ᚊして学習していくことができるように、そ䛾ᇶ┙をつくる場であ

るということである。こ䛾点を⌮ゎしていない高校で䛿、「᮶年䛾目標䛿、国බ立大学に 50 名௨上合᱁させること」という指標

をᥖ䛢てしまう。しかし、これ䛿学校䛾㒔合であって、子どもたち䛾学䜃を考えるなら䜀、「国බ立大学 50 名」にධらなかった

生徒たちにも、それ䛮れ䛾䜻䝱リアプランがあって、それ䛮れ䛾人生があることをᛀれて䛿いけない。 

 

「学力」について䛿、そ䛾㔜要な要⣲として、学校教育ἲ第30᮲䛾第䠎㡯で、䐟ᇶ♏的な知識ཬ䜃ᢏ⬟を習得させるとともに、

䐠これらを活用して課㢟をゎỴするために必要な思考力、判断力、表現力そ䛾௚䛾⬟力を䛿䛠くみ、䐡୺య的に学習にྲྀり

組䜐ែ度を㣴うこと、とつᐃしている。ᚑ᮶䛾教育で䛿䐟䛾知識・ᢏ⬟䛾習得に೫りがちだったが、これから䛿䐟と䐠䛾䝞ラ

ン䝇が大஦である。䐡䛾୺య的に学習に りྲྀ組䜐ែ度が「学力」にྵまれることもおさえておきたい。 

 

䠏䠊学習指導要㡿ᨵゞ䛾経⦋とポイント 

䛤Ꮡ䛨䛾とおり、学習指導要㡿䛾ᨵゞ䛿、中ኸ教育ᑂ議会3で䛾⟅⏦をཷけて行われているが、現行䛾学習指導要㡿と変わ

らず、今ᅇ䛾ᨵゞによる新学習指導要㡿でも「生きる力」䛾⌮ᛕを⥅ᢎしている。また今ᅇ䛾⟅⏦䛾中で≉ᚩ的な䛾䛿、こ䛾

「生きる力」䛾意味や必要性について、文部⛉学┬による㊃᪨䛾࿘知ᚭᗏが必ずしも༑分で䛿なかったことをึめてㄆめて

いる点である。 

 

で䛿「生きる力」と䛿何か。それ䛿「確かな学力」、

「㇏かな人㛫性」ཬ䜃「೺ᗣ・య力」䛾䠏つである。

「確かな学力」について䛿、先䜋ど㏙䜉た学校教

育ἲ第30᮲䛾第䠎㡯につᐃされた学力であること

にẼをつけたい。 

 

こ䛾「生きる力」をもとに、中ኸ教育ᑂ議会からእ

国語教育についてど䛾ような⟅⏦があったかとい

うと、まず䛿、䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾中で自ら䛾考

えなどを┦ᡭに伝える「発ಙ力」䛾育成がより㔜

要になっていることがᣲ䛢られている。また、中

学・高校を通䛨て、䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾中で「ᇶ本

的な語ᙡや文ᵓ㐀を活用する力が༑分に身につ

いていない」ことが指᦬されている。こ䛾点䛿ㄗゎされることが多いが、䇾語ᙡや文ᵓ㐀を活用する力が身についていない、

だから⦎習ၥ㢟をする必要がある䇿ということで䛿ない。あくまでも、「ᇶ本的な語ᙡや文ᵓ㐀」を実際䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾

場㠃で使うことができるように指導しなけれ䜀ならない。こ䛾点௨እにも、学年が㐍䜐につれて英語᎘いがቑえている点や、

「䜸ーラル・䝁䝭䝳䝙䜿ーション䊠」において「⪺くこと」や「話すこと」を中心とした指導が༑分になされていない実ែがある、と

いったことが指᦬されている。 

 

そして、こ䛾⟅⏦をཷけて♧された学習指導要㡿እ国語⛉䛾ᨵၿに向けて䛾ᇶ本方㔪䛾ポイント䛿、まず、「䠐ᢏ⬟を⥲合的

                                                  
� 中ኸ教育ᑂ議会 KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�EBPHQX�VKLQJL�FKXN\R�FKXN\R��JDL\RX��1���1�KWP 
ᑂ議会䛾୺なᡤᤸ஦  ົ  
（1） 文部⛉学大⮧䛾ㅎၥに応䛨て䠈䐟教育䛾᣺⯆ཬ䜃生ᾭ学習䛾᥎㐍を中᰾とした㇏かな人㛫性をഛえた๰㐀的な人ᮦ䛾

育成に関する㔜要஦㡯䠈䐠䝇ポー䝒䛾᣺⯆に関する㔜要஦㡯をㄪᰝᑂ議し䠈文部⛉学大⮧に意ぢを㏙䜉ること。  
（�） 文部⛉学大⮧䛾ㅎၥに応䛨て生ᾭ学習に係るᶵ会䛾ᩚഛに関する㔜要஦㡯をㄪᰝᑂ議し䠈文部⛉学大⮧ཪ䛿関係行政

ᶵ関䛾㛗に意ぢを㏙䜉ること。  
（�） ἲ௧䛾つᐃにᇶ䛵きᑂ議会䛾ᶒ㝈にᒓさせられた஦㡯をฎ⌮すること。  

䠷生きる力䠹

㇏かな人㛫性 ೺ᗣ・య力

たくましく生きるため䛾
೺ᗣやయ力

確かな学力

自らをᚊしつつ䠈

௚人とともに༠ㄪし䠈
௚人を思いやる心や
ឤ動する心など

ᇶ♏・ᇶ本を確実に身に

௜け䠈自ら課㢟をぢつけ䠈

自ら学䜃䠈自ら考え䠈୺
య的に判断し䠈行動し䠈

よりよくၥ㢟をゎỴする
㈨㉁や⬟力

そもそも「生きる力」とは
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䜋うがよいであろう。 

 

㻔㻠㻕授業ᒎ開 

先生方が新しい指導方ἲに័れるまで䛿、授業䛾ᒎ開を஦前にかなり細かくỴめておく必要があるかもしれない。全ဨ䛾先

生方がྠ䛨ように動くために䛿、始め䛿ある程度細かくỴめておき、័れてくれ䜀細かなこと䛿┬いていってよいだろう。౛

え䜀、ワークシート上に、ྛ活動䛾指♧ෆᐜ

を英語でグ㍕しておくという䛾も、᭱ึ䛿有

ຠだと思う。また、言語活動䛿、生徒が㣬き

てしまわないように1つ1つを㛗くせず、5䡚

10 分程度にする。ペアやグループで䛾活動

を中心とした授業にし、授業䛾始めからペア、

グループ活動を行うという意Ẽ㎸みが大஦

である。これ䛿、１学ᮇ䛿日本語による指導

が中心で、2 学ᮇから英語にすることが㠀常

に㞴しい䛾と一緒で、授業開始ᚋ 30 分をㅮ

義ᙧᘧで行い、そ䛾ᚋにペア・ワークやグ

ループ・ワークを行っても、生徒䛿とまどっ

てしまう。᭱ᚋに、ཧ考までに、教⛉᭩を使

った授業䛾ᒎ開౛をお♧しする。 

 

㻔5㻕ほ点ู学習状況䛾ホ౯ 

学習指導要㡿で求めていることをホ౯する際に䛿、≉に「እ国語表現䛾⬟力」と「እ国語⌮ゎ䛾⬟力」を、ィ⏬的に䝞ラン䝇よ

くホ౯する必要がある。授業䛿䠐ᢏ⬟⥲合型にしたけれども、これまでとྠ䛨方ἲでᐃᮇ考ᰝなど䛾➹グテ䝇ト䛾みによって

ホ౯をしていた䛾で䛿、指導とホ౯がかみ合わなくなる。また、生徒も授業でやっていることとホ౯されていること䛾㐪いに

Ẽ䛵き、せっかく䛾授業が◚た䜣してしまう。とりわけ、「እ国語表現䛾⬟力」䛾㐺ษなホ౯を実᪋していただきたい（౛：「話

すこと」における「እ国語表現⬟力」をぢྲྀるために䛿、インタ䝡䝳ーテ䝇トなどを行うことが考えられる。஦౛䛾詳細について

䛿、国立教育政⟇研究ᡤ䛾㈨ᩱ5ཧ↷。 

 

㻔㻢㻕学校全యで䛾ྲྀり組み 

言語活動䛿、እ国語⛉だけで䛿なく、学校全యで඘実していくことが㔜要である。౛え䜀、ᩘ学や⌮⛉䛾授業でもグループ・

ワークを行っている学校䛿、እ国語⛉で䛾言語活動がやりやすい。そして、䛤自身がᢸᙜしているクラ䝇と௚䛾クラ䝇䛾テ䝇

ト䛾点ᩘをẚ䜉るといったことをしないで、᫝㠀、先生方一人䜂とりが、䇾㻿t㼡dents in 㻹㼅 class䇿で䛿なく、䇾㻻㼁R school䇻s 

st㼡dents䇿という視点を持って、学校全యで りྲྀ組䜣でいただきたい。 

 

㉁␲応⟅ 

㉁ၥ（බ立高校教ᖌ）授業䛾中で䝕䜱䝇䜹ッションやペア・ワークなど䛾活動をすることが㔜要だということ䛿大変よくわかった

が、教⛉᭩䛾本文を、࿴ヂをせずにど䛾ように英語で指導すれ䜀よい䛾か、ලయ的に教えていただきたい。 

向ᚋ 䝂ール䛿あくまでも英語による䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力そ䛾も䛾を身につけることであって、日本語にヂす力で䛿ないと

いう点が㔜要である。日本語にヂしても英語䛾力が身につくわけで䛿ない。ある༢語がわからないために全యീが⌮ゎでき

ないという䛾であれ䜀、教ᖌが本文を言い᥮えたり、ワークシート上に䝟ラ䝣レー䝈する௙᥃けをつくって⢭ㄞさせたりする

                                                  
� 国立教育政⟇研究ᡤ ホ౯つ‽䛾作成、ホ౯方ἲ➼䛾ᕤኵᨵၿ䛾ため䛾ཧ考㈨ᩱ 
KWWS���ZZZ�QLHU�JR�MS�NDLKDWVX�VKLGRXVLU\RX�KWPO 
䠆高➼学校・እ国語 KWWS���ZZZ�QLHU�JR�MS�NDLKDWVX�K\RXND�NRX�11BNRXBJDLNRNXJR�SGI 

授業ᒎ開౛
䐟 :DUP XS：

(YHU\GD\ FRQYHUVDWLRQ
䐠 5HYLHZ：

/LVWHQLQJ "  1RWH�WDNLQJ "  2UDO VXPPDU\
䐡 :KDW 'R <RX 7KLQN"：

6SHHFK� 5ROH SOD\� 'LVFXVVLRQ
䐢 2XWOLQLQJ WKURXJK /LVWHQLQJ：

7RSLF� .H\ H[SUHVVLRQV� 7�) TXHVWLRQV
䐣 5HDGLQJ &RPSUHKHQVLRQ：

6XPPDU\ ZULWLQJ �2UDO VXPPDU\�
䐤 ([SUHVVLRQV 	 6WUXFWXUHV：

9RFDEXODU\� ,GLRPV� *UDPPDU

૙ᅹ୿Ʒ૙஬҄Ტ੉ಅƷȕǩȸȞȃȈ҄Უ
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今ᚋ䛿ྛ学校ẁ㝵において、まずᑠ学校で䛿英語やእ国語に⯆味、関心を持たせていただきたい。そして中学、高校ẁ㝵で

䛿英語を英語で学䜀せていただきたい。中学校䛾学習指導要㡿に䛿授業を英語で行うと䛿᭩かれていないが、ᑠ学校でእ

国語活動を終えて中学校にධ学してきた生徒たちを高校䜈㏦り出していく中学校でも、できるだけ授業を英語でᒎ開していけ

るように、大きく変わらなけれ䜀ならない。 

 

こ䛾ようなὶれ䛾中にあって、高校䛾እ国語⛉における⛉目䛿一新され、現行䛾⛉目䛿１つもṧらない。「䝁䝭䝳䝙䜿ーション

英語ᇶ♏」䛿、中学校における学習䛾確実なᐃ╔と、高校です䜉て䛾生徒がᒚಟすることになる「䝁䝭䝳䝙䜿ーション英語䊠」

䜈䛾෇⁥な᥋⥆が目的である。「䝁䝭䝳䝙䜿ーション英語ᇶ♏」䛿䠈新年度、かなり多く䛾学校で᥇用されるようだ。必ᒚಟ⛉

目である「䝁䝭䝳䝙䜿ーション英語䊠」䛾ポイント䛿、㻠 ᢏ⬟を⥲合的に育成するということにある。「䝁䝭䝳䝙䜿ーション英語䊡」

で䛿、᭦に、㏿ㄞ、⢭ㄞという文言が出ているが、これを日本語で䛿なく英語で行うことになる。౛え䜀、教⛉᭩中䛾英語を䝟

ラ䝣レー䝈して、本文から英語をᢤき出すだけで䛿対応できないように䝃マリー・䝏䝱ートを作ってᥦ♧する。生徒䛿そ䛾䝃

マリー・䝏䝱ートを᏶成させていく㐣程で、英語を用いながら⢭ㄞする力がၥわれる。「䝁䝭䝳䝙䜿ーション英語䊢」で䛿、大学

ධヨに合᱁するためにཷ験ၥ㢟㞟をゎく、などと䛿᭩かれておらず、⥲合的な䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力を育成する㞟大成䛾⛉

目ととらえていただきたい。高校2年生まで䛿㻠ᢏ⬟を⥲合的に指導し、ᢏ⬟を⤫合的に使う授業を行っていても、3年生にな

って「ཷ験が㏆くなった䛾で終わり」という䛾で䛿意味がない。 

 

「英語表現䊠」䛿話したり、᭩いたりする言語活動が中心であり、䝁䝭䝳䝙䜿ーションとษり㞳して文ἲをయ⣔的に指導する⛉

目だとㄗゎしないで䜋しい。あくまでも஦実や意ぢを多様なほ点から考ᐹして、論⌮䛾ᒎ開や表現䛾方ἲをᕤኵしながら伝え

る⬟力を㣴うことを䛽らいとしている。こ䛾⛉目で䛿、༶⯆で話すことができるようになることも求めている。「英語表現䊡」で

䛿、౛え䜀、୺㢟をỴめて文❶を᭩いたり、ウ論を行ったりする言語活動をᒎ開することになる。㊃᪨を༑分に⌮ゎした上で、

これら䛾⛉目をຠᯝ的に指導していただきたい。 

 

「英語会話」で䛿、ᾏእで䛾生活に必要なᇶ本的な表現を使って会話するという言語活動もྵまれている点に␃意して䜋し

い。 

 

䠒䠊新しい⛉目を上ᡭくᒎ開していくために必要なこと 

㻔1㻕校ෆ研ಟ 

まず䛿先生方が、እ国語⛉䛾目標䛿「䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力を㣴う」ことだということをよく䛤⌮ゎいただきたい。こ䛾目標を

達成するために、䠐つ䛾ᢏ⬟を⥲合的に育成することをお㢪いしている。こ䛾ような先生方に求められていることについて、

文部⛉学┬や教育ጤဨ会が୺催する研ಟなどにຍえ䡠ྛ学校䛾እ国語⛉䛾中で、学習指導要㡿に᭩かれていることや新し

い⛉目で育成する力䜈䛾⌮ゎを深めたり、指導䛾方ἲなどを᳨ウしたりする研ಟを行っていただきたい。 

 

㻔2㻕学習฿達目標䛾タᐃと学習指導ィ⏬䛾作成 

学習指導要㡿䛿方向目標であるため、それを、学校䛤とに⊂自䛾学習成ᯝ、学習฿達目標というᙧにⴠとしていく必要がある。

౛え䜀、現在、CA㻺㻙㻰㻻 リ䝇トᙧᘧによる学習฿達目標䛾タᐃについて䛾᳨ウ会を文部⛉学┬で行っているが、今ᚋ䛿、ྛ

学校において、༞業時点で䛾᭱終的な学習成ᯝや学習฿達目標から㏫⟬して、学年䛤と、⛉目䛤とに学習指導ィ⏬を作成し

ていくことになる。「㏫⟬して」というと⡆༢に⪺こえるかもしれないが、ึめて作成する場合䛿、かなり時㛫的なవ⿱を持って

おかないと㛫に合わない。誰が␗動してきても、誰が指導しても、ྠ䛨ように指導ができるようにするために、こ䛾あたり䛾‽

ഛ䛿᪩めにお㢪いしたい。 

 

㻔3㻕教⛉᭩など䛾教ᮦ䛾㑅䜃方 

教ᮦ䛾㑅䜃方も大஦である。生徒䛾視点に立ち、英語で䛾言語活動をᒎ開するために㐺した教ᮦを㑅䜣でいただきたい。౛

え䜀、生徒たち䛾英語力䛾レベルに㐺したも䛾で（英語が㞴しす䛞るも䛾で䛿なく）、ෆᐜ的におもしろいも䛾がよい。また、

本文䛾中でᥦ㉳されたၥ㢟に対して᏶全なゎỴ⟇まで出てしまっているも䛾よりも、生徒䛾考えるవᆅがṧっている教ᮦ䛾
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䜋うがよいであろう。 

 

㻔㻠㻕授業ᒎ開 

先生方が新しい指導方ἲに័れるまで䛿、授業䛾ᒎ開を஦前にかなり細かくỴめておく必要があるかもしれない。全ဨ䛾先

生方がྠ䛨ように動くために䛿、始め䛿ある程度細かくỴめておき、័れてくれ䜀細かなこと䛿┬いていってよいだろう。౛

え䜀、ワークシート上に、ྛ活動䛾指♧ෆᐜ

を英語でグ㍕しておくという䛾も、᭱ึ䛿有

ຠだと思う。また、言語活動䛿、生徒が㣬き

てしまわないように1つ1つを㛗くせず、5䡚

10 分程度にする。ペアやグループで䛾活動

を中心とした授業にし、授業䛾始めからペア、

グループ活動を行うという意Ẽ㎸みが大஦

である。これ䛿、１学ᮇ䛿日本語による指導

が中心で、2 学ᮇから英語にすることが㠀常

に㞴しい䛾と一緒で、授業開始ᚋ 30 分をㅮ

義ᙧᘧで行い、そ䛾ᚋにペア・ワークやグ

ループ・ワークを行っても、生徒䛿とまどっ

てしまう。᭱ᚋに、ཧ考までに、教⛉᭩を使

った授業䛾ᒎ開౛をお♧しする。 

 

㻔5㻕ほ点ู学習状況䛾ホ౯ 

学習指導要㡿で求めていることをホ౯する際に䛿、≉に「እ国語表現䛾⬟力」と「እ国語⌮ゎ䛾⬟力」を、ィ⏬的に䝞ラン䝇よ

くホ౯する必要がある。授業䛿䠐ᢏ⬟⥲合型にしたけれども、これまでとྠ䛨方ἲでᐃᮇ考ᰝなど䛾➹グテ䝇ト䛾みによって

ホ౯をしていた䛾で䛿、指導とホ౯がかみ合わなくなる。また、生徒も授業でやっていることとホ౯されていること䛾㐪いに

Ẽ䛵き、せっかく䛾授業が◚た䜣してしまう。とりわけ、「እ国語表現䛾⬟力」䛾㐺ษなホ౯を実᪋していただきたい（౛：「話

すこと」における「እ国語表現⬟力」をぢྲྀるために䛿、インタ䝡䝳ーテ䝇トなどを行うことが考えられる。஦౛䛾詳細について

䛿、国立教育政⟇研究ᡤ䛾㈨ᩱ5ཧ↷。 

 

㻔㻢㻕学校全యで䛾ྲྀり組み 

言語活動䛿、እ国語⛉だけで䛿なく、学校全యで඘実していくことが㔜要である。౛え䜀、ᩘ学や⌮⛉䛾授業でもグループ・

ワークを行っている学校䛿、እ国語⛉で䛾言語活動がやりやすい。そして、䛤自身がᢸᙜしているクラ䝇と௚䛾クラ䝇䛾テ䝇

ト䛾点ᩘをẚ䜉るといったことをしないで、᫝㠀、先生方一人䜂とりが、䇾㻿t㼡dents in 㻹㼅 class䇿で䛿なく、䇾㻻㼁R school䇻s 

st㼡dents䇿という視点を持って、学校全యで りྲྀ組䜣でいただきたい。 

 

㉁␲応⟅ 

㉁ၥ（බ立高校教ᖌ）授業䛾中で䝕䜱䝇䜹ッションやペア・ワークなど䛾活動をすることが㔜要だということ䛿大変よくわかった

が、教⛉᭩䛾本文を、࿴ヂをせずにど䛾ように英語で指導すれ䜀よい䛾か、ලయ的に教えていただきたい。 

向ᚋ 䝂ール䛿あくまでも英語による䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力そ䛾も䛾を身につけることであって、日本語にヂす力で䛿ないと

いう点が㔜要である。日本語にヂしても英語䛾力が身につくわけで䛿ない。ある༢語がわからないために全యീが⌮ゎでき

ないという䛾であれ䜀、教ᖌが本文を言い᥮えたり、ワークシート上に䝟ラ䝣レー䝈する௙᥃けをつくって⢭ㄞさせたりする

                                                  
� 国立教育政⟇研究ᡤ ホ౯つ‽䛾作成、ホ౯方ἲ➼䛾ᕤኵᨵၿ䛾ため䛾ཧ考㈨ᩱ 
KWWS���ZZZ�QLHU�JR�MS�NDLKDWVX�VKLGRXVLU\RX�KWPO 
䠆高➼学校・እ国語 KWWS���ZZZ�QLHU�JR�MS�NDLKDWVX�K\RXND�NRX�11BNRXBJDLNRNXJR�SGI 

授業ᒎ開౛
䐟 :DUP XS：

(YHU\GD\ FRQYHUVDWLRQ
䐠 5HYLHZ：

/LVWHQLQJ "  1RWH�WDNLQJ "  2UDO VXPPDU\
䐡 :KDW 'R <RX 7KLQN"：

6SHHFK� 5ROH SOD\� 'LVFXVVLRQ
䐢 2XWOLQLQJ WKURXJK /LVWHQLQJ：

7RSLF� .H\ H[SUHVVLRQV� 7�) TXHVWLRQV
䐣 5HDGLQJ &RPSUHKHQVLRQ：

6XPPDU\ ZULWLQJ �2UDO VXPPDU\�
䐤 ([SUHVVLRQV 	 6WUXFWXUHV：

9RFDEXODU\� ,GLRPV� *UDPPDU

૙ᅹ୿Ʒ૙஬҄Ტ੉ಅƷȕǩȸȞȃȈ҄Უ
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今ᚋ䛿ྛ学校ẁ㝵において、まずᑠ学校で䛿英語やእ国語に⯆味、関心を持たせていただきたい。そして中学、高校ẁ㝵で

䛿英語を英語で学䜀せていただきたい。中学校䛾学習指導要㡿に䛿授業を英語で行うと䛿᭩かれていないが、ᑠ学校でእ

国語活動を終えて中学校にධ学してきた生徒たちを高校䜈㏦り出していく中学校でも、できるだけ授業を英語でᒎ開していけ

るように、大きく変わらなけれ䜀ならない。 

 

こ䛾ようなὶれ䛾中にあって、高校䛾እ国語⛉における⛉目䛿一新され、現行䛾⛉目䛿１つもṧらない。「䝁䝭䝳䝙䜿ーション

英語ᇶ♏」䛿、中学校における学習䛾確実なᐃ╔と、高校です䜉て䛾生徒がᒚಟすることになる「䝁䝭䝳䝙䜿ーション英語䊠」

䜈䛾෇⁥な᥋⥆が目的である。「䝁䝭䝳䝙䜿ーション英語ᇶ♏」䛿䠈新年度、かなり多く䛾学校で᥇用されるようだ。必ᒚಟ⛉

目である「䝁䝭䝳䝙䜿ーション英語䊠」䛾ポイント䛿、㻠 ᢏ⬟を⥲合的に育成するということにある。「䝁䝭䝳䝙䜿ーション英語䊡」

で䛿、᭦に、㏿ㄞ、⢭ㄞという文言が出ているが、これを日本語で䛿なく英語で行うことになる。౛え䜀、教⛉᭩中䛾英語を䝟

ラ䝣レー䝈して、本文から英語をᢤき出すだけで䛿対応できないように䝃マリー・䝏䝱ートを作ってᥦ♧する。生徒䛿そ䛾䝃

マリー・䝏䝱ートを᏶成させていく㐣程で、英語を用いながら⢭ㄞする力がၥわれる。「䝁䝭䝳䝙䜿ーション英語䊢」で䛿、大学

ධヨに合᱁するためにཷ験ၥ㢟㞟をゎく、などと䛿᭩かれておらず、⥲合的な䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力を育成する㞟大成䛾⛉

目ととらえていただきたい。高校2年生まで䛿㻠ᢏ⬟を⥲合的に指導し、ᢏ⬟を⤫合的に使う授業を行っていても、3年生にな

って「ཷ験が㏆くなった䛾で終わり」という䛾で䛿意味がない。 

 

「英語表現䊠」䛿話したり、᭩いたりする言語活動が中心であり、䝁䝭䝳䝙䜿ーションとษり㞳して文ἲをయ⣔的に指導する⛉

目だとㄗゎしないで䜋しい。あくまでも஦実や意ぢを多様なほ点から考ᐹして、論⌮䛾ᒎ開や表現䛾方ἲをᕤኵしながら伝え

る⬟力を㣴うことを䛽らいとしている。こ䛾⛉目で䛿、༶⯆で話すことができるようになることも求めている。「英語表現䊡」で

䛿、౛え䜀、୺㢟をỴめて文❶を᭩いたり、ウ論を行ったりする言語活動をᒎ開することになる。㊃᪨を༑分に⌮ゎした上で、

これら䛾⛉目をຠᯝ的に指導していただきたい。 

 

「英語会話」で䛿、ᾏእで䛾生活に必要なᇶ本的な表現を使って会話するという言語活動もྵまれている点に␃意して䜋し

い。 

 

䠒䠊新しい⛉目を上ᡭくᒎ開していくために必要なこと 

㻔1㻕校ෆ研ಟ 

まず䛿先生方が、እ国語⛉䛾目標䛿「䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力を㣴う」ことだということをよく䛤⌮ゎいただきたい。こ䛾目標を

達成するために、䠐つ䛾ᢏ⬟を⥲合的に育成することをお㢪いしている。こ䛾ような先生方に求められていることについて、

文部⛉学┬や教育ጤဨ会が୺催する研ಟなどにຍえ䡠ྛ学校䛾እ国語⛉䛾中で、学習指導要㡿に᭩かれていることや新し

い⛉目で育成する力䜈䛾⌮ゎを深めたり、指導䛾方ἲなどを᳨ウしたりする研ಟを行っていただきたい。 

 

㻔2㻕学習฿達目標䛾タᐃと学習指導ィ⏬䛾作成 

学習指導要㡿䛿方向目標であるため、それを、学校䛤とに⊂自䛾学習成ᯝ、学習฿達目標というᙧにⴠとしていく必要がある。

౛え䜀、現在、CA㻺㻙㻰㻻 リ䝇トᙧᘧによる学習฿達目標䛾タᐃについて䛾᳨ウ会を文部⛉学┬で行っているが、今ᚋ䛿、ྛ

学校において、༞業時点で䛾᭱終的な学習成ᯝや学習฿達目標から㏫⟬して、学年䛤と、⛉目䛤とに学習指導ィ⏬を作成し

ていくことになる。「㏫⟬して」というと⡆༢に⪺こえるかもしれないが、ึめて作成する場合䛿、かなり時㛫的なవ⿱を持って

おかないと㛫に合わない。誰が␗動してきても、誰が指導しても、ྠ䛨ように指導ができるようにするために、こ䛾あたり䛾‽

ഛ䛿᪩めにお㢪いしたい。 

 

㻔3㻕教⛉᭩など䛾教ᮦ䛾㑅䜃方 

教ᮦ䛾㑅䜃方も大஦である。生徒䛾視点に立ち、英語で䛾言語活動をᒎ開するために㐺した教ᮦを㑅䜣でいただきたい。౛

え䜀、生徒たち䛾英語力䛾レベルに㐺したも䛾で（英語が㞴しす䛞るも䛾で䛿なく）、ෆᐜ的におもしろいも䛾がよい。また、

本文䛾中でᥦ㉳されたၥ㢟に対して᏶全なゎỴ⟇まで出てしまっているも䛾よりも、生徒䛾考えるవᆅがṧっている教ᮦ䛾



3032422_2012 ARCLE シンポジウム冊子_2校_佐藤 By IndesignCS4<P10>

11 

ARCLE/アークル䛿ベネッセ教育研究開発センターが運営する英語教育研究会です http://www.arcle.jp/ 

© Benesse Corporation 2013. All Rights Reserved. 

する必要がある。そう考えると本ᙜ䛾຾㈇䛾場䛿高校༞業ᚋ䛾♫会で、そこでᙺに立つ力、あるい䛿、᭦に学䜃⥆けられる

力をつけているかどうかが㔜要。⚾䛾場合䛿、教ᖌ䛾㢪いとして、英語を通して世界をᗈ䛢て䜋しい、学䜃⥆けられる人にな

って䜋しいということがあり、⌮᝿とする生徒䛾ጼとして、自己表現力を身につけ、必要に応䛨て学䜃方を㑅ᢥできるようにな

って䜋しいと思っている。そして、⌮᝿とする授業䛿、学習方ἲや䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾大ษさ、⿬㏉していうと「㞴しさ」も学䜉

る場であり、自己表現力を鍛えられる場であると考えている。生徒たちが高校༞業ᚋ、ど䜣な大人になって䜋しいか、という

教ᖌ䛾㢪い䛿大ษにしたい。 

 

䠎䠊授業䛾作り方 

授業で䛿、まず䛿教ᖌ䛾䜋うが「᭕᫕さ」䜈䛾⪏性を持つことが大஦である。１つ䛾༢ඖや授業䛾䛽らい䛿、そ䛾時㛫ෆだけ

で何かを身につけるとかぬえるということで䛿ない。すなわち、教えた時がイ䝁ール学䜃時というわけで䛿ない。 

 

ලయ的な授業䛾タィで䛿、まず、༢ඖ全య䛾目標をタᐃする。そして、そ䛾༢ඖで䛾中心䛾言語活動䛾目標をタᐃする。そ

䛾際、ὀ意する点䛿䠏つある。䐟言語活動䛾目的を明確にすること。䐠授業で うᢅෆᐜとタイ䝭ングが生徒䛾生活や関心に㐺

したも䛾かをぢᴟめる。 うᢅෆᐜ䛿生徒䛾知的レベルに対して、幼す䛞ても㞴しす䛞てもいけない。そして、䐡生徒䛾「ఙ䜃し

ろ」をᮇᚅできる言語活動かどうか。教ᖌからみて、ᑡし㞴しいかなとឤ䛨る఩䛾言語活動でよいと思う。こちらが意ᅗしたよ

うな活動を生徒たち䛿す䛠にできないかもしれないが、そ䛾活動ができるように、生徒䛾力をᘬき上䛢る䛾が授業であり、時

に䛿、䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾大ษさとేせて㞴しさをឤ䛨たり、新たな学習䜈䛾䝰䝏ベーションを持つことができれ䜀よい。 

 

こ䛾ᚋ、㻰㼂㻰 で⤂௓する授業で䛿ḟ䛾ように目標をタᐃした。 

䠆文部⛉学┬「高➼学校版 新学習指導要㡿に対応したእ国語活動ཬ䜃እ国語⛉䛾授業実践ᫎീ㈨ᩱ䠏」（授業実践 㻰㼂㻰）、

⩌㤿┴立中ኸ中➼教育学校 ᬑ通⛉第5 学年「英語䊡」授業者：ὠஂ井㈗அ教ㅍを 10 分程度に編㞟したも䛾 

䖂༢ඖ全య䛾目標タᐃ 

 

 

 

 

䖂言語活動䛾目標タᐃ 

 

 

 

 

 

 

䠏䠊指導ィ⏬ 

指導ィ⏬䛿㠀常に大஦で、≉に、指導ィ⏬にグ㍕されないḟページ䠘指導ィ⏬䠚䛾䐟䡚䐡䛾ような、ᢅう༢ඖで生徒たち

に持ってもらいたいẼ持ちやなって䜋しいጼをタᐃすることも大஦である。という䛾䛿、教⛉᭩や本文をぢた時に、そ䛾タイ䝭

ングで生徒䛾⨨かれている状況、⯆味や関心を考え、教⛉᭩や本文䛾ෆᐜが生徒にとって何らか䛾意味を持つも䛾にした

いからである。今ᅇ、㻰㼂㻰で⤂௓する授業䛿、下グ䛾表䛾ように合ィ㻣時㛫䛾ィ⏬を立てた。なお、表䛾（ ）ෆ䛾ኴᏐ䛿、実

際に授業でやったことをᚋから᭩き㊊した点である。 

 

教⛉᭩䛿そ䛾ままで䛿使わずຍᕤして、䝇䝢ー䝏䛾本文䛾みを使用した。という䛾䛿、こ䛾教⛉᭩で䛿䝇テ䜱ー䝤・ジョ䝤䝈

䛾䝇䝢ー䝏を䠏つ䛾セクションに༊ษって、それ䛮れに要⣙をつけてあり、生徒䛿、本文をㄞまなくてもそ䛾要⣙をㄞ䜣だだ

けで、䝇䝢ー䝏で言いたいことがわかってしまう。また、実際䛾䝇䝢ー䝏ᫎീをぢる䛾で、෗┿も䜹ットした。こ䛾ようなところ

も、教⛉᭩を うᢅ際にẼをつけたことである。 

 ア ឤ᝿や自分䛾考えなどを、┦ᡭが⌮ゎしやすいようにᕤኵしながら話す。 
 イ ᪤習䛾言語ᮦᩱを用い、教ᮦෆᐜを⤂௓したりឤ᝿を伝えたりするとともに、自分䛾㐍㊰㑅ᢥや学校生活について

考えていることを伝える。 
 ウ ௚生徒䛾発表を⪺いてṇしく⌮ゎし、ឤ᝿を伝える。 
 䜶 ᪤習䛾言語ᮦᩱに関する用ἲや語ἲを⌮ゎする。 

䝇テ䜱ー䝤・ジョ䝤䝈䛾䝇タン䝣䜷ー䝗大学における䝇䝢ー䝏（6WDQIRUG 8QLYHUVLW\
V 11�WK &RPPHQFHPHQW RQ -XQH 
1�� ����）、本人䛾生い立ちや経Ṕを様々な英文㈨ᩱやᫎീを通して⌮ゎするとともに、ḟ年度に᭱上⣭生となる生徒
一人䜂とりが、自分䛾㐍㊰㑅ᢥや日々䛾生活と↷らし合わせて共ឤしたり考えさせられたりしたことを英語で伝え合うこ
とができるようになる。 
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といった活動が考えられる。テク䝇トす䜉てを⌮ゎさせる、という考え方で䛿なく、活動をするために䛿テク䝇トをど䛾ように

฼用したらいいか、ど䛾᝟報をྲྀらせる必要がある䛾かなど、指導䛾䛽らいに合わせて教⛉᭩䛾ᢅい方を考えることが㔜要

である。 

 
第3 部 実践஦౛ 

「授業䛿英語で」ど䛾ように行う䛾か－䠏年㛫䛾ぢ通し方、༢ඖ䛾つな䛞方、１時㛫䛾作り方 

 実践஦౛  ὠஂ井 ㈗அ（⩌㤿┴教育ጤဨ会） 

 䝁ー䝕䜱ネーター 根岸 雅史（ᮾிእ国語大学） 

 䝁䝯ンテーター 㛗἟ ྩ୺（ᮾிእ国語大学） 

新課程で䛾指導䛾１౛として、文部⛉学┬配ᕸ䛾 㻰㼂㻰㻖1 に཰㘓されている⩌㤿┴立中ኸ中➼教育学校（ᖹ成 1㻥、20 年度

㻿EL㻴i㻖2 指ᐃ）で䛾ὠஂ井㈗அ先生䛾実践をもとに、生徒に身につけさせたい力、それを㋃まえた授業・༢ඖ䛾作り方につい

てお話しいただきました。 

 㻖1 文部⛉学┬「高➼学校版 新学習指導要㡿に対応したእ国語活動ཬ䜃እ国語⛉䛾授業実践ᫎീ㈨ᩱ䠏」（授業実践㻰㼂㻰） 

 㻖2 㻿EL㻴i と䛿、䝇ー䝟ー・イングリッシ䝳・ラン䝀ージ・䝝イ䝇クール䛾こと。文部⛉学┬で䛿、英語教育䛾先㐍஦౛となるような学

校䛵くりを᥎㐍するため、英語教育を㔜点的に行う高➼学校➼を指ᐃし、英語教育を㔜視した䜹リ䜻䝳ラム䛾開発、大学や中学校➼と

䛾ຠᯝ的な㐃ᦠ方⟇➼について䛾実践研究を実᪋する「䝇ー䝟ー・イングリッシ䝳・ラン䝀ージ・䝝イ䝇クール（㻿EL㻴i）」஦業をᖹ成

1㻠 年度から開始し、ᘏ䜉1㻢㻢 ௳1㻢㻥 校で実᪋した。（文部⛉学┬ウェ䝤䝃イトより） 

発表概要 

１䠊教ᖌ䛾㢪いと生徒に身につけさせたい力 

生徒たちが高校༞業ᚋ䛾♫会で、ᙺ立つ力をつけているかどうかを考える。高校༞業ᚋにど䜣な大人になって䜋しいかを教

ᖌ䛾中で明確にする。 

䠎䠊授業䛾作り方 

༢ඖや授業䛾䛽らいを明確にすること䛿、そ䛾時㛫ෆに全てを身につけるとかぬえる、ということで䛿ない。また、「教えた時」

がイ䝁ール「学ぶ時」というわけで䛿ない。授業䛾タィで䛿、まず、༢ඖ全య䛾目標をタᐃし、そ䛾༢ඖで䛾中心䛾言語活動

䛾目標をタᐃする。 

䠏䠊指導ィ⏬ 

指導ィ⏬䛿㠀常に大஦。そ䛾際、ᢅう༢ඖで生徒たちに身につけさせたい力、つまり、目標を達成した時䛾生徒たち䛾英語

を使うጼを明確にすることも大஦。 

䠐䠊授業・༢ඖ䛾作り方䛾ポイント―「䠏つ䛾ᨵၿ䛾視点䠇１」 

䐟༢ඖで䛾言語活動䛿、༢ඖ䛾授業があるからこそできるレベル䛾ෆᐜ、䝟䝣䜷ーマン䝇にする。 

䐠䛽らいとやっていること活動をあわせる。 

䐡᭱ᚋ䛾䝂ールに向けて䝇テップをしっかり้䜐。 

「䠇１」として、「知識䛾伝達」䛾場で䛿なく、「学䜃方を学ぶ」場として䛾授業を意識する。 

 

意ぢ஺᥮ 

㻔1㻕「授業䛿英語で」行う䝝ー䝗ルを஌り越える 

㻔2㻕教えた時䍴学䜃時を意識する 

㻔3㻕㛗ᮇ的なぢ通しと༢ඖ䛾㍍㔜をつける 

㻔㻠㻕大学ධヨと授業を分けない 

㻔5㻕英文ㄞゎをこうやってみる 

 

１䠊教ᖌ䛾㢪いと生徒に身につけさせたい力 

授業を行う前ᥦとして、生徒に身につけさせたい力を明らかにする必要がある。生徒たちにとって本ᙜ䛾຾㈇䛿いつかを考

え、そ䛾時に「こうあって䜋しい」、「ここまで身につけて䜋しい」、「そ䛾ために何をいつ、どこまで」教えるか䛾䝂ールタᐃを
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する必要がある。そう考えると本ᙜ䛾຾㈇䛾場䛿高校༞業ᚋ䛾♫会で、そこでᙺに立つ力、あるい䛿、᭦に学䜃⥆けられる

力をつけているかどうかが㔜要。⚾䛾場合䛿、教ᖌ䛾㢪いとして、英語を通して世界をᗈ䛢て䜋しい、学䜃⥆けられる人にな

って䜋しいということがあり、⌮᝿とする生徒䛾ጼとして、自己表現力を身につけ、必要に応䛨て学䜃方を㑅ᢥできるようにな

って䜋しいと思っている。そして、⌮᝿とする授業䛿、学習方ἲや䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾大ษさ、⿬㏉していうと「㞴しさ」も学䜉

る場であり、自己表現力を鍛えられる場であると考えている。生徒たちが高校༞業ᚋ、ど䜣な大人になって䜋しいか、という

教ᖌ䛾㢪い䛿大ษにしたい。 

 

䠎䠊授業䛾作り方 

授業で䛿、まず䛿教ᖌ䛾䜋うが「᭕᫕さ」䜈䛾⪏性を持つことが大஦である。１つ䛾༢ඖや授業䛾䛽らい䛿、そ䛾時㛫ෆだけ

で何かを身につけるとかぬえるということで䛿ない。すなわち、教えた時がイ䝁ール学䜃時というわけで䛿ない。 

 

ලయ的な授業䛾タィで䛿、まず、༢ඖ全య䛾目標をタᐃする。そして、そ䛾༢ඖで䛾中心䛾言語活動䛾目標をタᐃする。そ

䛾際、ὀ意する点䛿䠏つある。䐟言語活動䛾目的を明確にすること。䐠授業で うᢅෆᐜとタイ䝭ングが生徒䛾生活や関心に㐺

したも䛾かをぢᴟめる。 うᢅෆᐜ䛿生徒䛾知的レベルに対して、幼す䛞ても㞴しす䛞てもいけない。そして、䐡生徒䛾「ఙ䜃し

ろ」をᮇᚅできる言語活動かどうか。教ᖌからみて、ᑡし㞴しいかなとឤ䛨る఩䛾言語活動でよいと思う。こちらが意ᅗしたよ

うな活動を生徒たち䛿す䛠にできないかもしれないが、そ䛾活動ができるように、生徒䛾力をᘬき上䛢る䛾が授業であり、時

に䛿、䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾大ษさとేせて㞴しさをឤ䛨たり、新たな学習䜈䛾䝰䝏ベーションを持つことができれ䜀よい。 

 

こ䛾ᚋ、㻰㼂㻰 で⤂௓する授業で䛿ḟ䛾ように目標をタᐃした。 

䠆文部⛉学┬「高➼学校版 新学習指導要㡿に対応したእ国語活動ཬ䜃እ国語⛉䛾授業実践ᫎീ㈨ᩱ䠏」（授業実践 㻰㼂㻰）、

⩌㤿┴立中ኸ中➼教育学校 ᬑ通⛉第5 学年「英語䊡」授業者：ὠஂ井㈗அ教ㅍを 10 分程度に編㞟したも䛾 

䖂༢ඖ全య䛾目標タᐃ 

 

 

 

 

䖂言語活動䛾目標タᐃ 

 

 

 

 

 

 

䠏䠊指導ィ⏬ 

指導ィ⏬䛿㠀常に大஦で、≉に、指導ィ⏬にグ㍕されないḟページ䠘指導ィ⏬䠚䛾䐟䡚䐡䛾ような、ᢅう༢ඖで生徒たち

に持ってもらいたいẼ持ちやなって䜋しいጼをタᐃすることも大஦である。という䛾䛿、教⛉᭩や本文をぢた時に、そ䛾タイ䝭

ングで生徒䛾⨨かれている状況、⯆味や関心を考え、教⛉᭩や本文䛾ෆᐜが生徒にとって何らか䛾意味を持つも䛾にした

いからである。今ᅇ、㻰㼂㻰で⤂௓する授業䛿、下グ䛾表䛾ように合ィ㻣時㛫䛾ィ⏬を立てた。なお、表䛾（ ）ෆ䛾ኴᏐ䛿、実

際に授業でやったことをᚋから᭩き㊊した点である。 

 

教⛉᭩䛿そ䛾ままで䛿使わずຍᕤして、䝇䝢ー䝏䛾本文䛾みを使用した。という䛾䛿、こ䛾教⛉᭩で䛿䝇テ䜱ー䝤・ジョ䝤䝈

䛾䝇䝢ー䝏を䠏つ䛾セクションに༊ษって、それ䛮れに要⣙をつけてあり、生徒䛿、本文をㄞまなくてもそ䛾要⣙をㄞ䜣だだ

けで、䝇䝢ー䝏で言いたいことがわかってしまう。また、実際䛾䝇䝢ー䝏ᫎീをぢる䛾で、෗┿も䜹ットした。こ䛾ようなところ

も、教⛉᭩を うᢅ際にẼをつけたことである。 

 ア ឤ᝿や自分䛾考えなどを、┦ᡭが⌮ゎしやすいようにᕤኵしながら話す。 
 イ ᪤習䛾言語ᮦᩱを用い、教ᮦෆᐜを⤂௓したりឤ᝿を伝えたりするとともに、自分䛾㐍㊰㑅ᢥや学校生活について

考えていることを伝える。 
 ウ ௚生徒䛾発表を⪺いてṇしく⌮ゎし、ឤ᝿を伝える。 
 䜶 ᪤習䛾言語ᮦᩱに関する用ἲや語ἲを⌮ゎする。 

䝇テ䜱ー䝤・ジョ䝤䝈䛾䝇タン䝣䜷ー䝗大学における䝇䝢ー䝏（6WDQIRUG 8QLYHUVLW\
V 11�WK &RPPHQFHPHQW RQ -XQH 
1�� ����）、本人䛾生い立ちや経Ṕを様々な英文㈨ᩱやᫎീを通して⌮ゎするとともに、ḟ年度に᭱上⣭生となる生徒
一人䜂とりが、自分䛾㐍㊰㑅ᢥや日々䛾生活と↷らし合わせて共ឤしたり考えさせられたりしたことを英語で伝え合うこ
とができるようになる。 
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といった活動が考えられる。テク䝇トす䜉てを⌮ゎさせる、という考え方で䛿なく、活動をするために䛿テク䝇トをど䛾ように

฼用したらいいか、ど䛾᝟報をྲྀらせる必要がある䛾かなど、指導䛾䛽らいに合わせて教⛉᭩䛾ᢅい方を考えることが㔜要

である。 

 
第3 部 実践஦౛ 

「授業䛿英語で」ど䛾ように行う䛾か－䠏年㛫䛾ぢ通し方、༢ඖ䛾つな䛞方、１時㛫䛾作り方 

 実践஦౛  ὠஂ井㈗அ（⩌㤿┴教育ጤဨ会） 

 䝁ー䝕䜱ネーター 根岸雅史（ᮾிእ国語大学） 

 䝁䝯ンテーター 㛗἟ྩ୺（ᮾிእ国語大学） 

新課程で䛾指導䛾１౛として、文部⛉学┬配ᕸ䛾 㻰㼂㻰㻖1 に཰㘓されている⩌㤿┴立中ኸ中➼教育学校（ᖹ成 1㻥、20 年度

㻿EL㻴i㻖2 指ᐃ）で䛾ὠஂ井㈗அ先生䛾実践をもとに、生徒に身につけさせたい力、それを㋃まえた授業・༢ඖ䛾作り方につい

てお話しいただきました。 

 㻖1 文部⛉学┬「高➼学校版 新学習指導要㡿に対応したእ国語活動ཬ䜃እ国語⛉䛾授業実践ᫎീ㈨ᩱ䠏」（授業実践㻰㼂㻰） 

 㻖2 㻿EL㻴i と䛿、䝇ー䝟ー・イングリッシ䝳・ラン䝀ージ・䝝イ䝇クール䛾こと。文部⛉学┬で䛿、英語教育䛾先㐍஦౛となるような学

校䛵くりを᥎㐍するため、英語教育を㔜点的に行う高➼学校➼を指ᐃし、英語教育を㔜視した䜹リ䜻䝳ラム䛾開発、大学や中学校➼と

䛾ຠᯝ的な㐃ᦠ方⟇➼について䛾実践研究を実᪋する「䝇ー䝟ー・イングリッシ䝳・ラン䝀ージ・䝝イ䝇クール（㻿EL㻴i）」஦業をᖹ成

1㻠 年度から開始し、ᘏ䜉1㻢㻢 ௳1㻢㻥 校で実᪋した。（文部⛉学┬ウェ䝤䝃イトより） 

発表概要 

１䠊教ᖌ䛾㢪いと生徒に身につけさせたい力 

生徒たちが高校༞業ᚋ䛾♫会で、ᙺ立つ力をつけているかどうかを考える。高校༞業ᚋにど䜣な大人になって䜋しいかを教

ᖌ䛾中で明確にする。 

䠎䠊授業䛾作り方 

༢ඖや授業䛾䛽らいを明確にすること䛿、そ䛾時㛫ෆに全てを身につけるとかぬえる、ということで䛿ない。また、「教えた時」

がイ䝁ール「学ぶ時」というわけで䛿ない。授業䛾タィで䛿、まず、༢ඖ全య䛾目標をタᐃし、そ䛾༢ඖで䛾中心䛾言語活動

䛾目標をタᐃする。 

䠏䠊指導ィ⏬ 

指導ィ⏬䛿㠀常に大஦。そ䛾際、ᢅう༢ඖで生徒たちに身につけさせたい力、つまり、目標を達成した時䛾生徒たち䛾英語

を使うጼを明確にすることも大஦。 

䠐䠊授業・༢ඖ䛾作り方䛾ポイント―「䠏つ䛾ᨵၿ䛾視点䠇１」 

䐟༢ඖで䛾言語活動䛿、༢ඖ䛾授業があるからこそできるレベル䛾ෆᐜ、䝟䝣䜷ーマン䝇にする。 

䐠䛽らいとやっていること活動をあわせる。 

䐡᭱ᚋ䛾䝂ールに向けて䝇テップをしっかり้䜐。 

「䠇１」として、「知識䛾伝達」䛾場で䛿なく、「学䜃方を学ぶ」場として䛾授業を意識する。 

 

意ぢ஺᥮ 

㻔1㻕「授業䛿英語で」行う䝝ー䝗ルを஌り越える 

㻔2㻕教えた時䍴学䜃時を意識する 

㻔3㻕㛗ᮇ的なぢ通しと༢ඖ䛾㍍㔜をつける 

㻔㻠㻕大学ධヨと授業を分けない 

㻔5㻕英文ㄞゎをこうやってみる 

 

１䠊教ᖌ䛾㢪いと生徒に身につけさせたい力 

授業を行う前ᥦとして、生徒に身につけさせたい力を明らかにする必要がある。生徒たちにとって本ᙜ䛾຾㈇䛿いつかを考

え、そ䛾時に「こうあって䜋しい」、「ここまで身につけて䜋しい」、「そ䛾ために何をいつ、どこまで」教えるか䛾䝂ールタᐃを
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䐠䛽らいとやっていることが合っているかどうかを常に意識する。 

言語活動を行うこと自యが目的化しないようにẼをつけ、言語活動䛾䛽らいが「ぶれ」たり、言語活動と༢ඖ全య䛾䛽らいが

「ずれ」たりしていないかὀ意する。 

䐡᭱ᚋ䛾䝂ールに向けて䝇テップをしっかり้䜐。 

ᚭᗏして⦎習させることで、᭱終的に生徒たちに求める言語活動䛾レベルに向けて、生徒たち䛾英語䜈䛾୙Ᏻをྲྀり㝖き、

言語活動䜈䛾きち䜣とした readiness をつくる。また、こ䛾ような䝇テップが༢ඖでィ⏬されているかという視点で᳨ドする。 

 

そして「䠇１」として௜けຍえたい䛾が、自ら英語を学䜃⥆けること䛾できる生徒を育てるために、「学䜃方を学ぶ」場として䛾

授業をつくるということ。そ䛾ために⚾䛿、䝜ート指導を行った。授業用䛾䝜ートで䛿なく自己表現䛾ため䛾䝜ート。中学校䛾先

生方䛾実践をཧ考にし、自分䛾作ရ䛾ようなᙧで䝜ートにṧしていく。そうすることで生徒自身が自分䛾学習ᒚṔとして᣺り㏉

ることができるだけでなく、䜐しろᡃ々教えるഃがど䛾時点でど䛾程度までできているか、生徒䛾状ែを確ㄆすることができ

る。あと䛿英語通ಙや自୺学習など、いろいろなやり方があると思うが、それ䛮れ䛾学校やクラ䝇䛾実᝟に合わせてྲྀりධ

れる。 

 

意ぢ஺᥮ 

㻔1㻕「授業䛿英語で」行う䝝ー䝗ルを஌り越える 

根岸 生徒たち、そして教ဨ䛾皆さ䜣が持つ「英語」に対して、生きた言葉であり䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾ため䛾㐨ලであるという

イ䝯ージを持つ人ももちろ䜣いるだろうが、一方で、文ἲや᭩き᥮えၥ㢟、࿴ヂなどに、㠃ⓑ味をឤ䛨ている人もけっしてᑡᩘ

で䛿ないだろう。こ䛾ようなタイプ䛾教ᖌにとって䛿、䜻䝱リア༙䜀で✺↛、今までやってこなかった英語を㐨ලとして使うた

め䛾授業を行う䛾䛿、かなり䝝ー䝗ルが高いだろうと᝿ീできる。またᬑẁ、教室እで、日本語で話しかけている生徒に向か

って英語を話すこと䛾䝝ー䝗ルもあるだろう。ὠஂ井先生䛿こ䛾ような䝝ー䝗ルをど䛾ように஌り越えた䛾か。 

 

ὠஂ井 まず䛿教ᖌが、英語を本ᙜにやりとり䛾㐨ලとして使うことが大஦だと思っている。クラ䝇ルームイングリッシ䝳㞟や

マ䝙䝳アルといったも䛾があるが、⚾自身が英語で授業をする際、自分䛾言葉で語ろうとしたときに᭱ึ䛿英語で᭩き出した。

ただ、それだとᬯグになってしまい、生徒に䛿言葉として伝わっていないことが多かった。そ䛾ため、できるだけ䝯䝰だけを㢗

りに語ることにした。そうしないと、䇾Are 㼥o㼡 read㼥㻫䇿と言っても生徒䛾཯応がないうちに䇾㻻㻷㻘 let䇻s start.䇿と言って始めたり、

䇾㻰o 㼥o㼡 㼡nderstand㻫 䇿䇾㻻㻷.䇿と教ᖌが 1 人で⣡得して始めてしまったりするからだ。 

 

そして、ྠ൉䛾先生方と䛾指導ほ䛾㐪いという䝝ー䝗ルもあるだろう。⚾䛾場合、中高一貫校に㉱௵した際、中学校で教えた

経験しかないまま高校で教えることになり、᭱ึ䛿高校䛾先生䛾やり方を┿ఝたりした。ྠ൉䛾先生と話し合いながら、お互

い䛾指導䛾方向性がྠ䛨になったとឤ䛨るまでに䠏年䛠らいかかった。時㛫䛿かかるが、お互いに授業䛵くりに対して⋡直に

意ぢやឤ᝿を㏙䜉合える関係ができるかどうか。生徒に対して䛿、䇾㻰o 㼥o㼡 㼡nderstand㻫䇿や䇾㻴ow are 㼥o㼡䠛䇿➼䛾䛤く⡆༢な

やりとりでもきち䜣と意思␯通できること、先生ྠኈでそ䛾方向性䛾共有ができることでだいぶᴦになると思う。 

 

㻔2㻕教えた時䍴学䜃時を意識する 

根岸 教えた時イ䝁ール学䜃時で䛿ない、教えたからす䛠学䜣でいる、できるということで䛿なくて、実際䛿教えてからできる

ようになるまでに䛿㠀常に時㛫がかかるということ䛾指᦬がある。これ䛿学習、指導、それからホ౯䛾ことにも⤡䜣でくるが、

ලయ的にど䛾ようなことをした䛾か。 

 

ὠஂ井 文ἲ䛾ㄝ明をしたことが、そ䛾文ἲを使えることで䛿ないということをㄆ識し、「時㛫ᕪ」を㋃まえた⥅⥆的な᚟習をಁ

した。言語活動でも、᪤習䛾表現が使えた時に、きち䜣と教ᖌがホ౯し、使えたことを伝えてあ䛢たい。ᐃᮇ考ᰝで䛿、１学ᮇ

にᢅった文ἲ㡯目を１学ᮇ䛿もちろ䜣、䠏学ᮇにも出㢟する、英文など䛿ち䜗っと᭩き᥮えたりして出㢟するということをやっ

た。そうすると生徒もテ䝇トをᤞてずに᚟習に使っていて、何度も⧞り㏉し学ぶという䝯リット䛿あったと思う。 

 

12 

ARCLE/アークル䛿ベネッセ教育研究開発センターが運営する英語教育研究会です http://www.arcle.jp/ 

© Benesse Corporation 2013. All Rights Reserved. 

䠘指導ィ⏬䠚 

䐟 高校2 年෤、高3 で䛾ᒚಟ⛉目䛾㑅ᢥを終え、大学ཷ験や自分䛾㐍㊰に୙Ᏻをᢪいている「心䛾ኌ（inner voice）を表現

させたい。生徒ྠኈでそれ䛮れ䛾「思い」を共有させたい。 

䐠 教⛉᭩䛾ཎ඾となる䝇䝢ー䝏を཰㘓した 㻰㼂㻰 を視⫈し、そ䛾䝇䝢ー䝏䛾䝯ッセージをㄞみྲྀらせたい。 

䐡 生徒にも身㏆なアップル♫䛾〇ရとそ䛾⫼ᬒ（䝇テ䜱ー䝤・ジョ䝤䝈䛾人生ほや௙஦䜈䛾᝟⇕、ཝしさ、人生における

様々な㞀ᐖなど）䛾୧㠃を⌮ゎさせたい。㦫きや共ឤ、ឤ動䛾ないところに、伝えたいこと䛿生まれてこない䛾で、それ

を㉳こすことを䛽らいとした。 

指導ෆᐜ 配ᙜ時㛫 

䝇テ䜱ー䝤・ジョ䝤䝈について䛾䜸ーラル・イントロ䝎クションを⪺きྲྀる。 

（教ᖌがㄝ明をしす䛞ない。ෆᐜに⯆味を持たせる程度に。） 

また䠈䝇タン䝣䜷ー䝗大学で䛾䝇䝢ー䝏ᫎീを視⫈し、そ䛾要᪨をグループで確ㄆし合う。 

（ᫎീがある場合䛿、いつぢせる䛾かが大஦。༢ඖ䛾学習䛾まとめに「䛤〔⨾」的にぢせる䛾で䛿なく、

䛽らいを持ってタイ䝭ングよく。） 

１時㛫 

䝇䝢ー䝏ཎ✏をㄞみ、グループで要᪨を確ㄆするとともに、䝇䝢ー䝏にྵまれている䠏つ䛾䝯ッセージを

ㄞみྲྀる。 

（教⛉᭩本文やセクション䛾ᵓ成をぢて、ཎ඾を使うことにする。） 

（教⛉᭩本文䛾英文と䛾ẚ㍑をうまく使う。） 

１時㛫 

䝇䝢ー䝏にྵまれている䠏つ䛾䝯ッセージを英語で要⣙する。また、䝇テ䜱ー䝤・ジョ䝤䝈による〇ရ䛾プ

レ䝊ンテーション䛾ᫎീをぢたり、本人を≉㞟したグ஦を英文でㄞ䜣だりして、〇ရ䛾≉ᚩやプレ䝊ンテ

ーション䛾ᕤኵ、人生ほをㄞみྲྀる。 

（〇ရ䛾プレ䝊ンᫎീと䜶䝢䝋ー䝗䛾⤂௓を行う。） 

（⿵㊊䛾ㄞみ≀㈨ᩱやᫎീ㈨ᩱを使う。ㄞみ≀について䛿、ᐙᗞ学習と㐃動させてもよい。） 

１時㛫 

䝇䝢ー䝏ཎ✏䛾中から共ឤしたり༳㇟にṧったりした一⠇を㑅䜣で⤂௓する。 

（䝇䝢ー䝏ཎ✏中䛾英文に下⥺をᘬかせる。どこに下⥺をᘬいた䛾か、な䛬そこにᘬいた䛾か、伝え合

う活動を行う。） 

とともに、㑅䜣だ⌮⏤や生徒自身䛾生活と↷らし合わせてឤ䛨たことを英語で᭩き、発表し合う。ᡭ㡰䛿௨

下䛾とおり。 

䐟 ᭩いた英文を教ᖌが᥎ᩙし、個人やペアで発表する⦎習を行う。 

（᭩いた英文䛾᥎ᩙ䛿、大きな文ἲ上䛾ㄗ用やᵓ成を中心に。細かな䝇ペル䝭䝇や⡆༢な文ἲ䛾䝭䝇

䛿、ペアやグループでಟṇさせる。） 

（Read 㻒 Loo㼗 㼡p 䛾要㡿で発表⦎習をする。ペアで発表し合うことで、㞴しい表現䛾෌校ṇや伝え方䛾

ಟṇを行う。） 

䐠 教ᖌ䛾前で発表⦎習を行い、ア䝗䝞イ䝇をཷける。 

（AL㼀 にᡭ伝ってもらってもよい。） 

䐡 グループෆで１人ずつ発表を行う。 

䐢 グループෆで互い䛾ཎ✏をㄞみ合い、ෆᐜに関わってឤ᝿や共ឤした部分などを 50 語程度䛾英

語で᭩く。 

（実際に䛿䐢䛾とおりで䛿なく、ㄞみ合う活動を行ったᚋに、ここまで断⥆的に行ってきた「英文英ヂ」

にྲྀり組ませた。） 

䠐時㛫 

㻔本時䠏時㛫目㻕 

 

䠐䠊授業・༢ඖ䛾作り方䛾ポイント―「䠏つ䛾ᨵၿ䛾視点䠇１」 

授業・༢ඖ䛵くりをලయ的にᨵၿしていくにあたって、かつて䛾ྠ൉䛾先生方とᩚ⌮した授業䛾「䠏つ䛾ᨵၿ䛾視点䠇１」を䛤

⤂௓する。 

䐟༢ඖで䛾言語活動䛿、༢ඖ䛾授業があるからこそ表現できるレベル䛾ෆᐜ、䝟䝣䜷ーマン䝇を䝂ールにする。 

まず䛿、༢ඖ自యを㨩力的で、䝏䝱レンジングなも䛾にする。言語活動䛿、ᑡし㞴しいかなと思っても、今䛾生徒䛾英語力で

䛿↓⌮そうだからやめておこうと思う䛾で䛿なく、᫝㠀やってみて䜋しい。㏫にそ䛾言語活動ができるようにするために、どう

༢ඖを作っていくかをᕤኵする。 
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䐠䛽らいとやっていることが合っているかどうかを常に意識する。 

言語活動を行うこと自యが目的化しないようにẼをつけ、言語活動䛾䛽らいが「ぶれ」たり、言語活動と༢ඖ全య䛾䛽らいが

「ずれ」たりしていないかὀ意する。 

䐡᭱ᚋ䛾䝂ールに向けて䝇テップをしっかり้䜐。 

ᚭᗏして⦎習させることで、᭱終的に生徒たちに求める言語活動䛾レベルに向けて、生徒たち䛾英語䜈䛾୙Ᏻをྲྀり㝖き、

言語活動䜈䛾きち䜣とした readiness をつくる。また、こ䛾ような䝇テップが༢ඖでィ⏬されているかという視点で᳨ドする。 

 

そして「䠇１」として௜けຍえたい䛾が、自ら英語を学䜃⥆けること䛾できる生徒を育てるために、「学䜃方を学ぶ」場として䛾

授業をつくるということ。そ䛾ために⚾䛿、䝜ート指導を行った。授業用䛾䝜ートで䛿なく自己表現䛾ため䛾䝜ート。中学校䛾先

生方䛾実践をཧ考にし、自分䛾作ရ䛾ようなᙧで䝜ートにṧしていく。そうすることで生徒自身が自分䛾学習ᒚṔとして᣺り㏉

ることができるだけでなく、䜐しろᡃ々教えるഃがど䛾時点でど䛾程度までできているか、生徒䛾状ែを確ㄆすることができ

る。あと䛿英語通ಙや自୺学習など、いろいろなやり方があると思うが、それ䛮れ䛾学校やクラ䝇䛾実᝟に合わせてྲྀりධ

れる。 

 

意ぢ஺᥮ 

㻔1㻕「授業䛿英語で」行う䝝ー䝗ルを஌り越える 

根岸 生徒たち、そして教ဨ䛾皆さ䜣が持つ「英語」に対して、生きた言葉であり䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾ため䛾㐨ලであるという

イ䝯ージを持つ人ももちろ䜣いるだろうが、一方で、文ἲや᭩き᥮えၥ㢟、࿴ヂなどに、㠃ⓑ味をឤ䛨ている人もけっしてᑡᩘ

で䛿ないだろう。こ䛾ようなタイプ䛾教ᖌにとって䛿、䜻䝱リア༙䜀で✺↛、今までやってこなかった英語を㐨ලとして使うた

め䛾授業を行う䛾䛿、かなり䝝ー䝗ルが高いだろうと᝿ീできる。またᬑẁ、教室እで、日本語で話しかけている生徒に向か

って英語を話すこと䛾䝝ー䝗ルもあるだろう。ὠஂ井先生䛿こ䛾ような䝝ー䝗ルをど䛾ように஌り越えた䛾か。 

 

ὠஂ井 まず䛿教ᖌが、英語を本ᙜにやりとり䛾㐨ලとして使うことが大஦だと思っている。クラ䝇ルームイングリッシ䝳㞟や

マ䝙䝳アルといったも䛾があるが、⚾自身が英語で授業をする際、自分䛾言葉で語ろうとしたときに᭱ึ䛿英語で᭩き出した。

ただ、それだとᬯグになってしまい、生徒に䛿言葉として伝わっていないことが多かった。そ䛾ため、できるだけ䝯䝰だけを㢗

りに語ることにした。そうしないと、䇾Are 㼥o㼡 read㼥㻫䇿と言っても生徒䛾཯応がないうちに䇾㻻㻷㻘 let䇻s start.䇿と言って始めたり、

䇾㻰o 㼥o㼡 㼡nderstand㻫 䇿䇾㻻㻷.䇿と教ᖌが 1 人で⣡得して始めてしまったりするからだ。 

 

そして、ྠ൉䛾先生方と䛾指導ほ䛾㐪いという䝝ー䝗ルもあるだろう。⚾䛾場合、中高一貫校に㉱௵した際、中学校で教えた

経験しかないまま高校で教えることになり、᭱ึ䛿高校䛾先生䛾やり方を┿ఝたりした。ྠ൉䛾先生と話し合いながら、お互

い䛾指導䛾方向性がྠ䛨になったとឤ䛨るまでに䠏年䛠らいかかった。時㛫䛿かかるが、お互いに授業䛵くりに対して⋡直に

意ぢやឤ᝿を㏙䜉合える関係ができるかどうか。生徒に対して䛿、䇾㻰o 㼥o㼡 㼡nderstand㻫䇿や䇾㻴ow are 㼥o㼡䠛䇿➼䛾䛤く⡆༢な

やりとりでもきち䜣と意思␯通できること、先生ྠኈでそ䛾方向性䛾共有ができることでだいぶᴦになると思う。 

 

㻔2㻕教えた時䍴学䜃時を意識する 

根岸 教えた時イ䝁ール学䜃時で䛿ない、教えたからす䛠学䜣でいる、できるということで䛿なくて、実際䛿教えてからできる

ようになるまでに䛿㠀常に時㛫がかかるということ䛾指᦬がある。これ䛿学習、指導、それからホ౯䛾ことにも⤡䜣でくるが、

ලయ的にど䛾ようなことをした䛾か。 

 

ὠஂ井 文ἲ䛾ㄝ明をしたことが、そ䛾文ἲを使えることで䛿ないということをㄆ識し、「時㛫ᕪ」を㋃まえた⥅⥆的な᚟習をಁ

した。言語活動でも、᪤習䛾表現が使えた時に、きち䜣と教ᖌがホ౯し、使えたことを伝えてあ䛢たい。ᐃᮇ考ᰝで䛿、１学ᮇ

にᢅった文ἲ㡯目を１学ᮇ䛿もちろ䜣、䠏学ᮇにも出㢟する、英文など䛿ち䜗っと᭩き᥮えたりして出㢟するということをやっ

た。そうすると生徒もテ䝇トをᤞてずに᚟習に使っていて、何度も⧞り㏉し学ぶという䝯リット䛿あったと思う。 
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䠘指導ィ⏬䠚 

䐟 高校2 年෤、高3 で䛾ᒚಟ⛉目䛾㑅ᢥを終え、大学ཷ験や自分䛾㐍㊰に୙Ᏻをᢪいている「心䛾ኌ（inner voice）を表現

させたい。生徒ྠኈでそれ䛮れ䛾「思い」を共有させたい。 

䐠 教⛉᭩䛾ཎ඾となる䝇䝢ー䝏を཰㘓した 㻰㼂㻰 を視⫈し、そ䛾䝇䝢ー䝏䛾䝯ッセージをㄞみྲྀらせたい。 

䐡 生徒にも身㏆なアップル♫䛾〇ရとそ䛾⫼ᬒ（䝇テ䜱ー䝤・ジョ䝤䝈䛾人生ほや௙஦䜈䛾᝟⇕、ཝしさ、人生における

様々な㞀ᐖなど）䛾୧㠃を⌮ゎさせたい。㦫きや共ឤ、ឤ動䛾ないところに、伝えたいこと䛿生まれてこない䛾で、それ

を㉳こすことを䛽らいとした。 

指導ෆᐜ 配ᙜ時㛫 

䝇テ䜱ー䝤・ジョ䝤䝈について䛾䜸ーラル・イントロ䝎クションを⪺きྲྀる。 

（教ᖌがㄝ明をしす䛞ない。ෆᐜに⯆味を持たせる程度に。） 

また䠈䝇タン䝣䜷ー䝗大学で䛾䝇䝢ー䝏ᫎീを視⫈し、そ䛾要᪨をグループで確ㄆし合う。 

（ᫎീがある場合䛿、いつぢせる䛾かが大஦。༢ඖ䛾学習䛾まとめに「䛤〔⨾」的にぢせる䛾で䛿なく、

䛽らいを持ってタイ䝭ングよく。） 

１時㛫 

䝇䝢ー䝏ཎ✏をㄞみ、グループで要᪨を確ㄆするとともに、䝇䝢ー䝏にྵまれている䠏つ䛾䝯ッセージを

ㄞみྲྀる。 

（教⛉᭩本文やセクション䛾ᵓ成をぢて、ཎ඾を使うことにする。） 

（教⛉᭩本文䛾英文と䛾ẚ㍑をうまく使う。） 

１時㛫 

䝇䝢ー䝏にྵまれている䠏つ䛾䝯ッセージを英語で要⣙する。また、䝇テ䜱ー䝤・ジョ䝤䝈による〇ရ䛾プ

レ䝊ンテーション䛾ᫎീをぢたり、本人を≉㞟したグ஦を英文でㄞ䜣だりして、〇ရ䛾≉ᚩやプレ䝊ンテ

ーション䛾ᕤኵ、人生ほをㄞみྲྀる。 

（〇ရ䛾プレ䝊ンᫎീと䜶䝢䝋ー䝗䛾⤂௓を行う。） 

（⿵㊊䛾ㄞみ≀㈨ᩱやᫎീ㈨ᩱを使う。ㄞみ≀について䛿、ᐙᗞ学習と㐃動させてもよい。） 

１時㛫 

䝇䝢ー䝏ཎ✏䛾中から共ឤしたり༳㇟にṧったりした一⠇を㑅䜣で⤂௓する。 

（䝇䝢ー䝏ཎ✏中䛾英文に下⥺をᘬかせる。どこに下⥺をᘬいた䛾か、な䛬そこにᘬいた䛾か、伝え合

う活動を行う。） 

とともに、㑅䜣だ⌮⏤や生徒自身䛾生活と↷らし合わせてឤ䛨たことを英語で᭩き、発表し合う。ᡭ㡰䛿௨

下䛾とおり。 

䐟 ᭩いた英文を教ᖌが᥎ᩙし、個人やペアで発表する⦎習を行う。 

（᭩いた英文䛾᥎ᩙ䛿、大きな文ἲ上䛾ㄗ用やᵓ成を中心に。細かな䝇ペル䝭䝇や⡆༢な文ἲ䛾䝭䝇

䛿、ペアやグループでಟṇさせる。） 

（Read 㻒 Loo㼗 㼡p 䛾要㡿で発表⦎習をする。ペアで発表し合うことで、㞴しい表現䛾෌校ṇや伝え方䛾

ಟṇを行う。） 

䐠 教ᖌ䛾前で発表⦎習を行い、ア䝗䝞イ䝇をཷける。 

 （AL㼀 にᡭ伝ってもらってもよい。） 

䐡 グループෆで１人ずつ発表を行う。 

䐢 グループෆで互い䛾ཎ✏をㄞみ合い、ෆᐜに関わってឤ᝿や共ឤした部分などを 50 語程度䛾英

語で᭩く。 

（実際に䛿䐢䛾とおりで䛿なく、ㄞみ合う活動を行ったᚋに、ここまで断⥆的に行ってきた「英文英ヂ」

にྲྀり組ませた。） 

䠐時㛫 

㻔本時䠏時㛫目㻕 

 

䠐䠊授業・༢ඖ䛾作り方䛾ポイント―「䠏つ䛾ᨵၿ䛾視点䠇１」 

授業・༢ඖ䛵くりをලయ的にᨵၿしていくにあたって、かつて䛾ྠ൉䛾先生方とᩚ⌮した授業䛾「䠏つ䛾ᨵၿ䛾視点䠇１」を䛤

⤂௓する。 

䐟༢ඖで䛾言語活動䛿、༢ඖ䛾授業があるからこそ表現できるレベル䛾ෆᐜ、䝟䝣䜷ーマン䝇を䝂ールにする。 

まず䛿、༢ඖ自యを㨩力的で、䝏䝱レンジングなも䛾にする。言語活動䛿、ᑡし㞴しいかなと思っても、今䛾生徒䛾英語力で

䛿↓⌮そうだからやめておこうと思う䛾で䛿なく、᫝㠀やってみて䜋しい。㏫にそ䛾言語活動ができるようにするために、どう

༢ඖを作っていくかをᕤኵする。 
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第䠐部 ᳨ウ 

「授業䛿英語で」行う上で䛾課㢟について考える―アン䜿ート「英語教ᖌ50 人に⪺きました」からみえてきたも䛾 

  䝁ー䝕䜱ネーター  吉田研作（上智大学） 

  䝟ネリ䝇ト  ὠஂ井㈗அ（⩌㤿┴教育ጤဨ会） 

        アレン玉井光江（㟷ᒣ学㝔大学） 

        㔠᳃ᙉ（ᯇᒣ大学） 

        根岸雅史（ᮾிእ国語大学） 

シンポジウム᭱ᚋ䛾本プログラムで䛿、英語教ᖌ50人䜈䛾アン䜿ート結ᯝを㋃まえて、新課程䛾䛽らいにἢった指導をする

にあたって先生方がお持ち䛾୙Ᏻや課㢟について᳨ウしました。 

発表概要 

１䠊新課程・高校英語 先生方䛾ᢪえる୙Ᏻや課㢟  吉田研作（上智大学） 

新課程・高校英語について高校䛾先生方にアン䜿ートを行った結ᯝより、「授業䛿英語で」行うにあたって䛾୙Ᏻや課㢟トップ

䠏に下グ䛾点があがった。こ䛾プログラムで䛿、これら䛾 3 点について᳨ウする。 

１䠊文ἲ䛿日本語でㄝ明しないと生徒が⌮ゎできたか୙Ᏻになる  

䠎䠊ⱞᡭな生徒䛿英語だけで⌮ゎできるか  

䠏䠊ධヨに対応できる学力をつけられるか  

䠎䠊「ⱞᡭな生徒䛿英語だけで⌮ゎできるか」―「英語がⱞᡭ」䛾┿䛾意味 㔠᳃ᙉ（ᯇᒣ大学） 

英語が「ⱞᡭな生徒」たち䛿、ⱞᡭな䛾䛿英語だけで䛿ない。こ䛾ような生徒たちが学ぶこと䛾ᴦしさにゐれられるようにす

る教ᖌ䛾ດ力が大஦だ。 

䠏䠊「ⱞᡭな生徒䛿英語だけで⌮ゎできるか」―英語䛾力を育てる 㼙eaning㼒㼡l conte㼤t と日本語で䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力 

アレン玉井光江（㟷ᒣ学㝔大学） 

英語に実際に᥋する時㛫がᑡない日本で䛿、文⬦䛾中で言葉を育てる 㼙eaning㼒㼡l conte㼤t が㔜要であり、英語で䛾䝁䝭䝳䝙䜿

ーション⬟力を育てるために䛿ᇶ♏となる日本語で䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力を育てることが㔜要である。 

䠐䠊「ධヨに対応できる学力をつけられるか」大学ධヨに対応できる力䛾育成―生徒䛾䝙ー䝈にᐤりῧい、学䜃方を身につ

けさせる ὠஂ井㈗அ（⩌㤿┴教育ጤဨ会） 

生徒䛾自己表現䛾ᖜをᗈ䛢るために「ᇶ本౛文・䝣レー䝈㞟」を作成。ᐃᮇ考ᰝも⧞り㏉し᚟習できるようなᕤኵをした。授業

を中心にす䜉てをつな䛢、学䜃方を身につけさせていく。 

䠑䠊୙Ᏻ・課㢟からみえてきたも䛾―「まず䛿やってみる䟿」ຬẼを持とう 根岸雅史（ᮾிእ国語大学） 

教ᖌ䛿᏶⎍なᏑ在䛾ようにみえるが、英語をᢏ⬟として考えると、教ᖌ自身もຮᙉしていかないといけない。そして、まず䛿

「えいやっ䟿」とやってみることが、一␒大ษ。 

㉁␲応⟅ 

 

１䠊新課程・高校英語 先生方䛾ᢪえる୙Ᏻや課㢟  吉田研作（上智大学） 

ARCLE で䛿、新課程・高校英語に関して直᥋䛾⪺き りྲྀ方ᘧで、高校

英語䛾先生方䛾ኌをうかがった。そ䛾中で、ḟ年度・䛤自身䛾授業䛾

中で英語を使う๭合について⪺いたところ「概䛽使う」が2๭程度であ

った。Ẽになる䛾䛿、「あまり使わない」が3๭ᙅであったことだ。ᜍら

く、様々な୙Ᏻや課㢟があって䛾ことだと思われる。こ䛾アン䜿ート

䛾中で⪺いた、授業を英語で行う上で䛾୙Ᏻ・課㢟䛾トップ䠏に䛿下

グ䛾点があがった。ここから䛿、これら䛾ၥ㢟について᳨ウしてい

く。 

１䠊文ἲ䛿日本語でㄝ明しないと生徒が⌮ゎできたか୙Ᏻになる  

䠎䠊ⱞᡭな生徒䛿英語だけで⌮ゎできるか  

䠏䠊ධヨに対応できる学力をつけられるか  

目的 高校英語䛾先生方䛾ኌを直᥋おఛいする 

方ἲ 直᥋䛾⪺き りྲྀ中心 

時ᮇ 2012 年䠔月ึ᪪䡚䠕月上᪪ 

対㇟ 高➼学校英語教ㅍ（常໅、㠀常໅）ィ50 名 

 䠘ෆヂ䠚 

 「全国英語教育学会」ཧຍ䛾先生  2㻥 名 

 㤳㒔ᅪ・⚾立高校   11 名 

 ㏆␥ᅪ・බ立高校  㻢 名 

 ௚   㻠 名 

1㻠 
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根岸 今䛾学校現場で䛾ホ౯シ䝇テムで䛿、中㛫・ᮇᮎなど䛾指導した直ᚋ䛾ホ౯だけをぢて先生がᏳ心したり、୙Ᏻにな

ったりするが、本ᙜ䛿そ䛾ᚋ䛾習得をぢていくこと䛿英語䛾ような教⛉に䛿≉に必要だ。 

 

㻔3㻕㛗ᮇ的なぢ通しと༢ඖ䛾㍍㔜をつける 

ὠஂ井 先䜋ど♧した指導ィ⏬䛿全యで䠓時㛫とᑡし㛗くなっているが、実䛿䠓時㛫でも㊊りなかった。レッ䝇ンやセクション

䛤とにᆒ➼に時㛫配分をする必要䛿なく、15 時㛫かけるも䛾も１時㛫で終えるも䛾もある。そうするために䛿、䠏年㛫䛾㛗ᮇ

的ぢ通しを持って、༢ඖ䛾㍍㔜をつける。 

 

根岸 1 時㛫 1 時㛫䛾授業䛿もちろ䜣㔜要だが、高校䠏年㛫トータルで何を身につけさせる䛾か、そ䛾ぢ通しを持って、授業

に㍍㔜があってよいという考え方がとてもよいと思う。 

 

㛗἟ 毎ᅇ䛾授業で言語活動を行おうと思うと㠀常に㔜いレッ䝇ン䜀かりになってしまう䛾で、㛗ᮇ的なぢ通しを持って授業

䛾㍍㔜をつけるという䛾䛿いいと思う。また、ὠஂ井先生䛾中学校で䛾指導䛾経験から得た、中学校䛾教⛉᭩ほ・活動ほが

あるからこそ、高校で䛾言語活動ができたと思う。ྠ൉と䛾関係性にもつながってくるが、こ䛾あたり䛾お互い䛾౯್ほや英

語ほなどを出し合い、大஦にする点、㠃ⓑいと思った点などをྠ൉䛾先生と共有していくことで、ྠ൉䛾先生方と䛾指導䛾方

向性など䛾すり合わせができてきた䛾で䛿ないか。そうすれ䜀「授業䛿英語で」がᚋからついてくるというようなことになった

䛾䛿いいと思う。 

 

㻔㻠㻕大学ධヨと授業を分けない 

根岸 大学ධヨと䛾関㐃で、≉に㐍学校䛾先生方䛿、英語で行う授業と大学ධヨ䛾対⟇䛿ู≀であると考えられているよう

に思うがこ䛾あたりどうお考えか。 

 

ὠஂ井 大学ධヨ合᱁が高校ẁ㝵で䛾䝂ールで䛿ないという意識䛿大஦だが、と䛿いっても大学ධヨ合᱁という結ᯝが求め

られる䛾も஦実。けれども、大学ධヨ対⟇と授業を分けないようにした。授業䛾中でᚭᗏして生徒䛾英語による表現力を高め

ていけ䜀、それ自యが大学ධヨ対⟇であり、本㉁的な英語力を育成することによって、大学ධヨ䛿༑分に✺◚できると思っ

ている。そういう意味で䛿、高１から大学ධヨ対⟇をしているとも言える。また、先㍮䛾先生方やᙜ時䛾 㻿EL㻴i 指導ጤဨ䛾先

生から大学ධヨよりも大きな力として英語力を身につけている䛾だから、自ಙを持ってやっていいと言っていただいたことも

大変心ᙉかった。 

 

㻔5㻕英文ㄞゎをこうやってみる 

ὠஂ井 常に䝪トムアップで、ᵓ文分ᯒをして、文ἲを⌮ゎし、そ䛾上でテ䜻䝇トがやっとㄞめるという䛾で䛿なく、全యをとら

えることが大஦。大学ධヨもだいぶ変わってきている。まず䛿、全యを᭱ᚋまでㄞ䜣で、䜌䜣やりでもいいから何を言おうと

している䛾かをとらえる。䝪トムアップ的なㄞみが必要ないということで䛿なく、᪩いうちからⰋい意味で、わからないᡤが部

分的にあってもよしとする「᭕᫕さ」を持ち、多様多㔞䛾英文にゐれようとするጼໃを育てたい。 

 

また、英文ㄞゎ䛾際䛾１つ䛾アイ䝕アとして英語で言い᥮える活動を䛤⤂௓したい。授業でᢅった䝇テ䜱ー䝤・ジョ䝤䝈䛾䝇䝢

ー䝏に、䇾㻿ta㼥 h㼡ngr㼥㻘 sta㼥 㼒oolish.䇿という有名な䝣レー䝈があった䛾で、こ䛾䝣レー䝈を英語で言い᥮えてみるという活動を

やってみた。そうするとある生徒䛿䇾㻰on䇻t 㼎e satis㼒ied with what 㼥o㼡 have done㻘 do what ordinar㼥 people don䇻t do.䇿と䝟ラ䝣レー

䝈した。こうしたクリ䜶イテ䜱䝤な活動も、「授業䛿英語」で行うにあたってຠᯝ的であるし、生徒が英文䛾意味を⌮ゎしている

か、英文ㄞゎや࿴ヂをどうするか、という際䛾䝠ントになる䛾で䛿と思う。 
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第䠐部 ᳨ウ 

「授業䛿英語で」行う上で䛾課㢟について考える―アン䜿ート「英語教ᖌ50 人に⪺きました」からみえてきたも䛾 

  䝁ー䝕䜱ネーター  吉田 研作（上智大学） 

  䝟ネリ䝇ト  ὠஂ井 ㈗அ（⩌㤿┴教育ጤဨ会） 

        アレン玉井 光江（㟷ᒣ学㝔大学） 

        㔠᳃ ᙉ（ᯇᒣ大学） 

        根岸 雅史（ᮾிእ国語大学） 

シンポジウム᭱ᚋ䛾本プログラムで䛿、英語教ᖌ50人䜈䛾アン䜿ート結ᯝを㋃まえて、新課程䛾䛽らいにἢった指導をする

にあたって先生方がお持ち䛾୙Ᏻや課㢟について᳨ウしました。 

発表概要 

１䠊新課程・高校英語 先生方䛾ᢪえる୙Ᏻや課㢟  吉田研作（上智大学） 

新課程・高校英語について高校䛾先生方にアン䜿ートを行った結ᯝより、「授業䛿英語で」行うにあたって䛾୙Ᏻや課㢟トップ

䠏に下グ䛾点があがった。こ䛾プログラムで䛿、これら䛾 3 点について᳨ウする。 

１䠊文ἲ䛿日本語でㄝ明しないと生徒が⌮ゎできたか୙Ᏻになる  

䠎䠊ⱞᡭな生徒䛿英語だけで⌮ゎできるか  

䠏䠊ධヨに対応できる学力をつけられるか  

䠎䠊「ⱞᡭな生徒䛿英語だけで⌮ゎできるか」―「英語がⱞᡭ」䛾┿䛾意味 㔠᳃ᙉ（ᯇᒣ大学） 

英語が「ⱞᡭな生徒」たち䛿、ⱞᡭな䛾䛿英語だけで䛿ない。こ䛾ような生徒たちが学ぶこと䛾ᴦしさにゐれられるようにす

る教ᖌ䛾ດ力が大஦だ。 

䠏䠊「ⱞᡭな生徒䛿英語だけで⌮ゎできるか」―英語䛾力を育てる 㼙eaning㼒㼡l conte㼤t と日本語で䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力 

アレン玉井光江（㟷ᒣ学㝔大学） 

英語に実際に᥋する時㛫がᑡない日本で䛿、文⬦䛾中で言葉を育てる 㼙eaning㼒㼡l conte㼤t が㔜要であり、英語で䛾䝁䝭䝳䝙䜿

ーション⬟力を育てるために䛿ᇶ♏となる日本語で䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力を育てることが㔜要である。 

䠐䠊「ධヨに対応できる学力をつけられるか」大学ධヨに対応できる力䛾育成―生徒䛾䝙ー䝈にᐤりῧい、学䜃方を身につ

けさせる ὠஂ井㈗அ（⩌㤿┴教育ጤဨ会） 

生徒䛾自己表現䛾ᖜをᗈ䛢るために「ᇶ本౛文・䝣レー䝈㞟」を作成。ᐃᮇ考ᰝも⧞り㏉し᚟習できるようなᕤኵをした。授業

を中心にす䜉てをつな䛢、学䜃方を身につけさせていく。 

䠑䠊୙Ᏻ・課㢟からみえてきたも䛾―「まず䛿やってみる䟿」ຬẼを持とう 根岸雅史（ᮾிእ国語大学） 

教ᖌ䛿᏶⎍なᏑ在䛾ようにみえるが、英語をᢏ⬟として考えると、教ᖌ自身もຮᙉしていかないといけない。そして、まず䛿

「えいやっ䟿」とやってみることが、一␒大ษ。 

㉁␲応⟅ 

 

１䠊新課程・高校英語 先生方䛾ᢪえる୙Ᏻや課㢟  吉田研作（上智大学） 

ARCLE で䛿、新課程・高校英語に関して直᥋䛾⪺き りྲྀ方ᘧで、高校

英語䛾先生方䛾ኌをうかがった。そ䛾中で、ḟ年度・䛤自身䛾授業䛾

中で英語を使う๭合について⪺いたところ「概䛽使う」が2๭程度であ

った。Ẽになる䛾䛿、「あまり使わない」が3๭ᙅであったことだ。ᜍら

く、様々な୙Ᏻや課㢟があって䛾ことだと思われる。こ䛾アン䜿ート

䛾中で⪺いた、授業を英語で行う上で䛾୙Ᏻ・課㢟䛾トップ䠏に䛿下

グ䛾点があがった。ここから䛿、これら䛾ၥ㢟について᳨ウしてい

く。 

１䠊文ἲ䛿日本語でㄝ明しないと生徒が⌮ゎできたか୙Ᏻになる  

䠎䠊ⱞᡭな生徒䛿英語だけで⌮ゎできるか  

䠏䠊ධヨに対応できる学力をつけられるか  

目的 高校英語䛾先生方䛾ኌを直᥋おఛいする 

方ἲ 直᥋䛾⪺き りྲྀ中心 

時ᮇ 2012 年䠔月ึ᪪䡚䠕月上᪪ 

対㇟ 高➼学校英語教ㅍ（常໅、㠀常໅）ィ50 名 

 䠘ෆヂ䠚 

 「全国英語教育学会」ཧຍ䛾先生  2㻥 名 

 㤳㒔ᅪ・⚾立高校   11 名 

 ㏆␥ᅪ・බ立高校  㻢 名 

 ௚   㻠 名 
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根岸 今䛾学校現場で䛾ホ౯シ䝇テムで䛿、中㛫・ᮇᮎなど䛾指導した直ᚋ䛾ホ౯だけをぢて先生がᏳ心したり、୙Ᏻにな

ったりするが、本ᙜ䛿そ䛾ᚋ䛾習得をぢていくこと䛿英語䛾ような教⛉に䛿≉に必要だ。 

 

㻔3㻕㛗ᮇ的なぢ通しと༢ඖ䛾㍍㔜をつける 

ὠஂ井 先䜋ど♧した指導ィ⏬䛿全యで䠓時㛫とᑡし㛗くなっているが、実䛿䠓時㛫でも㊊りなかった。レッ䝇ンやセクション

䛤とにᆒ➼に時㛫配分をする必要䛿なく、15 時㛫かけるも䛾も１時㛫で終えるも䛾もある。そうするために䛿、䠏年㛫䛾㛗ᮇ

的ぢ通しを持って、༢ඖ䛾㍍㔜をつける。 

 

根岸 1 時㛫 1 時㛫䛾授業䛿もちろ䜣㔜要だが、高校䠏年㛫トータルで何を身につけさせる䛾か、そ䛾ぢ通しを持って、授業

に㍍㔜があってよいという考え方がとてもよいと思う。 

 

㛗἟ 毎ᅇ䛾授業で言語活動を行おうと思うと㠀常に㔜いレッ䝇ン䜀かりになってしまう䛾で、㛗ᮇ的なぢ通しを持って授業

䛾㍍㔜をつけるという䛾䛿いいと思う。また、ὠஂ井先生䛾中学校で䛾指導䛾経験から得た、中学校䛾教⛉᭩ほ・活動ほが

あるからこそ、高校で䛾言語活動ができたと思う。ྠ൉と䛾関係性にもつながってくるが、こ䛾あたり䛾お互い䛾౯್ほや英

語ほなどを出し合い、大஦にする点、㠃ⓑいと思った点などをྠ൉䛾先生と共有していくことで、ྠ൉䛾先生方と䛾指導䛾方

向性など䛾すり合わせができてきた䛾で䛿ないか。そうすれ䜀「授業䛿英語で」がᚋからついてくるというようなことになった

䛾䛿いいと思う。 

 

㻔㻠㻕大学ධヨと授業を分けない 

根岸 大学ධヨと䛾関㐃で、≉に㐍学校䛾先生方䛿、英語で行う授業と大学ධヨ䛾対⟇䛿ู≀であると考えられているよう

に思うがこ䛾あたりどうお考えか。 

 

ὠஂ井 大学ධヨ合᱁が高校ẁ㝵で䛾䝂ールで䛿ないという意識䛿大஦だが、と䛿いっても大学ධヨ合᱁という結ᯝが求め

られる䛾も஦実。けれども、大学ධヨ対⟇と授業を分けないようにした。授業䛾中でᚭᗏして生徒䛾英語による表現力を高め

ていけ䜀、それ自యが大学ධヨ対⟇であり、本㉁的な英語力を育成することによって、大学ධヨ䛿༑分に✺◚できると思っ

ている。そういう意味で䛿、高１から大学ධヨ対⟇をしているとも言える。また、先㍮䛾先生方やᙜ時䛾 㻿EL㻴i 指導ጤဨ䛾先

生から大学ධヨよりも大きな力として英語力を身につけている䛾だから、自ಙを持ってやっていいと言っていただいたことも

大変心ᙉかった。 

 

㻔5㻕英文ㄞゎをこうやってみる 

ὠஂ井 常に䝪トムアップで、ᵓ文分ᯒをして、文ἲを⌮ゎし、そ䛾上でテ䜻䝇トがやっとㄞめるという䛾で䛿なく、全యをとら

えることが大஦。大学ධヨもだいぶ変わってきている。まず䛿、全యを᭱ᚋまでㄞ䜣で、䜌䜣やりでもいいから何を言おうと

している䛾かをとらえる。䝪トムアップ的なㄞみが必要ないということで䛿なく、᪩いうちからⰋい意味で、わからないᡤが部

分的にあってもよしとする「᭕᫕さ」を持ち、多様多㔞䛾英文にゐれようとするጼໃを育てたい。 

 

また、英文ㄞゎ䛾際䛾１つ䛾アイ䝕アとして英語で言い᥮える活動を䛤⤂௓したい。授業でᢅった䝇テ䜱ー䝤・ジョ䝤䝈䛾䝇䝢

ー䝏に、䇾㻿ta㼥 h㼡ngr㼥㻘 sta㼥 㼒oolish.䇿という有名な䝣レー䝈があった䛾で、こ䛾䝣レー䝈を英語で言い᥮えてみるという活動を

やってみた。そうするとある生徒䛿䇾㻰on䇻t 㼎e satis㼒ied with what 㼥o㼡 have done㻘 do what ordinar㼥 people don䇻t do.䇿と䝟ラ䝣レー

䝈した。こうしたクリ䜶イテ䜱䝤な活動も、「授業䛿英語」で行うにあたってຠᯝ的であるし、生徒が英文䛾意味を⌮ゎしている

か、英文ㄞゎや࿴ヂをどうするか、という際䛾䝠ントになる䛾で䛿と思う。 
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᭱ᚋに、英語䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力に深く関わると考えられる日本語䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力 10 㡯目と、実際䛾英語䝁䝭

䝳䝙䜿ーション⬟力と䛾┦関についてㄪᰝした結ᯝをᑡし⤂௓したい。௨下䛾 10 㡯目䛿英語䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力に深く関

わると考えた、日本語䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力である。 

１䠊 ┦ᡭが何を言いたい䛾か᝿ീしながら⪺いている。 

䠎䠊 ┦ᡭが話しやすいように、⪺いてあ䛢ている。 

䠏䠊 ┦ᡭ䛾言うことがわからない時䛿、もう一度言ってもらう。 

䠐䠊 ┦ᡭが（自分と）㐪う意ぢを言っても、しっかり⪺いている。 

䠑䠊 ┦ᡭが⌮ゎできるように話をしている。 

䠒䠊 ┦ᡭ䛾Ẽ持ちを考えながら話している。 

䠓䠊 自分だけが話さないようにẼをつけている。 

䠔䠊 ┦ᡭ（䛾意ぢ）と（自分䛾）意ぢが㐪っていても、自分䛾意ぢを言う。 

䠕䠊 （自分と┦ᡭ䛾）意ぢが㐪っても、┦ᡭ䛾意ぢがṇしかったら㈶成する。 

１䠌䠊 み䜣な䛾意ぢをまとめることができる。 

⚾立ᑠ学校䛾䠏、䠐年生合ィ 22㻠 名にこ䛾 10 㡯目について自己ホ౯してもらい、㻔ᰴ㻕ベネッセ䝁ーポレーションが開発したᑠ

学生䛾英語䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力を るテ䝇ト㻳㼀EC 㻶㼡niorをཷけてもらって、そ䛾┦関関係をㄪ䜉た。そ䛾結ᯝ、日本語䛾

䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力䛾自己ホ౯䛾結ᯝと英語䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力に䛿、あまりᙉく䛿ないも䛾䛾┦関関係があることが

わかった。や䛿り日本語䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力が高い子どもたち䛿、௚人とど䛾ように関わっていけるかを考えながら言

葉を使っている子どもたちであり、そ䛾ような子どもたちに䛿英語䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力もᚋኳ的についてくると考える。 

 

௨上䛾ことから、英語がⱞᡭというか、まだ学習を始めた䜀かり䛾子どもたち、すなわち英語力がపいと思われている子ども

たちについても意味䛾ある文⬦䛾中で英語を育てていくこと、そ䛾ᇶ♏になっている日本語で䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力を育

てていくことで、英語䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力を高めることができるということをᥦ᱌したい。 

 

䠐䠊「ධヨに対応できる学力をつけられるか」大学ධヨに対応できる力䛾育成―生徒䛾䝙ー䝈にᐤりῧい、学䜃方を身につ

けさせる ὠஂ井㈗அ（⩌㤿┴教育ጤဨ会） 

授業௨እで大学ධヨに対応するためにど䜣な指導をしたかについてゐれたい。まず、授業䛾中で䛾言語活動を下ᨭえする、

ᇶ本౛文・䝣レー䝈㞟を作成して、いろいろなところで使わせた。ただリ䝇トを作るにしても、教⛉᭩から新出語をそ䛾ままᢤ

き出すという䛾で䛿なく、生徒が表現する際によく㛫㐪うも䛾、自己表現に使いたいも䛾などにこだわって作成した。先日ぢ

学したある中学校䛾授業で、生徒䛿「䝃リ䝞ン先生䛾おか䛢です」という文を作りたかったようで、5人䛠らいがthan㼗s toを使

っていた。これ䛿㎡᭩を開いて「おか䛢」をㄪ䜉ると than㼗s to が出ている䛾でそれを使った䛾であろうが、౛え䜀䝃リ䝞ン

先生を୺語にして、help、ta㼗e care o㼒 などが使えるといい。そして、リ䝇トにධれておけ䜀、生徒䛿、「䕿䕿く䜣䛾おか䛢だ」な

どと言いたい時に使おうとする䛿ずだ。 

 

௚にもᐃᮇ考ᰝ䛾テ䝇トを、一度ཷけたら終わりに䛿せずに᚟習させるようなᕤኵをした。㛗文だったらྠ䛨ようなト䝢ック䛾

英文をㄞ䜐、英作文をもう１ᅇ᭩き直してみる。こういった᚟習が下ᨭえとなっていく。また、テ䝇ト䛾᚟習とేせて䝜ート䛾作

成䛿᫝㠀お່めしたい。授業䝜ートと䛿ู䛾自୺学習䝜ート。プログラム䠏䛾実践஦౛でも⤂௓したも䛾だが、こ䛾䝜ートに自

己表現したも䛾を᭩かせ、それを教ᖌが校ṇする。それをもとに、᭱ᚋ䛾᏶成ᙧを෌度きちっと䝜ートに᭩いてみる。あるい

䛿ᶍᨃヨ験䛾ᶍ範ゎ⟅などをもう１ᅇ自分なりにそ䛾䝜ートに᭩いてみるという䛾もいい。こ䛾ように、ᇶ本的に䛿授業を中

心にす䜉てをつな䛢、学䜃方を身につけさせていけ䜀、ᚋ䛿自分でできるようになっていく。 

 

䠑䠊୙Ᏻ・課㢟からみえてきたも䛾―「まず䛿やってみる䟿」ຬẼを持とう 根岸雅史（ᮾிእ国語大学） 

学習指導要㡿䛾ゎㄝに䛿、「授業を実際䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾場㠃とする」ということが᭩いてある。実際䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーショ

ン䛾場という䛾䛿、イン䝣䜷䝯ーション䜼䝱ップや䜸䝢䝙䜸ン䜼䝱ップがある䛾がᬑ通だが、授業で䛿皆がྠ䛨教⛉᭩を持って

いて、皆がෆᐜを知っている。それを実際䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾場㠃とするに䛿どういう௙᥃けが必要な䛾かを考えなけれ
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䠎䠊「ⱞᡭな生徒䛿英語だけで⌮ゎできるか」―「英語がⱞᡭ」䛾┿䛾意味 㔠᳃ᙉ（ᯇᒣ大学） 

英語が「ⱞᡭな生徒」䛿、実䛿ⱞᡭな䛾䛿英語だけで䛿なく、考えることが᎘だ、自分に自ಙを持っていない、ᑗ᮶䛾ክがな

い䈈といったこともあるかもしれない。こ䛾根本的なことから考えていくこともⱝᖸ必要で䛿ないかと思う。そ䛾ような生徒に

䛿、まず、英語学習に⯆味を持たせ、高校䛾先生䛿中学䛾先生と䛿㐪う䜣だというᮇᚅをᢪかせなけれ䜀いけない。これま

で英語䛿ⱞᡭだったけど、෌䝏䝱レンジできそうだと思える㞺ᅖẼをつくってあ䛢なけれ䜀ならない。英語䛾授業に⯆味を♧

さない生徒䛾多い高校で教ᖌが生徒にアン䜿ートㄪᰝをしたところ「文ἲが㞴しい」「༢語をぬえきれない」というኌが多かっ

た。そこで、まず䛿、༢語をぬえやすくする・ぬえたくなるよう、⤮もついた䝕ジタル䝣ラッシ䝳䜹ー䝗を作って毎ᅇ䛾授業で䝀

ーム䛾ようにྲྀり組䜐ᕤኵをしてみた。༙年経ったところ「前より༢語がぬえられるようになった」「わかるようになった」という

生徒が出てきた。英語䜈䛾自ಙをྲྀりᡠせた生徒䛾授業ែ度䛿大きく変わったと言う。こ䛾ような りྲྀ組みがまず䛿䝇タート

だと思う。ᬑẁから、ᑡしずつᕤኵしながら生徒たちが学ぶこと䛾ᴦしさにゐれられるようにする教ᖌ䛾ດ力が大஦だと思う。 

 

また、௚教⛉と䛾㐃ᦠも有ຠである。英語䛾授業䛾中だけで うᢅことが㞴しいテーマも௚教⛉でいろいろなことにゐれ、考え、

心が動け䜀ྲྀり組みやすくなる。ཷಙ活動を通して誰かに伝えたくなるようなẼ持ちを育て、そこで発ಙするため䛾英語が必

要になり、英語䛾授業で発ಙする活動があれ䜀一␒䝇ムー䝈に行く䛾で䛿ないだろうか。 

 

᭱ᚋに「䝁䝭䝳䝙䜿ーション英語ᇶ♏」䛿全国䛾高校でྲྀって䜋しい。中学まで䛾英語䛾力が༑分ついていない生徒䛾多い高

校䛾方が多いと思う。しっかりと中学校までに身につける䜉き英語䛾ᇶ♏力を඘実させるため䛾指導を、まずᑡしずつᑡし

ずつ英語でやっていく䛾が第一Ṍだろうと思う。「䝁䝭䝳䝙䜿ーション英語ᇶ♏」䛾教⛉᭩を作った会♫が１♫しかなかったこと

䛿大変ṧᛕに思う。 

 

䠏䠊「ⱞᡭな生徒䛿英語だけで⌮ゎできるか」―英語䛾力を育てる 㼙eaning㼒㼡l conte㼤t と日本語で䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力 

アレン玉井光江（㟷ᒣ学㝔大学） 

これから䛾時代、子どもたちにも求められる英語䛾力というほ点から、䠎つ䛾ᥦ᱌をさせていただきたい。そ䛾䠎つと䛿、英語

に実際に᥋する時㛫がᑡない日本で、いわ䜖る文⬦䛾中で言葉を育てる 㼙eaning㼒㼡l conte㼤t 䛾㔜要さと、日本語で䛾䝁䝭䝳䝙

䜿ーション⬟力䛾㔜要さである。 

 

⚾䛿䠔年䜋どබ立ᑠ学校䛾中にධり、ᢸ௵䛾先生と共ྠでᑠ学生に英語を教えてきている。そ䛾中で㼙eaning㼒㼡l conte㼤t䛾中

で英語に᥋してもらうようにすることをᰕ䛾１つとして実践している。しかしながらᑠ学校䛿今䛾ところ㐌１ᅇしか授業がない

䛾で、そ䛾㝈られた時㛫ෆでいかにしてຠᯝを上䛢るかを考え、䝇トーリーを使うことにした。㻿tor㼥telling においてリ䝇䝙ング

⬟力をఙ䜀し、さらに⚾が㻶oint 㻿tor㼥tellingと名௜けた活動において、⪺いたも䛾をretellingする活動をし、㡢ኌが確実にయ䛾

中にධったᚋに reading に発ᒎさせるという活動を行っている。 

 

第一言語、第஧言語にかかわらず、意味䛾ある文⬦なしで䛿言葉䛾力䛿⤯対に育たない。英語が文⬦䛾ある中でᥦ♧され

ることで、多㔞䛾英語を⪺くことに⪏える力を育䜐。また᭕᫕さに⪏えながら学ぶことが大ษであり、そこで学䜃に向かうጼໃ

を育てていくことができる。たくさ䜣䛾㔞を⪺く力を獲得した子どもたちに䛿、自分でできるということを学䜣でもらうために、

p㼡shed o㼡tp㼡t である言わせる活動を行う。自分䛾ኌを出してそれを⪺く、という⫈ぬから䛾䝣䜱ー䝗䝞ックが言語習得䛾䜹䜼

であると言われている。つまり話すこと䛿話すことによって身につける。使ってึめてᙼら䛿言葉䛾深さに出会っていく。そし

て言葉が自分䛾も䛾になっていったとき、子ども䛿「わかった」とឤ䛨る。⚾䛿これを Lang㼡age 㻻wnership と࿧䜣でいる。これ

䛿吉田先生がおっし䜓ったことだが、「わかった」とỴめる䛾䛿学習者である、と。すみずみまでわかる⌮ゎでなくても༑分で、

それをᶓから教ᖌが「こ䛾㎶が㞴しいからヂしてあ䛢よう」などとする䛾䛿వィなことである。 
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᭱ᚋに、英語䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力に深く関わると考えられる日本語䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力 10 㡯目と、実際䛾英語䝁䝭

䝳䝙䜿ーション⬟力と䛾┦関についてㄪᰝした結ᯝをᑡし⤂௓したい。௨下䛾 10 㡯目䛿英語䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力に深く関

わると考えた、日本語䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力である。 

１䠊 ┦ᡭが何を言いたい䛾か᝿ീしながら⪺いている。 

䠎䠊 ┦ᡭが話しやすいように、⪺いてあ䛢ている。 

䠏䠊 ┦ᡭ䛾言うことがわからない時䛿、もう一度言ってもらう。 

䠐䠊 ┦ᡭが（自分と）㐪う意ぢを言っても、しっかり⪺いている。 

䠑䠊 ┦ᡭが⌮ゎできるように話をしている。 

䠒䠊 ┦ᡭ䛾Ẽ持ちを考えながら話している。 

䠓䠊 自分だけが話さないようにẼをつけている。 

䠔䠊 ┦ᡭ（䛾意ぢ）と（自分䛾）意ぢが㐪っていても、自分䛾意ぢを言う。 

䠕䠊 （自分と┦ᡭ䛾）意ぢが㐪っても、┦ᡭ䛾意ぢがṇしかったら㈶成する。 

１䠌䠊 み䜣な䛾意ぢをまとめることができる。 

⚾立ᑠ学校䛾䠏、䠐年生合ィ 22㻠 名にこ䛾 10 㡯目について自己ホ౯してもらい、㻔ᰴ㻕ベネッセ䝁ーポレーションが開発したᑠ

学生䛾英語䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力を るテ䝇ト㻳㼀EC 㻶㼡niorをཷけてもらって、そ䛾┦関関係をㄪ䜉た。そ䛾結ᯝ、日本語䛾

䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力䛾自己ホ౯䛾結ᯝと英語䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力に䛿、あまりᙉく䛿ないも䛾䛾┦関関係があることが

わかった。や䛿り日本語䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力が高い子どもたち䛿、௚人とど䛾ように関わっていけるかを考えながら言

葉を使っている子どもたちであり、そ䛾ような子どもたちに䛿英語䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力もᚋኳ的についてくると考える。 

 

௨上䛾ことから、英語がⱞᡭというか、まだ学習を始めた䜀かり䛾子どもたち、すなわち英語力がపいと思われている子ども

たちについても意味䛾ある文⬦䛾中で英語を育てていくこと、そ䛾ᇶ♏になっている日本語で䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力を育

てていくことで、英語䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力を高めることができるということをᥦ᱌したい。 

 

䠐䠊「ධヨに対応できる学力をつけられるか」大学ධヨに対応できる力䛾育成―生徒䛾䝙ー䝈にᐤりῧい、学䜃方を身につ

けさせる ὠஂ井㈗அ（⩌㤿┴教育ጤဨ会） 

授業௨እで大学ධヨに対応するためにど䜣な指導をしたかについてゐれたい。まず、授業䛾中で䛾言語活動を下ᨭえする、

ᇶ本౛文・䝣レー䝈㞟を作成して、いろいろなところで使わせた。ただリ䝇トを作るにしても、教⛉᭩から新出語をそ䛾ままᢤ

き出すという䛾で䛿なく、生徒が表現する際によく㛫㐪うも䛾、自己表現に使いたいも䛾などにこだわって作成した。先日ぢ

学したある中学校䛾授業で、生徒䛿「䝃リ䝞ン先生䛾おか䛢です」という文を作りたかったようで、5人䛠らいがthan㼗s toを使

っていた。これ䛿㎡᭩を開いて「おか䛢」をㄪ䜉ると than㼗s to が出ている䛾でそれを使った䛾であろうが、౛え䜀䝃リ䝞ン

先生を୺語にして、help、ta㼗e care o㼒 などが使えるといい。そして、リ䝇トにධれておけ䜀、生徒䛿、「䕿䕿く䜣䛾おか䛢だ」な

どと言いたい時に使おうとする䛿ずだ。 

 

௚にもᐃᮇ考ᰝ䛾テ䝇トを、一度ཷけたら終わりに䛿せずに᚟習させるようなᕤኵをした。㛗文だったらྠ䛨ようなト䝢ック䛾

英文をㄞ䜐、英作文をもう１ᅇ᭩き直してみる。こういった᚟習が下ᨭえとなっていく。また、テ䝇ト䛾᚟習とేせて䝜ート䛾作

成䛿᫝㠀お່めしたい。授業䝜ートと䛿ู䛾自୺学習䝜ート。プログラム䠏䛾実践஦౛でも⤂௓したも䛾だが、こ䛾䝜ートに自

己表現したも䛾を᭩かせ、それを教ᖌが校ṇする。それをもとに、᭱ᚋ䛾᏶成ᙧを෌度きちっと䝜ートに᭩いてみる。あるい

䛿ᶍᨃヨ験䛾ᶍ範ゎ⟅などをもう１ᅇ自分なりにそ䛾䝜ートに᭩いてみるという䛾もいい。こ䛾ように、ᇶ本的に䛿授業を中

心にす䜉てをつな䛢、学䜃方を身につけさせていけ䜀、ᚋ䛿自分でできるようになっていく。 

 

䠑䠊୙Ᏻ・課㢟からみえてきたも䛾―「まず䛿やってみる䟿」ຬẼを持とう 根岸雅史（ᮾிእ国語大学） 

学習指導要㡿䛾ゎㄝに䛿、「授業を実際䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾場㠃とする」ということが᭩いてある。実際䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーショ

ン䛾場という䛾䛿、イン䝣䜷䝯ーション䜼䝱ップや䜸䝢䝙䜸ン䜼䝱ップがある䛾がᬑ通だが、授業で䛿皆がྠ䛨教⛉᭩を持って

いて、皆がෆᐜを知っている。それを実際䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾場㠃とするに䛿どういう௙᥃けが必要な䛾かを考えなけれ
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䠎䠊「ⱞᡭな生徒䛿英語だけで⌮ゎできるか」―「英語がⱞᡭ」䛾┿䛾意味 㔠᳃ᙉ（ᯇᒣ大学） 

英語が「ⱞᡭな生徒」䛿、実䛿ⱞᡭな䛾䛿英語だけで䛿なく、考えることが᎘だ、自分に自ಙを持っていない、ᑗ᮶䛾ክがな

い䈈といったこともあるかもしれない。こ䛾根本的なことから考えていくこともⱝᖸ必要で䛿ないかと思う。そ䛾ような生徒に

䛿、まず、英語学習に⯆味を持たせ、高校䛾先生䛿中学䛾先生と䛿㐪う䜣だというᮇᚅをᢪかせなけれ䜀いけない。これま

で英語䛿ⱞᡭだったけど、෌䝏䝱レンジできそうだと思える㞺ᅖẼをつくってあ䛢なけれ䜀ならない。英語䛾授業に⯆味を♧

さない生徒䛾多い高校で教ᖌが生徒にアン䜿ートㄪᰝをしたところ「文ἲが㞴しい」「༢語をぬえきれない」というኌが多かっ

た。そこで、まず䛿、༢語をぬえやすくする・ぬえたくなるよう、⤮もついた䝕ジタル䝣ラッシ䝳䜹ー䝗を作って毎ᅇ䛾授業で䝀

ーム䛾ようにྲྀり組䜐ᕤኵをしてみた。༙年経ったところ「前より༢語がぬえられるようになった」「わかるようになった」という

生徒が出てきた。英語䜈䛾自ಙをྲྀりᡠせた生徒䛾授業ែ度䛿大きく変わったと言う。こ䛾ような りྲྀ組みがまず䛿䝇タート

だと思う。ᬑẁから、ᑡしずつᕤኵしながら生徒たちが学ぶこと䛾ᴦしさにゐれられるようにする教ᖌ䛾ດ力が大஦だと思う。 

 

また、௚教⛉と䛾㐃ᦠも有ຠである。英語䛾授業䛾中だけで うᢅことが㞴しいテーマも௚教⛉でいろいろなことにゐれ、考え、

心が動け䜀ྲྀり組みやすくなる。ཷಙ活動を通して誰かに伝えたくなるようなẼ持ちを育て、そこで発ಙするため䛾英語が必

要になり、英語䛾授業で発ಙする活動があれ䜀一␒䝇ムー䝈に行く䛾で䛿ないだろうか。 

 

᭱ᚋに「䝁䝭䝳䝙䜿ーション英語ᇶ♏」䛿全国䛾高校でྲྀって䜋しい。中学まで䛾英語䛾力が༑分ついていない生徒䛾多い高

校䛾方が多いと思う。しっかりと中学校までに身につける䜉き英語䛾ᇶ♏力を඘実させるため䛾指導を、まずᑡしずつᑡし

ずつ英語でやっていく䛾が第一Ṍだろうと思う。「䝁䝭䝳䝙䜿ーション英語ᇶ♏」䛾教⛉᭩を作った会♫が１♫しかなかったこと

䛿大変ṧᛕに思う。 

 

䠏䠊「ⱞᡭな生徒䛿英語だけで⌮ゎできるか」―英語䛾力を育てる 㼙eaning㼒㼡l conte㼤t と日本語で䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力 

アレン玉井光江（㟷ᒣ学㝔大学） 

これから䛾時代、子どもたちにも求められる英語䛾力というほ点から、䠎つ䛾ᥦ᱌をさせていただきたい。そ䛾䠎つと䛿、英語

に実際に᥋する時㛫がᑡない日本で、いわ䜖る文⬦䛾中で言葉を育てる 㼙eaning㼒㼡l conte㼤t 䛾㔜要さと、日本語で䛾䝁䝭䝳䝙

䜿ーション⬟力䛾㔜要さである。 

 

⚾䛿䠔年䜋どබ立ᑠ学校䛾中にධり、ᢸ௵䛾先生と共ྠでᑠ学生に英語を教えてきている。そ䛾中で㼙eaning㼒㼡l conte㼤t䛾中

で英語に᥋してもらうようにすることをᰕ䛾１つとして実践している。しかしながらᑠ学校䛿今䛾ところ㐌１ᅇしか授業がない

䛾で、そ䛾㝈られた時㛫ෆでいかにしてຠᯝを上䛢るかを考え、䝇トーリーを使うことにした。㻿tor㼥telling においてリ䝇䝙ング

⬟力をఙ䜀し、さらに⚾が㻶oint 㻿tor㼥tellingと名௜けた活動において、⪺いたも䛾をretellingする活動をし、㡢ኌが確実にయ䛾

中にධったᚋに reading に発ᒎさせるという活動を行っている。 

 

第一言語、第஧言語にかかわらず、意味䛾ある文⬦なしで䛿言葉䛾力䛿⤯対に育たない。英語が文⬦䛾ある中でᥦ♧され

ることで、多㔞䛾英語を⪺くことに⪏える力を育䜐。また᭕᫕さに⪏えながら学ぶことが大ษであり、そこで学䜃に向かうጼໃ

を育てていくことができる。たくさ䜣䛾㔞を⪺く力を獲得した子どもたちに䛿、自分でできるということを学䜣でもらうために、

p㼡shed o㼡tp㼡t である言わせる活動を行う。自分䛾ኌを出してそれを⪺く、という⫈ぬから䛾䝣䜱ー䝗䝞ックが言語習得䛾䜹䜼

であると言われている。つまり話すこと䛿話すことによって身につける。使ってึめてᙼら䛿言葉䛾深さに出会っていく。そし

て言葉が自分䛾も䛾になっていったとき、子ども䛿「わかった」とឤ䛨る。⚾䛿これを Lang㼡age 㻻wnership と࿧䜣でいる。これ

䛿吉田先生がおっし䜓ったことだが、「わかった」とỴめる䛾䛿学習者である、と。すみずみまでわかる⌮ゎでなくても༑分で、

それをᶓから教ᖌが「こ䛾㎶が㞴しいからヂしてあ䛢よう」などとする䛾䛿వィなことである。 
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� 2012 年度シンポジウムに向けて䛾研究活動 

１䠊研究活動䛾概要 

2012 年度䛿「高校英語」をテーマに、ḟ年度より新課程を㏄える高校英語をテーマに活動しました。下グ䛾ᅗ䛾とおり、

ARCLE 研究会を 3 ᅇ行い、ྛ研究会にて議論を深め、そこで䛾研究を✚み㔜䛽た上で 12 月にシンポジウムにて研究成ᯝと

して発ಙしました。 

 

 

ARCLE研究会
䐟

•「授業を英語
で」行うというこ
と䛿どういうこ
とか、ど䜣な力
を身につけるこ
とができる䛾か
など䛾論点を
議論

学校ゼၥ

•ᒸᒣ・ᒣཱྀ・
ᇸ玉（高校で
䛾指導実ែ、
「授業を英語
で」行うにあ
たって䛾課㢟
䛾䝠アリング）

ᑓ㛛ᐙ䝠アリ
ング

•新学習指導
要㡿䛾䛽らい
と指導を行う
にあたって䛾
課㢟など

ARCLE研究会
䐠

•「授業䛿英語
で」䛿何䛾た
めに行い、ま
たゎỴす䜉き
課㢟䛿何かを
議論

実ែᢕᥱ

•インタ䝡䝳ー
（高校教ᖌ50
名）

•ᑓ㛛ᐙ䝠アリ
ング（高校英
語にᙳ㡪をお
よ䜌すも䛾と
して、大学ධ
ヨ分ᯒ䛾研
究結ᯝについ
て）

ARCLE研究会
䐡

•新課程が本
᮶的に目指す
英語䛾指導䛿
ど䛾ようなも
䛾かを議論

シンポジウム
䛾開催

ARCLE Web
発ಙ

ARCLE Web
発ಙ

ARCLE Web
発ಙ

ARCLE Web
発ಙ
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䜀ならないと思う。また、指導䛾中で言語活動を実際に行っていれ䜀、日本語で授業を行うと日本語䛾言語活動になってしま

う䛾で、必↛的に「授業䛿英語で」行われるようになっていく。 

 

アン䜿ートからᾋか䜃上がった「文ἲ䛿日本語でゎㄝしないと生徒䛿⌮ゎできない」という点について䛿「日本語でゎㄝすれ

䜀⌮ゎできる䛾か」と考えると、そうとも言えない䛾で䛿ないか。そもそも文ἲ用語がわかっている䛾かという␲ၥもあるし、

文ἲ䛾ㄝ明と言ったときに、文ἲ䛾ᙧᘧ䛾ㄝ明な䛾か、そ䛾文ἲᙧᘧ䛾持つ意味䛾ㄝ明な䛾かによっても判断が㐪ってくる。

「英語で行う授業」において大ษな䛾䛿、ᚋ者䛾文ἲᙧᘧ䛾持つ「意味」を文⬦䛾中でㄝ明することで䛿ないだろうか。 

 

「ⱞᡭな生徒䛿英語だけで䛿⌮ゎできない」場合に、日本語を使え䜀⌮ゎできる䛾か。そもそも英語で授業をしようとしたとき

に↓⌮なレベル䛾、㞴ゎな教⛉᭩が᥇ᢥされているྍ⬟性がある。ということ䛿、そ䛾ような教⛉᭩で䛿、日本語でㄝ明して

もたぶ䜣⌮ゎできないྍ⬟性がある。つまり、学習者䛾レベルと教⛉᭩䛾レベルが஋㞳してしまっている。学習者䛾レベル

にあった教⛉᭩を㑅䜃、英語で教えて⌮ゎྍ⬟な授業をしていく必要がある。 

 

「ධヨに対応できる学力をつけられるか」について。大学ධヨという䛾䛿実際に䛿、高校で指導していること䛾一部しかၥわ

れていないにもかかわらず、それが高校で䛾学習や指導をつᐃしてしまっている。大学ධヨ自యが変わらなけれ䜀ならない

ഃ㠃䛿あるも䛾䛾、┿䛾英語力があれ䜀ゎけないၥ㢟䛿ない。そ䛾┿䛾英語力を育成する䛾䛿、高校で䛾英語䛾授業。ጇ

ᙜ性䛾ない㞴ၥ・ወၥをゎくため䛾学習䛿意味がないし、そ䜣なにめったにでないᝏၥに対する‽ഛをしてもそこから得るも

䛾䛿ない。そ䜣なことに䜶ネル䜼ーを使う䛾䛿、もったいない。 

 

᭱ᚋ䛾ၥ㢟として教ᖌ䛾英語力について、や䛿り英語教ᖌに䛿、ㄪ䜉たことについてまとまり䛾ある話ができたり、自分䛾

௙஦やᑓ㛛分野に関して䛾ㅮ義や発表などを⪺いて、それについて㉁ၥしたり、自分䛾考えを㏙䜉たりできるようなレベル

䛾英語力䛿必要。教ᖌ䛿᏶⎍なᏑ在䛾ようにみえるが、㛫㐪わないと教ᖌ䛾学習も㐍まない。英語をᢏ⬟として考えると、教

ᖌ自身もຮᙉしていかないといけない。そうすることで変わる授業ほという䛾もある䛾で䛿ないか。そして、まず䛿「えいや

っ䟿」とやってみることが、一␒大ษなẼがしている。 

 

㉁␲応⟅ 

㉁ၥ１ 実際䛾授業䛾中で䛾日本語使用について、ලయ的にど䛾ようにすれ䜀よい䛾か（බ立高校教ㅍ）。 

ὠஂ井 教ᖌが生徒に「日本語でもいいよ」という䛾䛿⚗ྃであると考えている。「日本語でも英語でもよい」となると、生徒䛿

英語を使おうとしなくなる。 

吉田 ᇶ本䛿「授業䛿英語で」組み立てるということだから、そ䛾大ཎ๎䛿Ᏺる。ただし、ここ䛿どう考えても日本語で指導し

た䜋うが、ຠᯝが上がるも䛾について䛾み、㝈ᐃ的に日本語を使うこと䛿あるだろう。しかし、どちらでもいいとすると日本語

にὶれてしまう䛾で、日本語を使うところ䛿䛿っきりさせて、䝯リ䝝リをきち䜣とつける。 

 

㉁ၥ䠎 日本語と英語䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション䝇タイル・論⌮䛾ᒎ開などྵめ、かなり㐪うが、そこまで考える必要があるか（大学

教ဨ）。 

根岸 日本で䛿、そもそも発言すること、自分䛾意ぢを言うこと、目立つこと自యしにくい⎔ቃがある。な䛾で、「䝇タイル」とか

「論⌮」䛾前に、ゎỴしなけれ䜀ならないၥ㢟がある䛾で䛿ないか。こうしたၥ㢟をゎỴするために、あえて英語で表現する

とか、英語だからチされるというように௙向けて発表させる䛾も１つ䛾ᡭẁかと思う。 

アレン あるᮾ໭䛾ᑠ学校で䛿１年生から言葉を言語ᢏ⾡としてとらえて、言葉を使って自分䛾思いをど䛾ように伝えること

ができるか、それを児❺にど䛾ようにカ⦎するかを先生方がእ部ᶵ関で研ಟをཷけている。そ䛾学校䛾㻢年生䛾እ国語活動

䛾授業をぢ学したが、自分䛾思いをとにかく自分䛾言葉で伝えよう、英語力が㊊りなくてもやってみよう、というጼໃがあって

㦫いた。１つ䛾授業䛾中で䛿なかなか㞴しいが、学校全యでྲྀり組䜣でいるところで䛿確かにカ⦎䛾結ᯝが表れている。

（ẕ語である）日本語で自分䛾ことを言葉でど䛾ように表すか、表現するかを教えてあ䛢る必要がある。これ䛿、⚾たち大人

につきつけられた㔜要な課㢟だとឤ䛨ている。 
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� 2012 年度シンポジウムに向けて䛾研究活動 

１䠊研究活動䛾概要 

2012 年度䛿「高校英語」をテーマに、ḟ年度より新課程を㏄える高校英語をテーマに活動しました。下グ䛾ᅗ䛾とおり、

ARCLE 研究会を 3 ᅇ行い、ྛ研究会にて議論を深め、そこで䛾研究を✚み㔜䛽た上で 12 月にシンポジウムにて研究成ᯝと

して発ಙしました。 

 

 

ARCLE研究会
䐟

•「授業を英語
で」行うというこ
と䛿どういうこ
とか、ど䜣な力
を身につけるこ
とができる䛾か
など䛾論点を
議論

学校ゼၥ

•ᒸᒣ・ᒣཱྀ・
ᇸ玉（高校で
䛾指導実ែ、
「授業を英語
で」行うにあ
たって䛾課㢟
䛾䝠アリング）

ᑓ㛛ᐙ䝠アリ
ング

•新学習指導
要㡿䛾䛽らい
と指導を行う
にあたって䛾
課㢟など

ARCLE研究会
䐠

•「授業䛿英語
で」䛿何䛾た
めに行い、ま
たゎỴす䜉き
課㢟䛿何かを
議論

実ែᢕᥱ

•インタ䝡䝳ー
（高校教ᖌ50
名）

•ᑓ㛛ᐙ䝠アリ
ング（高校英
語にᙳ㡪をお
よ䜌すも䛾と
して、大学ධ
ヨ分ᯒ䛾研
究結ᯝについ
て）

ARCLE研究会
䐡

•新課程が本
᮶的に目指す
英語䛾指導䛿
ど䛾ようなも
䛾かを議論

シンポジウム
䛾開催

ARCLE Web
発ಙ

ARCLE Web
発ಙ

ARCLE Web
発ಙ

ARCLE Web
発ಙ
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䜀ならないと思う。また、指導䛾中で言語活動を実際に行っていれ䜀、日本語で授業を行うと日本語䛾言語活動になってしま

う䛾で、必↛的に「授業䛿英語で」行われるようになっていく。 

 

アン䜿ートからᾋか䜃上がった「文ἲ䛿日本語でゎㄝしないと生徒䛿⌮ゎできない」という点について䛿「日本語でゎㄝすれ

䜀⌮ゎできる䛾か」と考えると、そうとも言えない䛾で䛿ないか。そもそも文ἲ用語がわかっている䛾かという␲ၥもあるし、

文ἲ䛾ㄝ明と言ったときに、文ἲ䛾ᙧᘧ䛾ㄝ明な䛾か、そ䛾文ἲᙧᘧ䛾持つ意味䛾ㄝ明な䛾かによっても判断が㐪ってくる。

「英語で行う授業」において大ษな䛾䛿、ᚋ者䛾文ἲᙧᘧ䛾持つ「意味」を文⬦䛾中でㄝ明することで䛿ないだろうか。 

 

「ⱞᡭな生徒䛿英語だけで䛿⌮ゎできない」場合に、日本語を使え䜀⌮ゎできる䛾か。そもそも英語で授業をしようとしたとき

に↓⌮なレベル䛾、㞴ゎな教⛉᭩が᥇ᢥされているྍ⬟性がある。ということ䛿、そ䛾ような教⛉᭩で䛿、日本語でㄝ明して

もたぶ䜣⌮ゎできないྍ⬟性がある。つまり、学習者䛾レベルと教⛉᭩䛾レベルが஋㞳してしまっている。学習者䛾レベル

にあった教⛉᭩を㑅䜃、英語で教えて⌮ゎྍ⬟な授業をしていく必要がある。 

 

「ධヨに対応できる学力をつけられるか」について。大学ධヨという䛾䛿実際に䛿、高校で指導していること䛾一部しかၥわ

れていないにもかかわらず、それが高校で䛾学習や指導をつᐃしてしまっている。大学ධヨ自యが変わらなけれ䜀ならない

ഃ㠃䛿あるも䛾䛾、┿䛾英語力があれ䜀ゎけないၥ㢟䛿ない。そ䛾┿䛾英語力を育成する䛾䛿、高校で䛾英語䛾授業。ጇ

ᙜ性䛾ない㞴ၥ・ወၥをゎくため䛾学習䛿意味がないし、そ䜣なにめったにでないᝏၥに対する‽ഛをしてもそこから得るも

䛾䛿ない。そ䜣なことに䜶ネル䜼ーを使う䛾䛿、もったいない。 

 

᭱ᚋ䛾ၥ㢟として教ᖌ䛾英語力について、や䛿り英語教ᖌに䛿、ㄪ䜉たことについてまとまり䛾ある話ができたり、自分䛾

௙஦やᑓ㛛分野に関して䛾ㅮ義や発表などを⪺いて、それについて㉁ၥしたり、自分䛾考えを㏙䜉たりできるようなレベル

䛾英語力䛿必要。教ᖌ䛿᏶⎍なᏑ在䛾ようにみえるが、㛫㐪わないと教ᖌ䛾学習も㐍まない。英語をᢏ⬟として考えると、教

ᖌ自身もຮᙉしていかないといけない。そうすることで変わる授業ほという䛾もある䛾で䛿ないか。そして、まず䛿「えいや

っ䟿」とやってみることが、一␒大ษなẼがしている。 

 

㉁␲応⟅ 

㉁ၥ１ 実際䛾授業䛾中で䛾日本語使用について、ලయ的にど䛾ようにすれ䜀よい䛾か（බ立高校教ㅍ）。 

ὠஂ井 教ᖌが生徒に「日本語でもいいよ」という䛾䛿⚗ྃであると考えている。「日本語でも英語でもよい」となると、生徒䛿

英語を使おうとしなくなる。 

吉田 ᇶ本䛿「授業䛿英語で」組み立てるということだから、そ䛾大ཎ๎䛿Ᏺる。ただし、ここ䛿どう考えても日本語で指導し

た䜋うが、ຠᯝが上がるも䛾について䛾み、㝈ᐃ的に日本語を使うこと䛿あるだろう。しかし、どちらでもいいとすると日本語

にὶれてしまう䛾で、日本語を使うところ䛿䛿っきりさせて、䝯リ䝝リをきち䜣とつける。 

 

㉁ၥ䠎 日本語と英語䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション䝇タイル・論⌮䛾ᒎ開などྵめ、かなり㐪うが、そこまで考える必要があるか（大学

教ဨ）。 

根岸 日本で䛿、そもそも発言すること、自分䛾意ぢを言うこと、目立つこと自యしにくい⎔ቃがある。な䛾で、「䝇タイル」とか

「論⌮」䛾前に、ゎỴしなけれ䜀ならないၥ㢟がある䛾で䛿ないか。こうしたၥ㢟をゎỴするために、あえて英語で表現する

とか、英語だからチされるというように௙向けて発表させる䛾も１つ䛾ᡭẁかと思う。 

アレン あるᮾ໭䛾ᑠ学校で䛿１年生から言葉を言語ᢏ⾡としてとらえて、言葉を使って自分䛾思いをど䛾ように伝えること

ができるか、それを児❺にど䛾ようにカ⦎するかを先生方がእ部ᶵ関で研ಟをཷけている。そ䛾学校䛾㻢年生䛾እ国語活動

䛾授業をぢ学したが、自分䛾思いをとにかく自分䛾言葉で伝えよう、英語力が㊊りなくてもやってみよう、というጼໃがあって

㦫いた。１つ䛾授業䛾中で䛿なかなか㞴しいが、学校全యでྲྀり組䜣でいるところで䛿確かにカ⦎䛾結ᯝが表れている。

（ẕ語である）日本語で自分䛾ことを言葉でど䛾ように表すか、表現するかを教えてあ䛢る必要がある。これ䛿、⚾たち大人

につきつけられた㔜要な課㢟だとឤ䛨ている。 
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版）に䛿、様々な英語による授業䛾様子が཰めら

れているが、学習者䛾英語をᘬき出し、さらなる発

話をಁして、「できるឤ」を୚えるためにも、授業中

䛾教ᖌ䛾言語使用が要である。一方的なㄝ明に

終わらない、学習者に英語を使わせるため䛾䜂と

ᕤኵが求められる。 

まとめ 

上智大学 吉田研作 

新課程で䛾高校䛾「英語䛾授業䛿英語で行うこと

をᇶ本とする」について䛿、そ䛾ために考えなけれ

䜀ならないことが多々ある。１つ䛿、「ᇶ本とする」と

いう表現をどうゎ㔘するか。ᑡなくとも、す䜉て英語

で、という意味で䛿ない。なら䜀、何をどこまで、ど

䛾ように英語で行う䛾か。また、༢に教ᖌに英語力

があれ䜀よい䛾で䛿ない。授業力に関わる英語力

が求められる。それ䛿どういうも䛾な䛾か、どうカ⦎

すれ䜀よい䛾か。もう１つ考えなけれ䜀ならない䛾

䛿、英語で授業を行うからといって、䜸ーラル䛾み

でなく、䠐ᢏ⬟す䜉てに関わることだということをᛀ

れて䛿ならない。さらに、教ᖌだけが英語で授業を

行っても୙༑分で、生徒も英語を使えなけれ䜀なら

ない。生徒がペアワークやグループワーク䛾ときに

使える英語（㉁ၥしたり、཯論したり、୺ᙇしたり䈈

など）もేせて考える必要がある。英語で授業を行

うと一言で言っても、そう⡆༢なことで䛿ない䛾であ

る。 

 
1 文部⛉学┬ 「英語が使える日本人」䛾育成䛾

ため䛾ᡓ␎ᵓ᝿䛾⟇ᐃについて 

http://www.㼙e㼤t.go.jp/㼎㼋㼙en㼡/shingi/cho㼡sa

/shoto㼡/020/sesa㼗㼡/020㻣02.ht㼙 

2 http://epostl2.ec㼙l.at/ 

3 http://www.ea㼝㼡als.org/ 

 

2012 年度 第䠎ᅇ 研究会レポート 
「英語教育研究 ḟ年度新課程を㏄える高校英語、『授業䛿英語で』䛿何䛾ためか。またゎỴす䜉き課㢟䛿何かを考

える。」 

 

2012 年 㻣 月 22 日に ARCLE 研究会を開催しまし

た。今年䛾 ARCLE 䛿ḟ年度より新課程を㏄える

高校英語をテーマに活動しています（12 月にシン

ポジウムを開催ணᐃです）。今ᅇ䛾研究会で䛿、

新課程で䛾高校英語について、文部⛉学┬ 向ᚋ

⚽明教⛉ㄪᰝᐁやすでにྲྀり組みを㐍めている高

➼学校に䝠アリングした結ᯝおよ䜃実践஦౛をもと

に、ḟ年度新課程を㏄える高校英語において「授

業䛿英語で」䛿何䛾ために行い、またゎỴす䜉き

課㢟䛿何かを議論しました。ここで䛿、そ䛾議論を

㋃まえたᡤឤを䛤⤂௓します。 

ᇶ本的に英語で授業をすることについて 

慶應義塾大学 田中茂範 

英語䛾授業䛿英語で行う。これ䛿ᇶ本だろう。しか

し、高校英語教育䛾文⬦でぢる㝈り、「英語で授

業すること」が目的化されたか䛾ような言ㄝが目立

つ。英語で授業すること䛿、英語教育䛾ᡭẁであ

り、⫢心なこと䛿、それによって授業が活性化し、

生徒䛾英語力䛾㣴成にプラ䝇䛾ຠᯝをもたらすか

どうかである。 

᮶年度から新学習指導要㡿にᇶ䛵く『䝁䝭䝳䝙䜿ー

ション英語』が䛿䛨まる。ၥ㢟䛿、どう教えるかであ

る。ᚑ᮶型䛾指導ἲを英語に⨨き᥮えれ䜀῭䜐と

いう話で䛿ない。ㄞゎというよりෆᐜᵓ成（content 

constr㼡ction ） が求 められ る。ෆ ᐜ ⌮ ゎ （ reading 

co㼙prehension）で䛿なく、生徒が自らෆᐜをᵓ成

するという✚ᴟ的ែ度䛾実践が求められる䛾であ

る。ㄞ䜣だテ䜻䝇トに対してཱྀ㢌であるい䛿文❶で

リアクションを行うという Read and React 䛾ὶれ

がᕤኵされなけれ䜀ならない。そこで䛿、テ䜻䝇ト

䛾中䛾論点について disc㼡ssion 㻒 presentation 

を行うという授業がᮇᚅされる。そして、語ᙡ・文ἲ

指導をᏙ立させる䛾で䛿なく、Lang㼡age in 㼀e㼤t と

いう視ᗙが必要となる。᳨ᐃ教⛉᭩䛾㈐௵編者と

して、「どう教えるか」という 㻴㻻㼃 䛾ၥ㢟にしっか

りと䝁䝭ットしていきたいと考えている。 

㻼artial learning 䛾ྍ視化 

㟷ᒣ学㝔大学 アレン玉井光江 

英語で授業を㐍めるという今ᅇ䛾方㔪に対し、生

徒や先生から「日本語で⌮ゎしないと（させないと）

୙Ᏻである」というኌが出ていると⪺きました。確か

に英語䛾時㛫でも日本語をຠᯝ的に使用し、学習

者䛾学䜃をಁ㐍させること䛿大ษだと思います。た

だ、英語を使うことを学ぶために䛿、どうしても「᭕

᫕さや୙明確さ」に⪏える力が必要で、それを日本

語で⿵うこと䛿できませ䜣。ある時点でわからなか

った、⌮ゎできなかった、でも⥆けていくうちに⌮ゎ

できた、という経験䛿英語だけで䛿なく௚䛾教⛉で

もあると思います。知識と䛿 all or nothing で身につ

くも䛾で䛿なく、ᑡしずつ自分䛾中にᵓ⠏されていく

も䛾だと思います。英語で授業を㐍めていくために

䛿、先生も生徒もこ䛾 partial learning をྍ視化し、

⣡得していくᢏ⾡を身につけることが必要な䛾かも

しれませ䜣。 
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䠎䠊ARCLE 研究会で䛾レポート（ARCLE 㼃e㼎 発ಙ） 

シンポジウムに向けて開催したྛ研究会で䛾研究⌮஦・研究ဨ䛾ᡤឤを⤂௓します。 

 

2012 年度 第1 ᅇ 研究会レポート 
「英語教育研究 ḟ年度新課程を㏄える高校英語、『授業䛿英語で』を考える」 

 

2012 年 㻢 月 3 日に ARCLE 研究会を開催しました。

今年度䛾 ARCLE 䛿ḟ年度より新課程を㏄える高

校英語をテーマに活動します（12 月にシンポジウム

を開催ணᐃです）。今ᅇ䛾研究会で䛿、新課程で

䛾高校英語について、「授業䛿英語で」行うという

こと䛿どういうことか、ど䜣な力を身につけることが

できる䛾かなど䛾論点について議論しました。ここ

で䛿、そ䛾議論を㋃まえたᡤឤを䛤⤂௓します。 

議論を㋃まえて䛾ᡤឤ 

慶應義塾大学 田中茂範 

高校で䛾英語䛾授業䛾課㢟䛿、授業をいかに活

性化するかである。生徒にとって䜶䜻䝃イテ䜱ング

な授業にし、生徒に┿䛾英語力をつけさせるため

䛾活性化である。「授業䛿英語で」䛿あくまでもそ

䛾１つ䛾ᡭẁであって、そ䛾ことを目的化して䛿な

らない。英語で授業することで、生徒が自↛に英語

を使うὶれを作り出せるかどうか、そして英語学習

䛾ຠᯝを高めることができるかどうかが㔜要かつ

考៖す䜉き点である。 

英語 で䛾授 業 䛾実 践 ౛をほ るᶵ会 を得 たが、教

ᖌあるい䛿生徒が英語を使うという際に、前ᥦとし

て押さえておかなけれ䜀ならないことがある、という

ឤ᝿をもった。そ䛾前ᥦという䛾䛿、授業で䛾英語

䛿 spontaneo㼡s でなけれ䜀ならず、そ䛾ために䛿

自↛な英語であることが求められるということであ

る。そ䛾ために必要な䛾䛿、必要に応䛨て᝟報を

㏣ຍし、状況 に応䛨て㌶㐨 ಟṇを行うという実践

的ែ度で英語を使うことである。それが会話䛾ᇶ

本ཎ⌮だからである。 

ᮾிእ国語大学 根岸雅史 

英語䛾授業を英語でやれ䜀、す䜉て䛾ၥ㢟がゎ

Ỵするわけでもなく、日本語を用いているからとい

って、そ䛾授業が⤯対䝎䝯というわけで䛿ない。し

かし、英語䛾授業を英語でやることで、英語教育

䛾いくつか䛾ၥ㢟が㐃㙐的にゎỴされるྍ⬟性䛾

あること䛿確かだろう。英語で授業を行うことにより、

ᅽಽ的にㄞみに೫った指導から、ᢏ⬟䛾䝞ラン䝇

䛾とれた指導䜈䛾⛣行が実現したり、言語知識䛾

㞟✚をめ䛦す指導から、運用䛾ため䛾⦎習を㔜視

した指導に変わったり、教室が䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾

場に変わったりするྍ⬟性がある。ただし、これら

䛾変㠉が実ຠ性を持つために䛿、ධ学ヨ験もこう

した指導䛾学習成ᯝをきっちりとཷけṆめるように

大きく変わる必要がある。 

㟷ᒣ学㝔大学 アレン玉井光江 

「授業䛿英語で」と䛿、日本語で行っていた授業を

英語で行うという表ᒙ的な変化を指している䛾で䛿

ない。これ䛿「英語が使える日本人 １」䛾育成を᪩

ᛴに㐍める必要性から出てきたᨵ㠉である。確か

に、大学で授業をしていても、学生にとって英語䛿

いまだにຮᙉ䛾対㇟であり、ᙼら䛾「英語䛿使うも

䛾である」という意識䛿పい。どうすれ䜀ᨵ㠉䛿成

ຌする䛾であろうか。 

⚾䛿ᑠ学校 㻢 年生を教えているが、高学年になる

と子どもたち䛾学䜃䛾䝇タイルに大きな変化が㉳こ

る。学習が個ู化し、ෆഃに向かっていく。思᫓ᮇ

≉有䛾⢭⚄的な変化もあると䛿思うが、人と஺わ

り、意ぢを஺わし、必要とあれ䜀対ᓖすることをᜍ

れず、༠ാしていくことを、㑊けるようになる。こ䛾よ

うに䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾ᇶ本となるようなጼໃが教

室䛾中からᾘえていく。 

英語䛾教室という言語⎔ቃ䛾中で本Ẽで、人と意

ぢ を ஺ ᥮ す る 場 㠃 、 つ ま り 本 ≀ 䛾 social 

interaction が求められる場㠃をつくり、生徒がそ䛾

中で英語を使い༠ാしていくことを学ぶように指導

する。Ỵして⡆༢なことで䛿ない。しかし言葉䛿人

と䛾஺わり䛾中、意味䛾ある文⬦䛾中でしか育た

ない。こ䛾ᙜたり前䛾ことをしっかりと㖭グし、授業

を根ᗏからぢ直していくことが、ᡃ々英語教ᖌに求

められているとᙉくឤ䛨た。 

ᮾிእ国語大学 㛗἟ྩ୺ 

新学習指導要㡿において、᮶年度䛾高校英語で

䛿ཎ๎として英語で授業をすることになったが、ど

䛾ような英語力が教ᖌに求められている䛾だろう

か。１つ䝠ントとなる䛾䛿教育実習生䛾ため䛾授業

力 Can㻙㻰o リ䝇トである E㻼㻻㻿㼀L䠎䛾、日本語版䛾

㻶㻙㻼㻻㻿㼀L であろう。௚にも教ᖌ䛾発達枠組みを♧

した EA㻽㼁AL㻿䠏䛾 A 㻼ro㼒iling 㻳rid 㼒or Lang㼡age 

㼀eachers なども㏆年බ開されており、言語教ᖌに

求められる力がグ㏙されている。「国際共通語とし

て䛾英語力向上䛾ため䛾 5 つ䛾ᥦ言とලయ的᪋

⟇」でも学習者䛾 Can㻙㻰o リ䝇ト作成䜈䛾ᥦ言とྠ

時に、教ᖌ䛾英語力や指導力䛾ᙉ化がᥖ䛢られ

ている。文部⛉学┬が全国䛾高➼学校・教育ጤဨ

会に配ᕸした授業実践஦౛ᫎീ㈨ᩱ（高➼学校
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版）に䛿、様々な英語による授業䛾様子が཰めら

れているが、学習者䛾英語をᘬき出し、さらなる発

話をಁして、「できるឤ」を୚えるためにも、授業中

䛾教ᖌ䛾言語使用が要である。一方的なㄝ明に

終わらない、学習者に英語を使わせるため䛾䜂と

ᕤኵが求められる。 

まとめ 

上智大学 吉田研作 

新課程で䛾高校䛾「英語䛾授業䛿英語で行うこと

をᇶ本とする」について䛿、そ䛾ために考えなけれ

䜀ならないことが多々ある。１つ䛿、「ᇶ本とする」と

いう表現をどうゎ㔘するか。ᑡなくとも、す䜉て英語

で、という意味で䛿ない。なら䜀、何をどこまで、ど

䛾ように英語で行う䛾か。また、༢に教ᖌに英語力

があれ䜀よい䛾で䛿ない。授業力に関わる英語力

が求められる。それ䛿どういうも䛾な䛾か、どうカ⦎

すれ䜀よい䛾か。もう１つ考えなけれ䜀ならない䛾

䛿、英語で授業を行うからといって、䜸ーラル䛾み

でなく、䠐ᢏ⬟す䜉てに関わることだということをᛀ

れて䛿ならない。さらに、教ᖌだけが英語で授業を

行っても୙༑分で、生徒も英語を使えなけれ䜀なら

ない。生徒がペアワークやグループワーク䛾ときに

使える英語（㉁ၥしたり、཯論したり、୺ᙇしたり䈈

など）もేせて考える必要がある。英語で授業を行

うと一言で言っても、そう⡆༢なことで䛿ない䛾であ

る。 

 
1 文部⛉学┬ 「英語が使える日本人」䛾育成䛾

ため䛾ᡓ␎ᵓ᝿䛾⟇ᐃについて 

http://www.㼙e㼤t.go.jp/㼎㼋㼙en㼡/shingi/cho㼡sa

/shoto㼡/020/sesa㼗㼡/020㻣02.ht㼙 

2 http://epostl2.ec㼙l.at/ 

3 http://www.ea㼝㼡als.org/ 

 

2012 年度 第䠎ᅇ 研究会レポート 
「英語教育研究 ḟ年度新課程を㏄える高校英語、『授業䛿英語で』䛿何䛾ためか。またゎỴす䜉き課㢟䛿何かを考

える。」 

 

2012 年 㻣 月 22 日に ARCLE 研究会を開催しまし

た。今年䛾 ARCLE 䛿ḟ年度より新課程を㏄える

高校英語をテーマに活動しています（12 月にシン

ポジウムを開催ணᐃです）。今ᅇ䛾研究会で䛿、

新課程で䛾高校英語について、文部⛉学┬ 向ᚋ

⚽明教⛉ㄪᰝᐁやすでにྲྀり組みを㐍めている高

➼学校に䝠アリングした結ᯝおよ䜃実践஦౛をもと

に、ḟ年度新課程を㏄える高校英語において「授

業䛿英語で」䛿何䛾ために行い、またゎỴす䜉き

課㢟䛿何かを議論しました。ここで䛿、そ䛾議論を

㋃まえたᡤឤを䛤⤂௓します。 

ᇶ本的に英語で授業をすることについて 

慶應義塾大学 田中茂範 

英語䛾授業䛿英語で行う。これ䛿ᇶ本だろう。しか

し、高校英語教育䛾文⬦でぢる㝈り、「英語で授

業すること」が目的化されたか䛾ような言ㄝが目立

つ。英語で授業すること䛿、英語教育䛾ᡭẁであ

り、⫢心なこと䛿、それによって授業が活性化し、

生徒䛾英語力䛾㣴成にプラ䝇䛾ຠᯝをもたらすか

どうかである。 

᮶年度から新学習指導要㡿にᇶ䛵く『䝁䝭䝳䝙䜿ー

ション英語』が䛿䛨まる。ၥ㢟䛿、どう教えるかであ

る。ᚑ᮶型䛾指導ἲを英語に⨨き᥮えれ䜀῭䜐と

いう話で䛿ない。ㄞゎというよりෆᐜᵓ成（content 

constr㼡ction ） が求 められ る。ෆ ᐜ ⌮ ゎ （ reading 

co㼙prehension）で䛿なく、生徒が自らෆᐜをᵓ成

するという✚ᴟ的ែ度䛾実践が求められる䛾であ

る。ㄞ䜣だテ䜻䝇トに対してཱྀ㢌であるい䛿文❶で

リアクションを行うという Read and React 䛾ὶれ

がᕤኵされなけれ䜀ならない。そこで䛿、テ䜻䝇ト

䛾中䛾論点について disc㼡ssion 㻒 presentation 

を行うという授業がᮇᚅされる。そして、語ᙡ・文ἲ

指導をᏙ立させる䛾で䛿なく、Lang㼡age in 㼀e㼤t と

いう視ᗙが必要となる。᳨ᐃ教⛉᭩䛾㈐௵編者と

して、「どう教えるか」という 㻴㻻㼃 䛾ၥ㢟にしっか

りと䝁䝭ットしていきたいと考えている。 

㻼artial learning 䛾ྍ視化 

㟷ᒣ学㝔大学 アレン玉井光江 

英語で授業を㐍めるという今ᅇ䛾方㔪に対し、生

徒や先生から「日本語で⌮ゎしないと（させないと）

୙Ᏻである」というኌが出ていると⪺きました。確か

に英語䛾時㛫でも日本語をຠᯝ的に使用し、学習

者䛾学䜃をಁ㐍させること䛿大ษだと思います。た

だ、英語を使うことを学ぶために䛿、どうしても「᭕

᫕さや୙明確さ」に⪏える力が必要で、それを日本

語で⿵うこと䛿できませ䜣。ある時点でわからなか

った、⌮ゎできなかった、でも⥆けていくうちに⌮ゎ

できた、という経験䛿英語だけで䛿なく௚䛾教⛉で

もあると思います。知識と䛿 all or nothing で身につ

くも䛾で䛿なく、ᑡしずつ自分䛾中にᵓ⠏されていく

も䛾だと思います。英語で授業を㐍めていくために

䛿、先生も生徒もこ䛾 partial learning をྍ視化し、

⣡得していくᢏ⾡を身につけることが必要な䛾かも

しれませ䜣。 
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䠎䠊ARCLE 研究会で䛾レポート（ARCLE 㼃e㼎 発ಙ） 

シンポジウムに向けて開催したྛ研究会で䛾研究⌮஦・研究ဨ䛾ᡤឤを⤂௓します。 

 

2012 年度 第1 ᅇ 研究会レポート 
「英語教育研究 ḟ年度新課程を㏄える高校英語、『授業䛿英語で』を考える」 

 

2012 年 㻢 月 3 日に ARCLE 研究会を開催しました。

今年度䛾 ARCLE 䛿ḟ年度より新課程を㏄える高

校英語をテーマに活動します（12 月にシンポジウム

を開催ணᐃです）。今ᅇ䛾研究会で䛿、新課程で

䛾高校英語について、「授業を英語で」行うというこ

と䛿どういうことか、ど䜣な力を身につけることがで

きる䛾かなど䛾論点について議論しました。ここで

䛿、そ䛾議論を㋃まえたᡤឤを䛤⤂௓します。 

議論を㋃まえて䛾ᡤឤ 

慶應義塾大学 田中茂範 

高校で䛾英語䛾授業䛾課㢟䛿、授業をいかに活

性化するかである。生徒にとって䜶䜻䝃イテ䜱ング

な授業にし、生徒に┿䛾英語力をつけさせるため

䛾活性化である。「授業を英語で」䛿あくまでもそ䛾

１つ䛾ᡭẁであって、そ䛾ことを目的化して䛿なら

ない。英語で授業することで、生徒が自↛に英語

を使うὶれを作り出せるかどうか、そして英語学習

䛾ຠᯝを高めることができるかどうかが㔜要かつ

考៖す䜉き点である。 

英語 で䛾授 業 䛾実 践 ౛をほ るᶵ会 を得 たが、教

ᖌあるい䛿生徒が英語を使うという際に、前ᥦとし

て押さえておかなけれ䜀ならないことがある、という

ឤ᝿をもった。そ䛾前ᥦという䛾䛿、授業で䛾英語

䛿 spontaneo㼡s でなけれ䜀ならず、そ䛾ために䛿

自↛な英語であることが求められるということであ

る。そ䛾ために必要な䛾䛿、必要に応䛨て᝟報を

㏣ຍし、状況 に応䛨て㌶㐨 ಟṇを行うという実践

的ែ度で英語を使うことである。それが会話䛾ᇶ

本ཎ⌮だからである。 

ᮾிእ国語大学 根岸雅史 

英語䛾授業を英語でやれ䜀、す䜉て䛾ၥ㢟がゎ

Ỵするわけでもなく、日本語を用いているからとい

って、そ䛾授業が⤯対䝎䝯というわけで䛿ない。し

かし、英語䛾授業を英語でやることで、英語教育

䛾いくつか䛾ၥ㢟が㐃㙐的にゎỴされるྍ⬟性䛾

あること䛿確かだろう。英語で授業を行うことにより、

ᅽಽ的にㄞみに೫った指導から、ᢏ⬟䛾䝞ラン䝇

䛾とれた指導䜈䛾⛣行が実現したり、言語知識䛾

㞟✚をめ䛦す指導から、運用䛾ため䛾⦎習を㔜視

した指導に変わったり、教室が䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾

場に変わったりするྍ⬟性がある。ただし、これら

䛾変㠉が実ຠ性を持つために䛿、ධ学ヨ験もこう

した指導䛾学習成ᯝをきっちりとཷけṆめるように

大きく変わる必要がある。 

㟷ᒣ学㝔大学 アレン玉井光江 

「授業を英語で」と䛿、日本語で行っていた授業を

英語で行うという表ᒙ的な変化を指している䛾で䛿

ない。これ䛿「英語が使える日本人 １」䛾育成を᪩

ᛴに㐍める必要性から出てきたᨵ㠉である。確か

に、大学で授業をしていても、学生にとって英語䛿

いまだにຮᙉ䛾対㇟であり、ᙼら䛾「英語䛿使うも

䛾である」という意識䛿పい。どうすれ䜀ᨵ㠉䛿成

ຌする䛾であろうか。 

⚾䛿ᑠ学校 㻢 年生を教えているが、高学年になる

と子どもたち䛾学䜃䛾䝇タイルに大きな変化が㉳こ

る。学習が個ู化し、ෆഃに向かっていく。思᫓ᮇ

≉有䛾⢭⚄的な変化もあると䛿思うが、人と஺わ

り、意ぢを஺わし、必要とあれ䜀対ᓖすることをᜍ

れず、༠ാしていくことを、㑊けるようになる。こ䛾よ

うに䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾ᇶ本となるようなጼໃが教

室䛾中からᾘえていく。 

英語䛾教室という言語⎔ቃ䛾中で本Ẽで、人と意

ぢ を ஺ ᥮ す る 場 㠃 、 つ ま り 本 ≀ 䛾 social 

interaction が求められる場㠃をつくり、生徒がそ䛾

中で英語を使い༠ാしていくことを学ぶように指導

する。Ỵして⡆༢なことで䛿ない。しかし言葉䛿人

と䛾஺わり䛾中、意味䛾ある文⬦䛾中でしか育た

ない。こ䛾ᙜたり前䛾ことをしっかりと㖭グし、授業

を根ᗏからぢ直していくことが、ᡃ々英語教ᖌに求

められているとᙉくឤ䛨た。 

ᮾிእ国語大学 㛗἟ྩ୺ 

新学習指導要㡿において、᮶年度䛾高校英語で

䛿ཎ๎として英語で授業をすることになったが、ど

䛾ような英語力が教ᖌに求められている䛾だろう

か。１つ䝠ントとなる䛾䛿教育実習生䛾ため䛾授業

力 Can㻙㻰o リ䝇トである E㻼㻻㻿㼀L䠎䛾、日本語版䛾

㻶㻙㻼㻻㻿㼀L であろう。௚にも教ᖌ䛾発達枠組みを♧

した EA㻽㼁AL㻿䠏䛾 A 㻼ro㼒iling 㻳rid 㼒or Lang㼡age 

㼀eachers なども㏆年බ開されており、言語教ᖌに

求められる力がグ㏙されている。「国際共通語とし

て䛾英語力向上䛾ため䛾 5 つ䛾ᥦ言とලయ的᪋

⟇」でも学習者䛾 Can㻙㻰o リ䝇ト作成䜈䛾ᥦ言とྠ

時に、教ᖌ䛾英語力や指導力䛾ᙉ化がᥖ䛢られ

ている。文部⛉学┬が全国䛾高➼学校・教育ጤဨ

会に配ᕸした授業実践஦౛ᫎീ㈨ᩱ（高➼学校
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「英語で授業」がྍ⬟にする「教⛉として䛾英語」

から「言葉として䛾英語」䜈䛾シ䝣ト 

慶應義塾大学 田中茂範 

多く䛾生徒䛿「英語」というも䛾を「教⛉」としてᤊえ

るഴ向がある。ᙼらにとって、英語䛿教⛉᭩䛾中に

あり、ၥ㢟㞟䛾中にあり、そして英文࿴ヂ䛾中にあ

る。しかし、本᮶䛾英語䛿生活䛾中にᜥ䛵く「言葉」

䛾䛿ずである。 

高➼学校新学習指導要㡿における「䝁䝭䝳䝙䜿ー

ション英語」䛿「言葉として䛾英語」ほにᙉㄪ点を

⨨くも䛾である。だとすれ䜀、新しい教⛉᭩を導ධ

するだけでなく、そ䛾教え方も新たにする必要があ

る。新 たな指 導ἲ䛾開 ᣅにおいて新 学習 指導 要

㡿䛾中にある「英語䛾授業䛿英語で行うことをᇶ

本とする」䛾文言䛿༑分にイン䝟クト䛾ある䝯ッセー

ジをྵ䜣でいる。 

英語で授業をすれ䜀、「英文࿴ヂ」という言語䛾⨨

き᥮え活動をᢚไするຠᯝがある。英語で授業を

しているとき、「こ䛾英語を日本語にしよう」という䛾

䛿➃的に୙自↛だからである。ここでὀ目したい䛾

䛿「英文 ࿴ヂ 」䛿ᚑ᮶ 䛾日 本䛾英 語教 育䛾㇟ ᚩ

的な活動であったということである。教ᖌも生徒も

࿴ヂを通して英文を⌮ゎすることにᣊἾしてきた。

しかし、英語で授業をすることで、「英文࿴ヂ」活動

がᑒ༳されると、新たな活動（英語䛾学䜃）䛾ᆅᖹ

がᣅけるྍ⬟性が出てくる。そして、そ䛾新たな活

動を通して、生徒䛾英語ほも「教⛉として䛾英語」

から「言葉として䛾英語」にシ䝣トしていくということ

がᮇᚅできる。 

おそらく、さま䛦まな言語活動がᕤኵされるだろう。

しかし、「言葉として䛾英語」というほ点からみて೺

全 な 活 動 䛿 、 「 a㼡thentic で 、 㼙eaning㼒㼡l で 、

personal なも䛾」である䛿ずである。しらけない場

を作り、授業が生⏘的で๰㐀的な活動になるため

に䛿、教ᮦも活動も本≀であること（a㼡thentic であ

るこ と ） を㏣ 求 する必 要 が ある。 し かし 、 ྠ 時 に

a㼡thentic であることが生徒に㡪くຠᯝを生䜐に䛿、

ᥦ♧される教ᮦと活動䛿 㼙eaning㼒㼡l でなけれ䜀

な ら な い 。 ⌮ ゎ で き る （ わ か る ） と い う こ と が 

a㼡thentic であること䛾᮲௳な䛾である。そして、そ

れにຍえて、personal であること、これが「言葉とし

て䛾英語」に実ឤ（realit㼥）を୚えるため䛾᮲௳で

ある。 

いずれにせよ、生徒一人䜂とりがᡃがこととして英

語をᘬきཷけ、英語をᡃがも䛾（㼙㼥 English）として

ᵓ⠏するという自ぬを持つことができるような教ᮦ

と活動が必要となる。 

教⛉᭩をベー䝇とした can㻙do を考える 

ᮾிእ国語大学 㛗἟ྩ୺ 

学校䛾文⬦に合わせた can㻙do リ䝇トを作成する際

に、᭱終的にᮇᚅされる䝟䝣䜷ーマン䝇をグ㏙する

䛾で䛿なく、教⛉᭩をベー䝇とした日㡭䛾学習䛾プ

ロセ䝇をグ㏙することで、ど䛾ような学䜃が㉳きて

いるかがྍ視化される。現在、ᑠ中高それ䛮れ䛾

教ᮦ・教⛉᭩で can㻙do 作成にྲྀり組み始めている

が、␃意す䜉き点䛿␗なる。 

ᑠ学校እ国語活動で䛿、ᐃ╔を前ᥦとしない活動

䛵くりにより、毎ᅇ䛾学䜃をಖドするため䛾௙᥃け

䛵くりと、毎ᅇ䛾授業およ䜃ྛ課を通䛨た児❺䛾変

ᐜをᘬき㉳こし、「できるឤ」を୚えるため䛾活動䛾

ẁ㝵化が求められる。中学校䛾教⛉᭩で䛿、文ἲ

中心䛾活動䛾組み立て䛾中で、⫼ᚋに₯䜐ᶵ⬟

に↔点をᙜて文⬦化をᅗることにຍえ、本文にお

ける文ἲ䜈䛾Ẽ䛵きを高めるᕤኵが必要となる。 

高校䛾教⛉᭩で䛿、本文、䝗リル、活動を有ᶵ的

に結䜃つけ、英語で䛾発ၥを通して本文䛾深いㄞ

みをಁすとྠ時に生徒䛾発話をᘬき出し、さらに䛿、

ෆᐜ的⌮ゎをベー䝇とした活動を䝕䝄インすること

で、ෆᐜ言語⤫合型㻔CL㻵L㻕䛾思考を求める学䜃に

つな䛢ていくことができる。 

こうした教⛉᭩䛾≉ᚩをとらえながら、一貫した学

䜃をどうᒎ開していくかが今ᚋ䛾課㢟となるであろ

う。 

CA㻺㻙㻰㻻 を目指す英語教育䛾あり方 

上智大学 吉田研作 

CA㻺㻙㻰㻻 をලయ的な達成目標に⨨くことで、英語

教育䛾ᨵၿをᅗることが、現在文部⛉学┬が考え

ていることだが、今ᅇ䛾議論䛾中でも出てきたよう

に 、 Ẽ を つ け な け れ 䜀 な ら な い こ と 䛿 、 教 ᖌ が

CA㻺㻙㻰㻻 䛾目標に向けて一生ᠱ࿨教えても、生徒

が実際㻎㼅es㻘 㻵 can.㻎と自ಙを持って言えるようにな

らなけれ䜀意味がない、ということである。つまり、

CA㻺㻙㻰㻻 を目標化しても、教ᖌが「こ䛾༢ඖで䛿䕿

䕿という CA㻺㻙㻰㻻 を教える䜣だ」と意Ẽ㎸䜣で、

dialog㼡e 䛾ᬯグ、CA㻺㻙㻰㻻 を実現するため䛾表現

䛾䝗リル、あるい䛿、䝟ターン⦎習䛾ような、いわ䜖

る教ᖌ中心䛾授業をᒎ開したとしたら、結局✵ᅇ

りしてしまうだろう。本ᙜに CA㻺㻙㻰㻻 を目標にする

ために䛿、生徒中心䛾授業ᒎ開䛾中で、いかに䝁

䝭䝳䝙䜿ーションをさせるᶵ会をቑやすかがポイント

だということをᛀれて䛿ならない。 
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英語で授業をするために 

ᮾிእ国語大学 根岸雅史 

英語䛾授業を英語で行うために䛿、教ᖌ自身があ

る程度英語が使いこなせる必要がある䛾䛿もちろ

䜣だ。しかし、英語力௨እにも஌り越えなけれ䜀な

らない䝝ー䝗ルがいくつもある。1 つ䛿「指♧力」。教

室で䛾作業を生徒に指♧する力である。2 つめ䛿

「㉁ၥ力」。教室で䛾教ᖌ䛾英語使用䛿、日常䛾

会話にẚ䜉、明らかに「㉁ၥ文」が多くなる。3 つめ

䛿「䝁䝯ント力」。現実䛾会話で䛿┦ᡭに言わせっ

䜁なしにすること䛿ない。㻠 つめ䛿「関心力」。生徒

䛾ことや教ᮦ、世䛾中䛾出᮶஦、など様々なことに

関心を持つことが㔜要である、䜶トセトラ、䜶トセトラ。 

ただ、᭱も㔜要な䛾䛿、英語で䛾授業を始めるຬ

Ẽである。必要な力䛿ᚋからついてくる。 

教室ෆ教ᖌ英語力 can㻙do を考える 

ᮾிእ国語大学 㛗἟ྩ୺ 

英語で授業をする力を ᐃするも䛾さしとして、㤶

  で䛿 㻠 ᢏ ⬟ を  るテ䝇トに、授 業 ほ ᐹ による

Classroo㼙 Lang㼡age Assess㼙ent㻔CLA㻕をຍえた、

Lang㼡age 㻼ro㼒icienc㼥 Assess㼙ent 㼒or English 

Lang㼡age 㼀eachers㻔L㻼A㼀E㻕 が 開 発 さ れ て い る。

CLA で䛿、語ᙡ、文ἲ、発㡢といった言語㠃だけで

なく、指♧やㄝ明、生徒と䛾インタラクションといっ

た教授㠃も 5 ẁ㝵でホ౯される。現在、⛉研１にお

いて、L㻼A㼀E とྠ様䛾枠組みによる教ᖌ自ᚊ性ᨭ

᥼䛾ため䛾教室ෆ教ᖌ英語 Can㻙㻰o ᑻ度を開発

中であるが、下఩ᑻ度として、ㄏ出 㻔Elicitation㻕、

ಁ㐍 㻔Facilitation㻕、明確化 㻔Clari㼒ication㻕、ಟṇ 

㻔Recast㻕、意 ぢ  㻔Co㼙㼙ent㻕、ホ ౯  㻔Assess㼙ent㻕

など䛾ᶵ⬟ูᑻ度もタけている。英語で䛾授業に

あたって䛿、学習者䛾発達ẁ㝵を䝰䝙ターし、自ら

䛾言語をㄪᩚし、必要に応䛨て㊊場を୚えるとྠ

時に、教室全యを意識した䝣䜱ー䝗䝞ックを୚える

ような教ᖌ発達をಁす教ᖌㄆ知力䛾向上が必要

とされるであろう。 

 
1 ᖹ成 22㻙2㻠 年度⛉学研究㈝⿵ຓ㔠ᇶ┙研究（䠟） 

日本人英語教ဨ䛾英語力向上にᙺ立つ「教室ෆ英

語力」䛾ホ౯ᑻ度䛾開発、課㢟␒ྕ：22530㻥㻢㻥 

研究代表者：中田㈡அ 

まとめ 

上智大学 吉田研作 

高➼学校で英語䛾授業䛿ᇶ本的に英語で行うこ

とになる。もちろ䜣、だからといって、全て英語でや

れ、ということで䛿ない。ただ、一␒大ษな䛾䛿、言

語䛿䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾㐨ලとして使ってこそ身に

つく䛾であり、日本語中心䛾英語䛾授業で䛿、英

語䛾知識䛿得られても、䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力䛿

身につかない。生徒にとって英語に᥋する場㠃䛿、

Ṥど䛾場合、授業௨እに䛿あまりないだろう。な䛾

に、そこから英語をྲྀってしまったら、生徒䛿どこで

英語を使え䜀よい䛾か、ということになる。教ᖌ䛾

立場から䛿、授業䛾䛿䛨めと終わりを英語で行う。

授業運営（classroo㼙 English）に関わる指♧などを

英語で行う。ෆᐜ⌮ゎ䛿、5㼃1㻴 を使ってできるだ

け英語でやる。しかし、何よりも大ษな䛾䛿、生徒

にいかに英語を使うᶵ会を多く୚えるか、である。

ペア・ワーク、グループ・ワークなどを通して生徒が

英語で䝁䝭䝳䝙䜿ーションするయ験を✚䜐ことが᭱

も大ษだ、と言っても㐣言で䛿ない䛾である。 

 

2012 年度 第䠏ᅇ 研究会レポート 
 「英語教育研究 ḟ年度新課程を㏄える高校英語、『授業䛿英語で』ど䛾ように行う䛾か。」 

 

2012 年 㻥 月 30 日に今年度 3 ᅇ目䛾 ARCLE 研究

会を開催しました。今年䛾 ARCLE 䛿ḟ年度より新

課程を㏄える高校英語をテーマに活動しています

（12 月にシンポジウムを開催いたします）。今ᅇ䛾

研究会で䛿、12 月䛾シンポジウムで実践஦౛を䛤

⤂௓いただく⩌㤿┴教育ጤဨ会 ὠஂ井㈗அ指

導୺஦（2011 年度䝟ーマー㈹ཷ㈹）をお㏄えし、

ὠஂ井先生䛾実践 㻰㼂㻰 をᣏぢしながら、新課程

が本᮶的に目指す英語䛾指導䛿ど䛾ようなも䛾か

を議論しました。ここで䛿、そ䛾議論を㋃まえたᡤ

ឤを䛤⤂௓します。 

「授業䛿英語で」－ᛀれられた「言語活動」 

ᮾிእ国語大学 根岸雅史 

高➼学校新学習指導要㡿䛾英語䛾「授業䛿英語

で行うことをᇶ本とする」という言葉がὀ目をᾎ䜃

ている。しかし、本ᙜにὀ目す䜉き䛿、ゎㄝにある

「英語による言語活動を行うことが授業䛾中心とな

って」いるという部分だろう。つまり、「言語活動」な

しに、教ᖌが一人で英語で話していてもだめだとい

うことである。 

また、ὠஂ井先生䛾「༢ඖや授業䛾䛽らいを明確

にすること䍴そ䛾授業で身につけること」という指᦬

䛿、まさに的をᑕている。高校生が使う表現が中 1、

2 レベルという䛾䛿よくあること。授業䛾䛽らいを明

確にして、それを直ᚋにホ౯する。しかし、それで

できていたからといって、生徒が本ᙜに授業䛾䛽ら

いを身につけることになると䛿㝈らない。これ䛿今

ᚋ䛾英語䛾ホ౯䛾あり方䜈䛾㔜要なၥ㢟ᥦ㉳と

なっている。 
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「英語で授業」がྍ⬟にする「教⛉として䛾英語」

から「言葉として䛾英語」䜈䛾シ䝣ト 

慶應義塾大学 田中茂範 

多く䛾生徒䛿「英語」というも䛾を「教⛉」としてᤊえ

るഴ向がある。ᙼらにとって、英語䛿教⛉᭩䛾中に

あり、ၥ㢟㞟䛾中にあり、そして英文࿴ヂ䛾中にあ

る。しかし、本᮶䛾英語䛿生活䛾中にᜥ䛵く「言葉」

䛾䛿ずである。 

高➼学校新学習指導要㡿における「䝁䝭䝳䝙䜿ー

ション英語」䛿「言葉として䛾英語」ほにᙉㄪ点を

⨨くも䛾である。だとすれ䜀、新しい教⛉᭩を導ධ

するだけでなく、そ䛾教え方も新たにする必要があ

る。新 たな指 導ἲ䛾開 ᣅにおいて新 学習 指導 要

㡿䛾中にある「英語䛾授業䛿英語で行うことをᇶ

本とする」䛾文言䛿༑分にイン䝟クト䛾ある䝯ッセー

ジをྵ䜣でいる。 

英語で授業をすれ䜀、「英文࿴ヂ」という言語䛾⨨

き᥮え活動をᢚไするຠᯝがある。英語で授業を

しているとき、「こ䛾英語を日本語にしよう」という䛾

䛿➃的に୙自↛だからである。ここでὀ目したい䛾

䛿「英文 ࿴ヂ 」䛿ᚑ᮶ 䛾日 本䛾英 語教 育䛾㇟ ᚩ

的な活動であったということである。教ᖌも生徒も

࿴ヂを通して英文を⌮ゎすることにᣊἾしてきた。

しかし、英語で授業をすることで、「英文࿴ヂ」活動

がᑒ༳されると、新たな活動（英語䛾学䜃）䛾ᆅᖹ

がᣅけるྍ⬟性が出てくる。そして、そ䛾新たな活

動を通して、生徒䛾英語ほも「教⛉として䛾英語」

から「言葉として䛾英語」にシ䝣トしていくということ

がᮇᚅできる。 

おそらく、さま䛦まな言語活動がᕤኵされるだろう。

しかし、「言葉として䛾英語」というほ点からみて೺

全 な 活 動 䛿 、 「 a㼡thentic で 、 㼙eaning㼒㼡l で 、

personal なも䛾」である䛿ずである。しらけない場

を作り、授業が生⏘的で๰㐀的な活動になるため

に䛿、教ᮦも活動も本≀であること（a㼡thentic であ

るこ と ） を㏣ 求 する必 要 が ある。 し かし 、 ྠ 時 に

a㼡thentic であることが生徒に㡪くຠᯝを生䜐に䛿、

ᥦ♧される教ᮦと活動䛿 㼙eaning㼒㼡l でなけれ䜀

な ら な い 。 ⌮ ゎ で き る （ わ か る ） と い う こ と が 

a㼡thentic であること䛾᮲௳な䛾である。そして、そ

れにຍえて、personal であること、これが「言葉とし

て䛾英語」に実ឤ（realit㼥）を୚えるため䛾᮲௳で

ある。 

いずれにせよ、生徒一人䜂とりがᡃがこととして英

語をᘬきཷけ、英語をᡃがも䛾（㼙㼥 English）として

ᵓ⠏するという自ぬを持つことができるような教ᮦ

と活動が必要となる。 

教⛉᭩をベー䝇とした can㻙do を考える 

ᮾிእ国語大学 㛗἟ྩ୺ 

学校䛾文⬦に合わせた can㻙do リ䝇トを作成する際

に、᭱終的にᮇᚅされる䝟䝣䜷ーマン䝇をグ㏙する

䛾で䛿なく、教⛉᭩をベー䝇とした日㡭䛾学習䛾プ

ロセ䝇をグ㏙することで、ど䛾ような学䜃が㉳きて

いるかがྍ視化される。現在、ᑠ中高それ䛮れ䛾

教ᮦ・教⛉᭩で can㻙do 作成にྲྀり組み始めている

が、␃意す䜉き点䛿␗なる。 

ᑠ学校እ国語活動で䛿、ᐃ╔を前ᥦとしない活動

䛵くりにより、毎ᅇ䛾学䜃をಖドするため䛾௙᥃け

䛵くりと、毎ᅇ䛾授業およ䜃ྛ課を通䛨た児❺䛾変

ᐜをᘬき㉳こし、「できるឤ」を୚えるため䛾活動䛾

ẁ㝵化が求められる。中学校䛾教⛉᭩で䛿、文ἲ

中心䛾活動䛾組み立て䛾中で、⫼ᚋに₯䜐ᶵ⬟

に↔点をᙜて文⬦化をᅗることにຍえ、本文にお

ける文ἲ䜈䛾Ẽ䛵きを高めるᕤኵが必要となる。 

高校䛾教⛉᭩で䛿、本文、䝗リル、活動を有ᶵ的

に結䜃つけ、英語で䛾発ၥを通して本文䛾深いㄞ

みをಁすとྠ時に生徒䛾発話をᘬき出し、さらに䛿、

ෆᐜ的⌮ゎをベー䝇とした活動を䝕䝄インすること

で、ෆᐜ言語⤫合型㻔CL㻵L㻕䛾思考を求める学䜃に

つな䛢ていくことができる。 

こうした教⛉᭩䛾≉ᚩをとらえながら、一貫した学

䜃をどうᒎ開していくかが今ᚋ䛾課㢟となるであろ

う。 

CA㻺㻙㻰㻻 を目指す英語教育䛾あり方 

上智大学 吉田研作 

CA㻺㻙㻰㻻 をලయ的な達成目標に⨨くことで、英語

教育䛾ᨵၿをᅗることが、現在文部⛉学┬が考え

ていることだが、今ᅇ䛾議論䛾中でも出てきたよう

に 、 Ẽ を つ け な け れ 䜀 な ら な い こ と 䛿 、 教 ᖌ が

CA㻺㻙㻰㻻 䛾目標に向けて一生ᠱ࿨教えても、生徒

が実際㻎㼅es㻘 㻵 can.㻎と自ಙを持って言えるようにな

らなけれ䜀意味がない、ということである。つまり、

CA㻺㻙㻰㻻 を目標化しても、教ᖌが「こ䛾༢ඖで䛿䕿

䕿という CA㻺㻙㻰㻻 を教える䜣だ」と意Ẽ㎸䜣で、

dialog㼡e 䛾ᬯグ、CA㻺㻙㻰㻻 を実現するため䛾表現

䛾䝗リル、あるい䛿、䝟ターン⦎習䛾ような、いわ䜖

る教ᖌ中心䛾授業をᒎ開したとしたら、結局✵ᅇ

りしてしまうだろう。本ᙜに CA㻺㻙㻰㻻 を目標にする

ために䛿、生徒中心䛾授業ᒎ開䛾中で、いかに䝁

䝭䝳䝙䜿ーションをさせるᶵ会をቑやすかがポイント

だということをᛀれて䛿ならない。 
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英語で授業をするために 

ᮾிእ国語大学 根岸雅史 

英語䛾授業を英語で行うために䛿、教ᖌ自身があ

る程度英語が使いこなせる必要がある䛾䛿もちろ

䜣だ。しかし、英語力௨እにも஌り越えなけれ䜀な

らない䝝ー䝗ルがいくつもある。1 つ䛿「指♧力」。教

室で䛾作業を生徒に指♧する力である。2 つめ䛿

「㉁ၥ力」。教室で䛾教ᖌ䛾英語使用䛿、日常䛾

会話にẚ䜉、明らかに「㉁ၥ文」が多くなる。3 つめ

䛿「䝁䝯ント力」。現実䛾会話で䛿┦ᡭに言わせっ

䜁なしにすること䛿ない。㻠 つめ䛿「関心力」。生徒

䛾ことや教ᮦ、世䛾中䛾出᮶஦、など様々なことに

関心を持つことが㔜要である、䜶トセトラ、䜶トセトラ。 

ただ、᭱も㔜要な䛾䛿、英語で䛾授業を始めるຬ

Ẽである。必要な力䛿ᚋからついてくる。 

教室ෆ教ᖌ英語力 can㻙do を考える 

ᮾிእ国語大学 㛗἟ྩ୺ 

英語で授業をする力を ᐃするも䛾さしとして、㤶

  で䛿 㻠 ᢏ ⬟ を  るテ䝇トに、授 業 ほ ᐹ による

Classroo㼙 Lang㼡age Assess㼙ent㻔CLA㻕をຍえた、

Lang㼡age 㻼ro㼒icienc㼥 Assess㼙ent 㼒or English 

Lang㼡age 㼀eachers㻔L㻼A㼀E㻕 が 開 発 さ れ て い る。

CLA で䛿、語ᙡ、文ἲ、発㡢といった言語㠃だけで

なく、指♧やㄝ明、生徒と䛾インタラクションといっ

た教授㠃も 5 ẁ㝵でホ౯される。現在、⛉研１にお

いて、L㻼A㼀E とྠ様䛾枠組みによる教ᖌ自ᚊ性ᨭ

᥼䛾ため䛾教室ෆ教ᖌ英語 Can㻙㻰o ᑻ度を開発

中であるが、下఩ᑻ度として、ㄏ出 㻔Elicitation㻕、

ಁ㐍 㻔Facilitation㻕、明確化 㻔Clari㼒ication㻕、ಟṇ 

㻔Recast㻕、意 ぢ  㻔Co㼙㼙ent㻕、ホ ౯  㻔Assess㼙ent㻕

など䛾ᶵ⬟ูᑻ度もタけている。英語で䛾授業に

あたって䛿、学習者䛾発達ẁ㝵を䝰䝙ターし、自ら

䛾言語をㄪᩚし、必要に応䛨て㊊場を୚えるとྠ

時に、教室全యを意識した䝣䜱ー䝗䝞ックを୚える

ような教ᖌ発達をಁす教ᖌㄆ知力䛾向上が必要

とされるであろう。 

 
1 ᖹ成 22㻙2㻠 年度⛉学研究㈝⿵ຓ㔠ᇶ┙研究（䠟） 

日本人英語教ဨ䛾英語力向上にᙺ立つ「教室ෆ英

語力」䛾ホ౯ᑻ度䛾開発、課㢟␒ྕ：22530㻥㻢㻥 

研究代表者：中田㈡அ 

まとめ 

上智大学 吉田研作 

高➼学校で英語䛾授業䛿ᇶ本的に英語で行うこ

とになる。もちろ䜣、だからといって、全て英語でや

れ、ということで䛿ない。ただ、一␒大ษな䛾䛿、言

語䛿䝁䝭䝳䝙䜿ーション䛾㐨ලとして使ってこそ身に

つく䛾であり、日本語中心䛾英語䛾授業で䛿、英

語䛾知識䛿得られても、䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力䛿

身につかない。生徒にとって英語に᥋する場㠃䛿、

Ṥど䛾場合、授業௨እに䛿あまりないだろう。な䛾

に、そこから英語をྲྀってしまったら、生徒䛿どこで

英語を使え䜀よい䛾か、ということになる。教ᖌ䛾

立場から䛿、授業䛾䛿䛨めと終わりを英語で行う。

授業運営（classroo㼙 English）に関わる指♧などを

英語で行う。ෆᐜ⌮ゎ䛿、5㼃1㻴 を使ってできるだ

け英語でやる。しかし、何よりも大ษな䛾䛿、生徒

にいかに英語を使うᶵ会を多く୚えるか、である。

ペア・ワーク、グループ・ワークなどを通して生徒が

英語で䝁䝭䝳䝙䜿ーションするయ験を✚䜐ことが᭱

も大ษだ、と言っても㐣言で䛿ない䛾である。 

 

2012 年度 第䠏ᅇ 研究会レポート 
 「英語教育研究 ḟ年度新課程を㏄える高校英語、『授業䛿英語で』ど䛾ように行う䛾か。」 

 

2012 年 㻥 月 30 日に今年度 3 ᅇ目䛾 ARCLE 研究

会を開催しました。今年䛾 ARCLE 䛿ḟ年度より新

課程を㏄える高校英語をテーマに活動しています

（12 月にシンポジウムを開催いたします）。今ᅇ䛾

研究会で䛿、12 月䛾シンポジウムで実践஦౛を䛤

⤂௓いただく⩌㤿┴教育ጤဨ会 ὠஂ井㈗அ指

導୺஦（2011 年度䝟ーマー㈹ཷ㈹）をお㏄えし、

ὠஂ井先生䛾実践 㻰㼂㻰 をᣏぢしながら、新課程

が本᮶的に目指す英語䛾指導䛿ど䛾ようなも䛾か

を議論しました。ここで䛿、そ䛾議論を㋃まえたᡤ

ឤを䛤⤂௓します。 

「授業䛿英語で」－ᛀれられた「言語活動」 

ᮾிእ国語大学 根岸雅史 

高➼学校新学習指導要㡿䛾英語䛾「授業䛿英語

で行うことをᇶ本とする」という言葉がὀ目をᾎ䜃

ている。しかし、本ᙜにὀ目す䜉き䛿、ゎㄝにある

「英語による言語活動を行うことが授業䛾中心とな

って」いるという部分だろう。つまり、「言語活動」な

しに、教ᖌが一人で英語で話していてもだめだとい

うことである。 

また、ὠஂ井先生䛾「༢ඖや授業䛾䛽らいを明確

にすること䍴そ䛾授業で身につけること」という指᦬

䛿、まさに的をᑕている。高校生が使う表現が中 1、

2 レベルという䛾䛿よくあること。授業䛾䛽らいを明

確にして、それを直ᚋにホ౯する。しかし、それで

できていたからといって、生徒が本ᙜに授業䛾䛽ら

いを身につけることになると䛿㝈らない。これ䛿今

ᚋ䛾英語䛾ホ౯䛾あり方䜈䛾㔜要なၥ㢟ᥦ㉳と

なっている。 
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� ARCLE について（2012 年度現在） 

� 概要 

ṇᘧ名⛠ Action Research Center 㼒or Lang㼡age Ed㼡cation㻔ARCLE/アークル㻕 
䠆ARCLE 䛿ベネッセ教育研究開発センターが運営する英語教育研究会です  

஦ົ局 䛈1㻢3㻙0㻠11 ᮾி㒔新ᐟ༊す新ᐟ 2㻙1㻙1 新ᐟ୕井䝡ル䝕䜱ング 13 㝵 

（ᰴ）ベネッセ䝁ーポレーションෆ 

� 研究ဨ一ぴ（஬༑㡢㡰） 

研究⌮஦ アレン玉井光江（㟷ᒣ学㝔大学教授） 

㔠᳃ᙉ（ᯇᒣ大学教授） 

田中茂範（慶應義塾大学教授） 

根岸雅史（ᮾிእ国語大学教授） 

吉田研作（上智大学教授）䠆研究⌮஦代表 

研究ဨ 㛗἟ྩ୺（ᮾிእ国語大学ㅮᖌ） 

 

ຍ⸨⏤⨾子（ベネッセ教育研究開発センター） 

ᶓ井⌮⤮（ベネッセ教育研究開発センター）  

吉ụ㝧子（ベネッセ教育研究開発センター） 

 

� ARCLE 䛾ห行≀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
䠆研究⣖要䛿 㼃e㼎 から䝎ウンロー䝗できます 
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「発達的ほ点」をྲྀり㎸䜣だ䝣レームワーク 

らせ䜣状䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーション発達 

ECF 䛾᭱大䛾≉ᚩ䛿「発達的ほ点」をྲྀり㎸䜣だ

䝣レームワークにあります。 

 

ECF で䛿発達ẁ㝵を「らせ䜣状䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーショ

ン発達」としてᤊえ、それ䛮れ䛾上㝈をタ䝇クと言

語リ䝋ー䝇䛾୧㠃からグ㏙し、䝕ータベー䝇として

ᩚഛしています。こ䛾「らせ䜣状䛾䝁䝭䝳䝙䜿ーショ

ン発達」䛿、「英語䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力」を㔞的

に䛾みつᐃしようとする䛾で䛿なく、㉁と㔞䛾୧㠃

からつᐃする㔜要な概ᛕです。 

すなわち、幼児に䛿幼児に必要とされる「䝁䝭䝳䝙

䜿ーション⬟力」があり、自分䛾関わる世界䛾中で

生きていきます。そ䛾ᚋ成㛗し、発達ẁ㝵が㐍䜐と

関わる世界や関わり方も変わってきます。しかし、

こ䛾プロセ䝇䛿生まれてから生ᾭを終えるまで一

生㐍䜐も䛾です。 

そしてこ䛾プロセ䝇䛿、発達ẁ㝵が㐍䜐につれて

」㞧に䛿なるも䛾䛾、ᑡなくとも発達ẁ㝵における

代表的なタ䝇クと、それをฎ⌮するため䛾代表的

な言語リ䝋ー䝇について䛿、ある程度まとまったグ

㏙をすることができるでし䜗う。 

「タ䝇クฎ⌮」と「言語リ䝋ー䝇」䛾」合としてᤊえた

「英語䝁䝭䝳䝙䜿ーション⬟力」から䛿、ᑠ学校から

大学まで一貫した䜹リ䜻䝳ラム編成や฿達目標、

そ䛾 ᐃ䛾≺いなどもみえてきます。 

 
「『BER㻰』㻺o.03/㻔ᰴ㻕ベネッセ䝁ーポレーション」よりᘬ用
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